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本
稿
の
目
的
は
、
宇
部
炭
田
・
沖
見
初
炭
鉱
の
創
立
と
展
開
を
、
経
営
権
移
譲
の

過
程
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
考
察
す
る
こ
と
で
、
①
三
井
・
三
菱
ほ
ど
の
ガ
リ
バ
ー

で
は
な
い
が
、
広
域
展
開
を
し
た
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
型
企
業
集
団
に
よ
る
炭
鉱
経
営
の

特
質
を
明
ら
か
に
し
、
②
戦
間
期
に
お
け
る
企
業
買
収
の
実
相
に
つ
い
て
、
炭
鉱
企

業
を
事
例
に
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

宇
部
炭
田
は
、
地
元
（
内
部
）
資
本
に
よ
る
炭
鉱
開
発
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
知
ら

れ
た
地
域
で
あ
る
。
沖
見
初
炭
鉱
は
、
宇
部
炭
田
で
は
数
少
な
い
、
非
地
元
（
外
部
）

資
本
の
経
営
に
よ
る
炭
鉱
で
あ
る
。
鉱
区
は
宇
部
炭
田
東
部
の
海
底
下
に
位
置
し
て

お
り
、
西
側
の
境
界
線
に
は
宇
部
炭
田
で
出
炭
量
二
位
の
東
見
初
炭
鉱
が
隣
接
し
、

東
見
初
を
は
さ
ん
で
出
炭
量
首
位
の
沖
ノ
山
炭
鉱
が
あ
っ
た
。
こ
の
沖
見
初
炭
鉱
・

鉱
区
は
、
合
計
で
三
つ
の
大
資
本
に
よ
る
採
掘
を
経
験
し
た
。
ま
ず
、
一
九
一
六
（
大

正
五
）
年
に
鈴
木
商
店
の
資
本
で
沖
見
初
炭
鉱
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
鈴
木
の
破

綻
に
と
も
な
い
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
大
倉
鉱
業
へ
経
営
権
を
移
し
た
。
そ
の

後
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
鉱
区
が
隣
接
し
て
い
る
東
見
初
炭
鉱
（
藤
本
閑
作
）

が
買
収
し
、
沖
見
初
の
名
は
消
滅
す
る
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ

ら
の
諸
過
程
を
追
跡
調
査
し
て
い
く
。
沖
見
初
炭
鉱
単
独
の
規
模
は
、
長
廣
［
二
〇

〇
二
］
巻
末
付
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
五
年
の
時
点
で
全
国
三
七
六
炭
鉱
中
七
二
位

の
出
炭
量
で
あ
り
、
大
規
模
と
は
い
え
な
い
が
、
重
要
鉱
山
レ
ベ
ル
の
出
炭
量
を
記

録
し
た
。

先
行
研
究
を
整
理
し
よ
う
。
当
該
期
の
宇
部
炭
田
研
究
は
、
荻
野
喜
弘
［
一
九
八

三
］、
三
浦
壮
［
二
〇
〇
六
］、
三
浦
壮
［
二
〇
〇
八
］
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
宇
部

資
本
系
炭
鉱
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
、
沖
見
初
炭
鉱
に
つ
い
て
多
く
は
ふ

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
石
炭
産
業
史
全
体
を
見
渡
す
と
、
炭
鉱
経
営
を
全
国
展
開
し
た

財
閥
系
資
本
に
よ
る
研
究
は
数
多
く
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
三
井
・
三
菱
に
よ
る
巨

大
財
閥
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
規
模
が
下
位
に
位
置
す
る
、
広
域

展
開
を
し
た
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
型
企
業
集
団
（
本
稿
の
鈴
木
商
店
、
大
倉
組
等
）
に
よ

る
炭
鉱
経
営
の
研
究
は
少
な
い
。
炭
鉱
買
収
を
主
た
る
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
に
つ
い

て
は
、
学
会
発
表
こ
そ
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
論
文
と
し
て
学
界
に
提
供
さ
れ
た

も
の
は
み
あ
た
ら
ず
、
炭
鉱
業
で
買
収
交
渉
が
行
わ
れ
た
際
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た

ど
っ
た
の
か
、
ま
た
買
収
後
の
経
営
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
、
実
証
成
果
の

（
１
）

【
論
説
】
沖
見
初
炭
鉱
の
創
立
と
展
開
に
つ
い
て

三 

浦 
 
 

壮

―
鈴
木
商
店
か
ら
大
倉
鉱
業
、
東
見
初
炭
鉱
へ
の
経
営
権
移
譲
を
中
心
と
し
て
―
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提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

鈴
木
商
店
が
経
営
し
た
個
別
産
業
・
企
業
の
研
究
を
み
る
と
、
①
二
次
資
料
を
基

礎
資
料
と
す
る
総
説
的
研
究
（
桂
芳
男
［
一
九
七
七
］
ほ
か
）、
②
砂
糖
・
樟
脳
な
ど

台
湾
と
の
関
係
か
ら
経
営
の
展
開
を
考
察
し
た
研
究
（
齋
藤
尚
文
［
二
〇
一
七
］）、

③
他
金
融
機
関
の
資
料
か
ら
経
営
破
た
ん
に
至
る
ま
で
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
た
研

究
等
が
あ
る
（
武
田
晴
人
［
二
〇
一
七
］）。
し
か
し
、
個
別
系
列
企
業
の
分
析
は
必

ず
し
も
充
実
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
鈴
木
商
店
に
よ
る
炭
鉱
経
営
に
つ
い
て
は
、

荻
野
喜
弘
［
二
〇
〇
〇
］
に
よ
っ
て
帝
国
炭
業
の
分
析
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
多

く
の
炭
鉱
企
業
分
析
の
一
部
と
し
て
の
扱
い
で
あ
り
、
総
説
的
な
水
準
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
鈴
木
商
店
系
列
企
業
の
研
究
が
少
な
い
の
は
、
鈴
木
商
店
側
の
一
次
資
料

が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
本
稿
も
そ
の
制
約
は
免
れ
な
い
が
、
桂

芳
男
［
一
九
七
七
］
で
は
沖
見
初
炭
鉱
は
鈴
木
商
店
の
「
直
系
企
業
」
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
山
元
が
位
置
し
た
地
域
の
二
次
資
料
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
多
少
な
り
と
も
実
証
水
準
の
向
上
を
試
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
鈴
木
商
店
の
先
行
研
究
を
み
る
限
り
で
は
、
鈴
木
が
破
た
ん
す
る
ま

で
に
つ
い
て
の
描
写
は
積
極
的
な
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
破
た
ん
後
の
企
業
整
理
や
、

整
理
後
の
企
業
経
営
が
ど
の
よ
う
な
動
向
を
た
ど
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
関
心
が
持

た
れ
て
お
ら
ず
、
詳
細
な
や
り
取
り
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
本
稿

は
、
鈴
木
商
店
破
た
ん
後
の
系
列
企
業
の
動
向
を
追
跡
調
査
す
る
も
の
で
あ
り
、
副

次
的
な
が
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
鈴
木
商
店
（
ま
た
は
台
湾
銀
行
）
研
究
に
関
す

る
貢
献
と
な
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
大
倉
鉱
業
の
研
究
水
準
は
総
じ
て
高
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
倉
財
閥

の
一
次
資
料
の
保
存
状
況
が
優
れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
本
稿
に
関
係
す
る

範
囲
で
は
、
中
村
青
志
・
渡
辺
渡
［
一
九
七
七
］、
大
倉
財
閥
研
究
会
編
［
一
九
八

二
］、
中
村
青
志
［
一
九
八
〇
］
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
倉
の

鉱
業
部
門
の
研
究
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
海
外
進
出
に
関
す
る
研
究
は
分
厚
い
蓄
積
が

あ
る
一
方
で
、
国
内
炭
鉱
の
研
究
は
相
対
的
に
量
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
中

村
青
志
・
渡
辺
渡
［
一
九
七
七
］、
中
村
青
志
［
一
九
八
〇
］
に
よ
っ
て
、
大
倉
組
お

よ
び
大
倉
鉱
業
全
体
の
経
営
・
投
資
を
見
渡
す
業
績
こ
そ
得
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

個
別
炭
鉱
に
焦
点
を
あ
て
た
分
析
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
貢
献
は
、
こ
の
課
題
に
実
証
成
果
を
加
え
る
こ
と
に
あ
る
が
、
先
行
研
究

か
ら
受
け
継
ぐ
べ
き
論
点
は
以
下
の
四
点
に
あ
る
。
①
大
倉
鉱
業
は
大
戦
ブ
ー
ム
期

に
後
発
企
業
と
し
て
国
内
石
炭
産
業
に
参
入
し
て
以
降
、
一
〇
年
間
で
一
〇
倍
以
上

の
急
速
な
肥
大
化
を
示
し
た
こ
と
、
②
一
方
で
国
内
炭
鉱
部
門
は
二
八
年
以
降
毎
年

数
十
万
円
か
ら
一
〇
〇
万
円
に
お
よ
ぶ
赤
字
に
転
落
し
て
い
る
こ
と
、
③
と
く
に
大

正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
買
収
し
た
茨
城
無
煙
、
沖
見
初
は
一
貫
し
て
多
額
の

欠
損
が
続
い
た
こ
と
、
④
こ
の
要
因
は
当
初
の
見
込
み
以
上
に
採
炭
コ
ス
ト
が
高
い

こ
と
に
あ
り
「
両
鉱
区
の
買
収
戦
略
に
は
、
事
前
の
調
査
計
画
の
不
備
な
ど
重
大
な

誤
り
が
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
」
こ
と
、
で
あ
る
。
本
稿
で
は
東
京
経
済
大
学
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
、
中
村
論
文
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
沖
見
初
炭
鉱
の
一
次
資
料
を

読
み
解
く
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
諸
相
に
つ
い
て
深
化
を
試
み
た
い
。

分
析
に
先
立
ち
、
鈴
木
商
店
と
大
倉
鉱
業
の
全
国
的
位
置
を
確
認
し
よ
う
（
表
１
）。

鈴
木
も
大
倉
も
炭
鉱
に
主
軸
を
置
く
資
本
で
は
な
い
た
め
、
石
炭
産
業
史
で
は
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
表
に
よ
れ
ば
、
法
人
の
直

営
か
、
分
社
化
し
て
株
式
を
取
得
・
役
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
る
経
営
権
の
保
有

か
と
い
う
違
い
を
別
問
題
と
す
れ
ば
、
か
な
り
の
出
炭
量
を
も
つ
資
本
グ
ル
ー
プ
と

い
え
る
。
一
九
二
五
年
に
は
、
鈴
木
系
の
炭
鉱
だ
け
で
一
一
六
万
ト
ン
に
達
し
て
お

（
２
）
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り
、
大
倉
も
六
〇
万
ト
ン
を
こ
え
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
に
鈴
木
系

は
消
滅
し
て
い
る
が
、
大
倉
は
九
五
万
ト
ン
弱
の
出
炭
量
ま
で
伸
ば

し
て
い
る
。
二
五
年
の
鈴
木
は
麻
生
や
住
友
系
を
こ
え
る
規
模
で
あ

り
、
大
倉
は
そ
れ
に
及
ば
な
い
ま
で
も
、
時
代
に
よ
っ
て
は
近
い
と

こ
ろ
ま
で
位
置
す
る
大
き
さ
で
あ
る
。
充
分
に
有
力
炭
鉱
資
本
の
枠

内
に
入
る
と
み
て
よ
い
。
中
村
青
志
［
一
九
八
〇
］
で
は
、
一
九
二

八
年
に
お
け
る
大
倉
系
炭
鉱
の
出
炭
高
は
「
古
河
鉱
業
の
出
炭
高
と

ほ
ぼ
同
規
模
で
あ
り
、
同
年
の
わ
が
国
企
業
中
第
十
三
位
の
出
炭
高
」

で
あ
る
と
整
理
さ
れ
て
い
る
。

個
別
炭
鉱
の
レ
ベ
ル
に
目
を
お
と
す
と
、
一
九
二
五
年
時
、
鈴
木

系
諸
炭
鉱
に
お
け
る
沖
見
初
炭
鉱
の
出
炭
量
は
、
起
業
小
松
に
つ
ぐ

規
模
で
あ
り
、
鈴
木
商
店
傘
下
の
炭
鉱
で
は
中
堅
に
位
置
し
た
。
一

方
、
一
九
三
〇
年
の
大
倉
系
諸
炭
鉱
に
お
け
る
沖
見
初
の
規
模
は
、

出
炭
実
績
が
あ
る
五
炭
鉱
中
四
番
目
で
あ
る
が
、
一
〇
万
ト
ン
台
に

は
乗
せ
て
お
り
、
大
倉
と
し
て
も
無
視
で
き
な
い
規
模
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

つ
ぎ
に
、
沖
見
初
炭
鉱
の
出
炭
量
と
鉱
区
面
積
を
経
年
ベ
ー
ス
で

確
認
し
、
全
体
の
流
れ
を
示
し
た
い
（
表
２
）。
こ
れ
を
み
て
明
ら
か

な
よ
う
に
、
一
九
一
六
年
に
創
業
し
て
以
降
六
年
間
は
出
炭
の
記
録

が
な
く
、
一
九
二
一
年
に
な
り
よ
う
や
く
出
炭
量
が
数
値
と
し
て
現

れ
て
い
る
。
外
部
環
境
か
ら
説
明
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
の
時
期
に
鉱

区
の
開
発
を
行
い
、
石
炭
を
販
売
し
始
め
た
時
に
は
デ
フ
レ
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
創
業
期
間
も
、
採
炭
期
間
も
、

経
営
に
苦
し
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

表１　鈴木商店・大倉の経営権下にある諸炭鉱の鉱山・法人・資本系列別出炭量一覧
1920年  （単位：トン）

資本系列 法人名 鉱山名 所在地 出炭量 法人別出炭量 資本系列別
出炭量

大 倉 入山採炭株式会社 入 山 北 海 道 350,863    350,863    350,863

鈴 木 商 店 帝国炭業株式会社
起 業 小 松 福 岡 151,372

   209,798    209,798神 ノ 浦 福 岡  44,370
猪 位 金 福 岡  14,056

沖見初炭鉱株式会社 沖 見 初 山 口 － －
1925年

大 倉
大倉鉱業株式会社 茂 尻 北 海 道 232,252    232,252

   616,723入山採炭株式会社 入 山 福 島 384,471    384,471
大濱炭鉱株式会社 － 山 口 － －

鈴 木 商 店 帝国炭業株式会社

木 屋 瀬 福 岡 348,897

1,012,354 1,161,240

御 徳 福 岡 193,321
起 業 小 松 福 岡 187,418
鴻 之 巣 福 岡  99,148
神 ノ 浦 福 岡  94,635
中 山 田 福 岡  78,279
中 里 長 崎  10,656
重 壽 福 岡 －
第 二 重 壽 福 岡 －

沖見初炭鉱株式会社 沖 見 初 山 口 148,886    148,886
1930年

大 倉

大倉鉱業株式会社
茂 尻 北 海 道 311,016

   565,995

   947,382

大 倉 無 煙 茨 城 150,659
沖 見 初 山 口 104,320

入山採炭株式会社
入 山 福 島 374,326

   381,387廣 野 福 島     7,061
雙 葉 福 島 －

大濱炭鉱株式会社 － 山 口 － －
出所：  福岡・東京・仙台・札幌鉱山監督局『鉱区一覧』（1921年、1926年、1931年）に記載された鉱山・法人名、出炭量を集約

して作成。
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一
方
、
鉱
区
面
積
は
つ
ぎ
つ
ぎ
拡
張
し
、
創
業
四
年
目
ま
で
に
四
〇
〇
万
坪
を
超

え
る
大
鉱
区
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
を
宇
部
の
二
大
炭
鉱
と
比
較
す
れ
ば
、
一
九

二
一
年
に
お
け
る
沖
ノ
山
炭
鉱
の
鉱
区
面
積
は
三
一
七
万
五
七
八
坪
、
東
見
初
炭
鉱

は
一
六
五
万
七
六
一
九
坪
で
あ
り
、
一
九
二
七
年
に
な
っ
て
も
沖
ノ
山
は
四
七
六
万

八
九
八
八
坪
、
東
見
初
は
一
七
五
万
一
六
〇
坪
で
あ
る
。
鉱
区
面
積
が
広
け
れ
ば
機

械
的
に
出
炭
量
が
伸
び
る
わ
け
で
な
い
が
、
鉱
区
の
権
利
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
炭

鉱
経
営
の
基
礎
条
件
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
沖
見
初
炭
鉱
は
一
九

一
九
年
ま
で
に
広
大
な
面
積
に
わ
た
る
鉱
区
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鉱
区
が

限
ら
れ
る
宇
部
炭
田
で
、
状
況
に
よ
っ
て
は
沖
見
初
鉱
区
が
大
き
な
利
権
と
な
る
可

能
性
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
創
業
期
か
ら
沖
見
初
炭
鉱
の
経
営
を
検
討
し
た
い
。
資
料
の

引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。

引
用
資
料
で
所
蔵
先
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
立
命
館
大
学
附
属
図
書
館
に
収
録
・
架
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使

用
し
て
い
る
。

一　

創
業
・
開
発
期
（
鈴
木
商
店
）

一－

一　

鈴
木
商
店
と
地
元
採
掘
業
者
の
提
携
と
鉱
区
の
開
発

本
節
で
は
、鈴
木
商
店
に
よ
る
沖
見
初
炭
鉱
の
創
業
と
開
発
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

沖
見
初
炭
鉱
は
、
山
口
県
平
民
で
あ
る
藤
井
保
が
保
有
す
る
鉱
区
に
対
し
て
、
鈴

木
商
店
が
資
本
注
入
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
。『
鉱
区
一
覧
』
に
よ
れ
ば
一
九
一
〇

（
明
治
四
十
三
）
年
に
、
登
録
番
号
二
二
二
、
鉱
区
面
積
五
七
万
一
五
四
一
坪
で
藤
井

保
に
よ
る
試
掘
鉱
区
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
当
該
鉱
区
は
、
一
九
一
一
年
（
明
治
四

十
四
）
年
に
鉱
業
権
者
・
藤
井
保
名
義
で
八
王
子
炭
鉱
と
し
て
開
発
さ
れ
、
一
九
一

六
（
大
正
五
）
年
に
鉱
業
権
者
・
沖
見
初
炭
鉱
株
式
会
社
（
鈴
木
商
店
の
直
系
企
業
）

と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
藤
井
保
に
関
す
る
情
報
は
限
ら
れ
る
が
、
宇
部
共
同
義
会

や
達
聰
会
の
ほ
か
、
宇
部
地
域
の
公
共
団
体
や
諸
企
業
へ
の
参
加
履
歴
が
見
い
だ
せ

ず
、
宇
部
の
在
来
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
外
部
に
位
置
し
た
人
物
と
推
測
さ
れ
る
。
以
下
、

一
九
二
一
年
に
沖
見
初
炭
鉱
が
着
炭
し
た
際
の
藤
井
保
に
よ
る
回
顧
録
か
ら
、
草
創

期
の
沖
見
初
鉱
区
の
様
子
を
検
討
し
よ
う
。

私
が
あ
の
炭
鉱
に
着
目
し
て
試
掘
に
関
わ
つ
た
の
は
今
よ
り
十
二
年
前
で
あ
つ

た
…
漸
く
石
炭
の
埋
蔵
を
確
か
め
て
、
愈
々
事
業
に
着
手
せ
ん
と
し
、
或
い
は

三
井
に
或
い
は
久
原
に
古
河
に
と
、
色
々
交
渉
を
試
む
る
中
に
、
例
の
東
見
初

の
変
災
で
海
底
採
掘
が
悲
観
さ
れ
る
時
代
と
な
り
、
遂
に
渡
邊
、
庄
、
高
良
諸

氏
に
謀
り
組
合
を
組
織
せ
ん
と
す
る
折
柄
、
鈴
木
の
方
と
提
携
が
成
立
し
た
、

最
初
は
五
十
万
円
位
で
立
派
に
遣
れ
る
見
込
で
あ
つ
た
の
が
、
戦
乱
の
結
果
物

価
は
奔
騰
す
る
、
事
業
は
存
外
に
困
難
で
工
事
は
捗
ら
ぬ
、
其
中
に
は
世
間
で

は
種
々
の
批
難
が
あ
つ
て
、
イ
ク
ラ
掘
つ
て
も
行
つ
て
も
石
炭
は
無
い
の
だ
と

（
３
）

表２　  沖見初炭鉱の出炭高・鉱区面積
  （単位：トン、坪）

年 出炭量 鉱区面積 備考
1916 －    156,222 

鈴木

　17 －    671,747 

　18 － 2,558,741 

　19 － 4,362,241 

　20 － 4,362,241 

　21   3,090 4,392,241 

　22 43,313 4,392,241 

　23 60,202 4,392,241 

　24 109,030 4,392,241 

　25 148,886 4,392,241 

　26 161,591 4,392,241 

　27 159,939 4,392,241 

大倉
　28 135,893 4,392,241 

　29 163,584 4,392,241 

　30 104,320 4,392,241 

出所：  各年度『福岡鉱山監督局管内鉱区一覧』。
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唱
え
る
者
も
あ
る
、
本
部
か
ら
は
石
炭
が
在
る
の
な
ら
ば
早
く
出
し
た
ら
什
う

ぢ
や
、
無
け
れ
ば
無
い
で
早
く
其
事
を
打
明
け
る
が
宜
い
な
ど
と
責
付
け
ら
れ

る
、
イ
ヤ
実
に
往
生
し
た
…

 

藤
井
保
が
沖
見
初
鉱
区
の
試
掘
に
関
わ
っ
た
の
は
、
一
九
二
一
年
よ
り
一
二
年
前

の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
其
当
時
海
面
の
試
掘
は
他
に
例
が
な
い
の
で
非
常
の
困
難
を
極

め
た
」
と
さ
れ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
台
に
船
舶
が
衝
突
す
る
な
ど
に
よ
り
、
四
ケ
所
の
試

掘
地
点
で
ボ
ー
リ
ン
グ
台
を
合
計
一
四
回
建
て
換
え
る
な
ど
、
試
掘
だ
け
で
「
三
万

余
円
」
の
資
金
を
投
じ
た
と
い
う
。
資
料
に
よ
れ
ば
、
藤
井
保
は
、
三
井
・
久
原
・
古

河
（
外
部
資
本
）、
渡
邊
・
庄
・
高
良
（
宇
部
資
本
）
等
と
資
金
面
で
の
交
渉
を
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
大
規
模
炭
鉱
・
鉱
山
の
経
営
実
績
が
あ
る
資
本
と

交
渉
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
最
終
的
に
、
交
渉
業
者
の
中
で
も
っ
と
も

鉱
山
経
営
の
実
績
が
乏
し
い
、
鈴
木
商
店
と
の
提
携
が
成
立
し
た
。
鈴
木
商
店
と
の

提
携
後
は
、
第
一
次
大
戦
に
よ
る
物
価
の
騰
貴
や
、
石
炭
が
産
出
し
な
い
こ
と
で
苦

労
を
重
ね
た
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
つ
ぎ
に
一
九
一
六
年
八
月
、
沖
見
初
炭
鉱
株
式

会
社
が
成
立
し
た
際
の
新
聞
記
事
を
み
よ
う
。

此
度
同
氏
〔
藤
井
保
…
…
引
用
者
〕
の
令
弟
宅
野
潔
氏
は
神
戸
市
の
鈴
木
組
と

協
定
を
遂
げ
合
資
を
以
て
掘（

マ
マ
）採

に
着
手
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
爰
に
沖
見
初
炭
鉱

株
式
会
社
の
成
立
を
見
る
に
到
り
た
る
は
地
方
人
の
等
し
く
歓
迎
す
る
所
な
り
、

今
之
が
組
織
の
大
要
を
記
さ
ん
に
予
定
の
資
本
金
五
十
万
円
と
し
、
内
四
十
五

万
円
は
鈴
木
組
及
び
藤
井
宅
野
両
氏
に
て
引
受
け
、
残
額
五
万
円
を
地
方
に
て

募
集
す
る
筈
な
り
と
云
ふ
、
元
来
鈴
木
組
に
て
は
石
炭
部
の
設
置
は
近
年
の
こ

と
に
し
て
未
だ
充
分
の
経
験
を
積
み
居
ら
ざ
る
に
依
り
、
之
が
経
営
の
方
法
は

（
４
）

（
５
）

一
切
宇
部
旧
来
の
慣
行
に
従
ふ
は
づ
に
て
、
業
務
上
の
事
は
悉
く
両
氏
を
初
め

当
地
の
経
験
家
に
一
任
し
重
役
は
双
方
よ
り
推
薦
す
る
こ
と
に
決
し
、
事
務
員

の
日
給
及
び
執
務
の
時
間
等
悉
く
宇
部
式
に
依
る
、
只
だ
之
を
株
式
会
社
と
な

し
た
る
は
投
資
者
の
誤
解
を
防
ぐ
に
過
ぎ
ず
と
云
ふ

 

当
初
の
資
本
金
は
五
〇
万
円
で
あ
り
、
う
ち
四
五
万
円
を
鈴
木
と
藤
井
で
引
き
受

け
、
影
響
力
の
保
持
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
鈴
木
商
店
の
石
炭
部
設
置
は
近
年
の
こ

と
で
あ
り
、
充
分
な
経
験
が
な
い
た
め
、
経
営
方
式
は
株
式
会
社
組
織
で
は
あ
る
も

の
、
業
務
上
の
こ
と
は
宇
部
炭
田
の
経
験
者
に
一
任
す
る
と
し
、「
宇
部
式
」
に
よ
る

藤
井
保
へ
の
委
託
経
営
方
式
に
よ
る
稼
行
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

表
３
は
、
時
代
を
や
や
下
っ
て
、
一
九
二
二
年
、
二
六
年
時
点
の
大
株
主
の
状
況

と
属
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
九
月
時
点
で
、
鈴
木
商
店
の
法
人
出

資
三
六
一
二
株
（
一
八
・
一
％
）
が
筆
頭
株
主
、
二
番
目
が
藤
井
保
一
四
〇
〇
株

（
七
・
〇
％
）、
三
番
目
が
安
中
正
男
一
二
〇
〇
株
（
六
・
〇
％
）、
四
番
目
が
宅
野
潔

（
藤
井
保
の
弟
）
一
一
二
九
株
（
五
・
六
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
地
元
資
本
（
株
主
）

は
、
一
人
ひ
と
り
は
上
位
株
主
と
し
て
位
置
し
て
お
り
、
重
役
陣
の
な
か
で
一
定
の

発
言
権
を
確
保
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
総
株
数
に
お
け
る
地
元
資
本
の
割
合
は

少
な
く
、
鈴
木
側
の
圧
力
を
受
け
な
が
ら
の
山
元
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
を

推
測
さ
せ
る
。
一
九
二
二
年
時
点
で
、
一
〇
〇
株
以
上
保
有
し
た
株
主
の
持
株
総
数

は
一
万
七
三
七
二
株
（
総
株
数
の
八
六
・
七
％
）
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
鈴
木
商
店
系

（
推
測
さ
れ
る
も
の
も
含
む
）
の
株
数
は
一
万
二
一
七
七
株
（
総
株
数
の
六
〇
・
九
％
、

一
〇
〇
株
以
上
の
七
〇
・
一
％
）
に
の
ぼ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
二
六
年
に

な
る
と
、
藤
井
保
が
株
式
数
を
減
ら
す
一
方
で
、
一
〇
〇
株
以
上
の
鈴
木
商
店
系
の

株
式
数
は
一
万
三
二
八
三
株
（
総
株
数
の
六
六
・
四
％
、
一
〇
〇
株
以
上
の
七
六
・

（
６
）
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表３　鈴木商店経営期における沖見初炭鉱100株以上大株主  （単位：株、％）

No 住所 氏名 1922. 9. 30 1926. 3. 31 備　　　　考株式数 持株比率 株式数 持株比率
１ 山口 合名会社鈴木商店 3,612 18.1 3,837 19.2
２ 山口 藤井保 1,400   7.0    850   4.3 山口県平民藤井太郎右衛門長男。沖見初炭鉱（常取）
３ 山口 安中政男 1,200   6.0 1,200   6.0 日本酒類醸造（監）、彦島坩堝（取）
４ 山口 宅野潔 1,129   5.6 1,091   5.5 藤井保弟。沖見初炭鉱（取）

５ 兵庫 鈴木岩治郎 1,000   5.0 1,000   5.0
鈴木岩治郎・よね長男。神戸製鋼所（取）、帝国汽船（取）、
日本セルロイド（取）、東洋燐寸（取）、日本拓殖（取）、日
本商事（取）、大正生命保険（監）、日本教育生命保険（監）、
浪華倉庫（監）

６ 兵庫 金子直吉    800   4.0    800   4.0 神戸商業銀行（取）、日本樟脳（取）、大正生命保険（取）、
国際汽船（取）、鈴木商店（専取）、鈴木（理事）

７ 兵庫 鈴木岩蔵    800   4.0    800   4.0 鈴木よね三男、岩治郎弟。太陽曹達（社長）、帝国人造絹糸
（社長）、日本金属（監）、鈴木商店（監）、鈴木（理事）

８ 山口 浅田泉次郎    600   3.0    600   3.0 愛媛県平民。肥筑軌道（監）、沖見初炭鉱（取）、日本金属
（取）、彦島坩堝（取）

９ 山口 石田亀一    600   3.0    600   3.0 沖見初炭鉱（取）、帝国麦酒（監）

10 福岡 土屋新兵衛    600   3.0    600   3.0
神戸製鋼所建設主任・大里製糖所主任・帝国麦酒主任・後
藤毛織主任・彦島徳島各精錬所所長を歴任。静岡県平民朝
鮮鉄道（取）、佐賀紡績（取）、肥筑鉄道（取）、鹿児島醸造

（監）、帝国計器製作所（監）

11 山口 西岡貞太郎    600   3.0    600
兵庫県平民。帝国酒類製造〔日本酒類醸造〕（取）、帝国麦
酒（取）、沖見初炭鉱（社長）、帝国炭業（社長）、日本商業
会社（取）、帝国樟脳（取）、鈴木商店（取）、西岡定吉商店

（代取）、彦島坩堝（取）、山陽電気軌道（取）

12 東京 宮本政次郎    600   3.0    600   3.0
大蔵省主税局勤務後、鈴木商店に入社。東京府士族。沖見
初炭鉱（監）、日本酒類醸造（社長）、東洋製糖（取）、帝国
麦酒（取）

13 東京 岡和    538   2.7    238   1.2 山口県士族。沖見初炭鉱（取）、長門起業炭鉱（取）、旭石
油（専取）、北辰会（取）、宇部セメント（取）

14 兵庫 谷治之助    400   2.0    400   2.0 鈴木商店（監）、日本製粉（取）、支那樟脳（社長）、豊年製
油（取）、帝国炭業（取）、日本柱管（取）

15 兵庫 柳田富士松    400   2.0    400   2.0 兵庫県平民。大正生命保険（監）、神戸製鋼所（監）、浪華
倉庫（取）、鈴木商店（常取）

16 山口 三隅珍太郎    357   1.8    357   1.8 沖見初炭鉱（取）。沖宇部の旧家。
17 兵庫 西山芳夫    205   1.0 －
18 山口 公文久米蔵    200   1.0    200   1.0 日本酒類醸造（取）、関門窯業（監）
19 山口 杉村馬太郎    200   1.0    200   1.0 浪華倉庫（取）、彦島坩堝（取）
20 山口 筒井道時    200   1.0    200   1.0
21 靜岡 戸坂隆吉    200   1.0    200   1.0 東京毛織（取）、日本酒類醸造（取）、豊年製油（取）
22 山口 二宮久吉    200   1.0    200   1.0
23 福岡 平野温重    200   1.0 －
24 山口 眞鍋善作    180   0.9    180   0.9
25 兵庫 松原清三    160   0.8    160   0.8 太洋曹達（取）、樺太漁業（監）、南満州物産（取）、豊年製

油（監）
26 山口 福田虎吉    155   0.8    102   0.5
27 福岡 久良知フサ    150   0.8 －
28 山口 藤津良蔵    127   0.6    117   0.6 下関の化粧問屋
29 山口 大瀧義重    120   0.6 －
30 山口 三隅壽介    120   0.6    120   0.6 小野田セメント（取）、山口県平民。
31 山口 藤井秀雄    110   0.6 － 藤井保長男。
32 山口 藤津定之助    109   0.5 －
33 福岡 萩野休次郎    100   0.5    100   0.5
34 福岡 飛工重利 －    390   2.0
35 神戸 内海静太郎 －    300   1.5 帝国人造絹糸（専取）、浪華倉庫（取）
36 山口 金子三次郎 －    256   1.3 金子直吉の甥（直吉実弟の婿養子）。
37 兵庫 鈴木よね －    200   1.0 鈴木岩治郎・岩蔵母。
38 高知 斎藤鶴子 －    150   0.8
39 山口 西岡文子 －    130   0.7 西岡貞太郎長女。
40 山口 東岡正治 －    104   0.5
41 兵庫 重永道夫 －    100   0.5
42 兵庫 高倍権太郎 －    100   0.5 日本商業会社（監）、東洋豆粕製油（監）、大正汽船（監）、

太洋海運（監）、福原汽船（監）
出所：「株主人名録」『沖見初炭坑営業報告書』所収、『人事興信録〔第７版〕』1925年、『銀行会社役員録〔第29版〕』1925年。
注）1922年は総株主数311人、総株数20,000株、1926年は総株主数295人、総株数20,000株である。
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〇
％
）
と
増
加
し
、
二
〇
年
代
前
半
を
通
じ
て
鈴
木
の
影
響
力
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
沖
見
初
炭
鉱
の
株
主
構
造
を
み
る
限
り
、
鈴
木
商
店
は
直
轄
事
業
に
対
す

る
影
響
力
を
鈴
木
商
店
本
体
に
よ
る
法
人
出
資
に
よ
っ
て
確
保
す
る
と
い
う
よ
り
は
、

法
人
出
資
と
鈴
木
商
店
社
員
の
個
人
出
資
を
組
み
合
わ
せ
る
か
た
ち
で
事
業
へ
関
与

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
帝
国
炭
業
に
も
同
様
の
株
主
構
造
を
と
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
鈴
木
商
店
に
お
け
る
炭
鉱
出
資
の
特
質
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

つ
ぎ
の
資
料
は
、
沖
見
初
炭
鉱
の
創
立
総
会
に
関
す
る
報
道
で
あ
る
。

去
十
九
日
創
立
総
会
を
岡
村
楼
に
開
き
た
る
が
、
発
起
者
株
主
約
七
十
名
来
会
、

藤
井
保
氏
発
起
者
を
代
表
し
て
従
来
の
経
過
を
報
告
し
、
鈴
木
組
の
重
鎮
岡
烈

氏
を
推
し
て
座
長
と
な
し
、
組
織
に
関
す
る
重
要
事
項
を
議
定
し
、
無
事
に
閉

会
を
告
げ
た
り
、
聞
く
所
に
依
れ
ば
、
同
鉱
は
社
長
を
置
か
ず
万
事
取
締
役
会

に
て
処
決
筈
に
て
、
本
鉱
事
務
所
は
下
関
に
置
き
販
売
其
他
一
般
の
業
務
を
統

括
し
、
専
務
取
締
役
西
岡
定

（
マ
マ
）太

郎
氏
之
を
監
し
、
宇
部
を
鉱
業
所
と
し
て
常
務

取
締
役
藤
井
保
氏
経
営
の
衝
に
当
る
由

 

創
立
総
会
の
時
点
で
は
社
長
を
置
か
ず
、
西
岡
貞
太
郎
を
専
務
、
藤
井
保
を
常
務

と
す
る
方
針
が
決
め
ら
れ
、「
万
事
取
締
役
会
に
て
処
決
筈
」
と
さ
れ
た
。
も
と
も
と

鉱
区
を
所
有
し
て
い
た
宇
部
の
地
元
業
者
と
、
資
本
注
入
を
し
た
鈴
木
商
店
の
間
で

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
一
方
で
、
採
掘
は
宇
部
、
販
売
や
経

理
は
下
関
で
行
う
と
さ
れ
、
経
営
は
分
業
体
制
が
し
か
れ
た
。
石
炭
採
掘
に
関
す
る

藤
井
保
の
職
能
を
鈴
木
商
店
が
利
用
し
な
が
ら
生
産
を
行
い
、
石
炭
販
売
と
会
計
業

務
は
鈴
木
商
店
が
管
理
し
た
模
様
で
あ
る
。
沖
見
初
炭
鉱
が
売
却
さ
れ
る
際
に
作
成

さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
塊
炭
は
大
阪
へ
向
け
て
一
ト
ン
あ
た
り
平
均
単
価
一
五
円

（
７
）

（
８
）

（
一
ト
ン
あ
た
り
利
益
金
一
円
三
六
銭
五
厘
）、
二
等
炭
は
塩
田
へ
一
ト
ン
あ
た
り
七

円
で
売
ら
れ
た
ほ
か
、
粉
炭
に
関
し
て
は
「
主
要
得
意
先
」
と
し
て
、
鈴
木
商
店
系

列
で
あ
る
帝
国
人
絹
岩
国
工
場
に
一
ト
ン
一
〇
円
四
一
銭
（
一
ト
ン
あ
た
り
利
益
金

七
九
銭
）
で
売
り
さ
ば
か
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
の
資
料
は
、
創
業
か

ら
二
年
後
の
一
九
一
八
年
六
月
の
新
聞
記
事
で
あ
る
。

鈴
木
商
店
の
西
岡
貞
太
郎
氏
を
頭
取
に
、
当
地
の
藤
井
保
氏
を
専
務
取
締
役
と

し
、
百
万
円
の
大
資
本
に
て
一
昨
年
着
手
の
沖
見
初
炭
鉱
は
、
昨
年
九
月
創
設

の
斜
坑
は
既
に
百
二
三
十
間
を
掘
穿
し
、
其
の
坑
口
の
如
き
煉
瓦
作
り
に
て
頗

る
立
派
に
竣
工
し
居
れ
り
、
竪
坑
も
四
本
の
内
既
に
二
本
は
海
底
近
く
掘
穿
し

居
れ
る
由
に
て
、
斜
坑
の
方
は
今
二
百
間
も
掘
穿
せ
ば
採
炭
に
至
る
べ
し
と
、

同
炭
坑
の
外
観
は
実
に
立
派
な
も
の
に
し
、
当
地
方
に
於
て
は
殆
ど
其
の
比
を

見
ざ
る
が
、
果
し
て
採
掘
の
結
果
が
外
観
の
美
と
伴
う
や
否
や

 

一
九
一
八
年
で
は
、
頭
取
（
社
長
）
職
が
置
か
れ
て
い
る
。
頭
取
は
鈴
木
商
店
下

関
支
店
長
の
西
岡
貞
太
郎
が
務
め
て
お
り
、
鈴
木
商
店
側
が
上
位
に
位
置
す
る
と
い

う
形
で
の
組
織
上
の
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
炭
鉱
設
備
に
関
す
る
記
述

も
み
ら
れ
、「
同
炭
坑
の
外
観
は
実
に
立
派
な
も
の
に
し
、
当
地
方
に
於
て
は
殆
ど
其

の
比
を
見
ざ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
宇
部
資
本
系
の
炭
鉱
よ
り
も
設
備
投
資
に
金
を
か

け
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
確
認
し
た
い
。

沖
見
初
炭
鉱
が
最
近
事
業
縮
少
し
た
る
に
就
て
、
巷
間
種
々
な
る
憶
説
を
為
す

も
の
が
あ
る
、
右
に
付
仝
鉱
専
務
取
締
役
藤
井
保
氏
は
語
る
、
当
炭
鉱
が
近
頃

に
於
て
三
尺
炭
の
採
掘
を
中
止
し
、
仝
時
に
事
務
員
其
他
を
減
員
し
た
こ
と
は

（
９
）

（
10
）
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事
実
で
あ
る
、
昨
今
の
如
き
炭
界
の
不
況
な
る
時
に
於
て
三
尺
炭
を
採
掘
し
た

処
で
、
売
つ
て
引
合
わ
ず
、
而
か
も
採
炭
量
を
多
く
す
れ
ば
売
り
先
き
に
就
て

忽
ち
行
詰
る
の
で
あ
る
、
目
下
九
州
炭
で
さ
へ
売
場
に
困
り
、
戸
畑
若
松
は
勿

論
、
山
元
に
さ
へ
置
き
切
れ
ぬ
と
云
う
貯
炭
を
し
て
居
る
有
様
で
あ
る
、
さ
れ

ば
我
炭
界
は
当
分
不
況
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
、
此
場
合
に
於
て
強
い
て
出
炭
せ
し

む
る
を
急
が
ず
、
只
坑
道
掘
進
を
専
ら
と
し
て
時
期
の
至
る
を
待
つ
こ
と
に
し

た
の
で
あ
る
、
採
炭
中
止
の
結
果
、
当
鉱
に
使
用
す
る
石
炭
は
東
見
初
又
は
九

州
炭
を
買
入
れ
る
こ
と
ゝ
し
、
現
に
一
週
間
毎
に
蒸
発
力
の
試
験
■
中
で
あ
る
、

其
結
果
今
後
東
見
初
炭
を
使
用
す
る
か
或
い
は
九
州
炭
と
す
る
か
其
辺
は
未
定

で
あ
る
が
、
少
々
高
く
つ
い
て
も
採
掘
し
て
使
用
す
る
よ
り
は
利
益
で
あ
る
、

斯
く
の
如
く
し
て
我
炭
鉱
は
徐
に
持
久
策
を
執
つ
た
も
の
で
、
要
す
る
に
算
盤

の
上
か
ら
割
出
し
た
も
の
で
あ
る
、
之
れ
に
付
て
種
々
な
る
憶
測
を
流
布
す
る

も
の
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ（

マ
マ
）は

す
る
人
の
勝
手
で
あ
る
、
先
般
事
務
所
の
減
員

を
し
た
時
、
西
岡
社
長
は
社
員
を
戒
め
て
、
事
業
を
縮
少
し
た
処
で
精
神
迄
萎

縮
し
て
は
困
る
、
今
後
は
少
数
の
人
を
以
て
比
較
的
多
く
の
仕
事
を
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
大
に
発
展
し
て
貰
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
つ
て
寄
越
し
た
が
、
誠
に

其
通
り
で
あ
る
、
炭
界
の
景
気
も
こ
ゝ
一
年
も
経
過
す
れ
ば
多
少
回
復
す
る
で

あ
ら
う
、
我
社
と
て
も
景
気
さ
へ
直
れ
ば
何
時
で
も
復
旧
す
る
計
画
で
あ
る
云
々

 

こ
の
資
料
は
、
創
業
か
ら
四
年
後
の
一
九
二
〇
年
に
事
業
を
縮
小
し
た
際
の
新
聞

記
事
で
あ
る
。
原
因
は
炭
価
の
下
落
と
、
一
九
二
〇
年
時
点
で
掘
り
出
し
て
い
る
の

が
低
品
位
の
三
尺
炭
の
た
め
、
需
要
が
少
な
く
、
引
き
合
い
が
つ
か
な
い
た
め
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
沖
見
初
炭
鉱
は
、
掘
進
に
努
め
つ
つ
、
高
炭
価
で
の
販
売
が
見
込

ま
れ
る
五
段
炭
層
（
宇
部
炭
田
で
最
も
品
質
が
良
く
、
二
〇
年
代
に
市
場
が
拡
大
す （

11
）

る
小
口
営
業
用
炭
・
家
庭
用
炭
市
場
へ
需
要
が
あ
っ
た
）
の
鉱
区
開
発
に
注
力
を
す

る
こ
と
で
「
自
給
策
」
を
と
っ
た
。
自
家
用
炭
に
つ
い
て
は
、
採
掘
す
る
よ
り
も
採

算
が
合
う
と
い
う
理
由
か
ら
、
隣
接
鉱
区
で
採
炭
活
動
を
し
て
い
る
東
見
初
炭
鉱
よ

り
購
入
す
る
こ
と
と
し
た
。
当
時
の
沖
見
初
炭
鉱
の
生
産
コ
ス
ト
は
よ
い
も
の
で
は

な
く
、
東
見
初
炭
鉱
の
方
が
生
産
コ
ス
ト
に
優
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

生
産
縮
小
か
ら
一
年
後
、
沖
見
初
炭
鉱
は
悲
願
の
五
段
炭
層
に
着
炭
し
た
。
以
下

は
、
一
九
二
一
年
十
月
三
日
に
開
坑
式
が
挙
行
さ
れ
た
際
の
報
道
で
あ
る
。

来
る
十
月
三
日
を
以
て
開
坑
式
を
挙
行
せ
ん
と
す
る
沖
見
初
炭
鉱
は
、
過
る
大

正
五
年
の
起
業
で
あ
つ
て
、
爾
来
六
年
ケ
年
の
間
多
大
な
る
資
力
と
労
力
と
を

費
や
し
、
粉
々
た
る
世
評
を
切
り
貫
き
つ
ゝ
漸
く
去
月
上
旬
を
以
て
目
的
地
点

に
達
し
た
の
で
、
其
間
に
於
け
る
当
事
者
の
惨
憺
た
る
経
営
振
り
に
対
し
て
は

識
者
の
同
情
を
寄
す
る
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
同
炭
鉱
が
今
後
我
地
方
の
富
源

を
開
発
し
、
繁
栄
を
助
長
す
る
上
に
於
て
貢
献
す
る
所
多
か
る
べ
き
は
論
を
俟

た
ぬ
次
第
で
あ
る
、
今
現
況
の
大
要
を
聞
く
に
、
今
回
着
炭
し
た
の
は
五
段
層

の
第
一
区
に
属
す
る
も
の
で
、
竪
坑
を
基
準
と
し
た
大
通
し
の
延
長
は
六
百
九

十
間
で
あ
る
、
元
来
同
坑
で
は
最
初
よ
り
完
全
な
る
設
備
と
設
計
の
下
に
進
ん

だ
の
で
、
大
通
し
は
道
幅
を
十
二
間
と
し
、
高
さ
四
間
と
な
つ
て
居
る
、
其
大

部
分
は
堅
牢
な
る
蛇
紋
岩
を
繰
貫
き
、
且
又
セ
メ
ン
ト
発
射
を
以
て
張
詰
た
る

も
の
で
、
地
下
■
一
大
総
観
を
呈
し
て
居
る
、
而
し
て
該
大
通
し
は
石
炭
層
よ

り
下
を
通
じ
て
行
く
こ
と
に
な
り
、
採
掘
■
予
定
の
区
画
が
設
け
て
あ
る
、
第

一
区
画
は
東
見
初
と
の
関
係
上
あ
ま
り
広
く
な
い
が
、
第
二
区
よ
り
は
一
区
画

毎
に
五
年
間
の
採
炭
量
を
蔵
し
て
居
る
、
目
下
の
計
算
で
は
大
正
十
二
年
よ
り

は
五
百
噸
を
掘
出
し
、
少
な
く
と
も
五
ケ
年
の
後
は
一
千
噸
を
出
す
予
定
で
あ
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る
、
而
し
て
今
後
五
十
年
は
継
続
し
て
出
炭
が
で
き
る
筈
な
の
で
、
大
派
炭
の

方
は
目
下
の
と
こ
ろ
で
採
掘
を
見
合
は
す
方
針
で
あ
る
、
其
は
斯
る
遠
距
離
よ

り
多
大
の
経
費
を
投
じ
て
下
等
炭
を
掘
出
し
て
も
採
算
上
と
て
も
引
合
は
ぬ
の

が
原
因
で
あ
る
が
、
今
後
低
温
乾
溜
法
な
ど
が
発
達
し
、
其
他
に
も
種
々
の
新

研
究
が
現
は
れ
て
石
炭
の
価
値
が
向
上
し
た
場
合
に
は
、
何
時
で
も
大
派
炭
に

手
を
伸
ば
す
を
得
る
だ
け
の
準
備
は
出
来
て
居
る
由
で
あ
る

 

こ
れ
に
よ
る
と
、
長
年
に
わ
た
る
掘
進
の
結
果
、
坑
口
か
ら
切
羽
ま
で
の
距
離
が

長
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
低
品
位
炭
の
価
格
が
下
落
し
て
い
た
こ
と
は
見
逃
せ

な
い
が
、
こ
れ
が
要
因
と
な
り
、
宇
部
炭
田
の
主
要
炭
層
の
ひ
と
つ
で
あ
る
大
派
炭

層
の
採
掘
は
し
な
い
と
い
う
方
針
に
な
っ
た
。
ま
た
、
坑
内
設
備
に
多
く
の
資
本
を

か
け
た
様
子
も
う
か
が
わ
れ
、
長
期
間
に
わ
た
る
開
発
だ
け
で
は
な
く
、
贅
沢
な
坑

道
を
造
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
優
良
炭
層
に
は
着
炭
し
た
も
の
の
、

長
期
間
に
わ
た
る
開
発
が
多
額
の
資
本
装
備
と
坑
道
の
延
長
に
つ
な
が
り
、
資
本
・

生
産
効
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
資
金
面
か
ら
炭
鉱
経
営
を
圧

迫
し
て
い
っ
た
。
以
下
は
、
五
段
炭
層
着
炭
の
一
年
後
に
あ
た
る
一
九
二
二
年
十
一

月
の
新
聞
報
道
で
あ
る
。

沖
見
初
炭
砿
は
世
人
の
知
る
如
く
、
最
初
資
本
金
五
十
万
円
を
以
て
事
業
を
開

始
し
た
る
が
、
地
質
上
の
関
係
等
か
ら
し
て
意
外
の
困
難
に
遭
遇
し
た
る
の
み

な
ら
ず
、
折
柄
世
界
大
戦
の
影
響
に
て
物
価
の
暴
騰
を
来
し
た
の
で
、
遂
に
百

五
十
万
円
の
増
資
を
断
行
し
総
計
二
百
万
円
を
以
て
理
想
的
の
施
設
を
為
し
、

遉
が

（
マ
マ
）は

大
資
本
家
の
事
業
ほ
ど
あ
る
と
世
人
を
驚
嘆
せ
し
め
て
居
た
が
、
多
年

の
苦
心
空
し
か
ら
ず
昨
秋
着
炭
以
来
徐
々
と
し
て
彼
岸
に
近
づ
き
つ
ゝ
あ
る
も
、

（
12
）

経
営
費
は
弥
が
上
に
も
嵩
み
て
、
今
回
更
に
五
十
万
円
の
借
入
を
為
し
て
最
善

の
準
備
を
整
ふ
る
こ
と
と
な
つ
た
、
と
こ
ろ
が
そ
れ
と
同
時
に
、
従
来
同
鉱
の

中
堅
と
し
て
創
立
以
来
の
難
局
を
切
り
抜
い
て
き
た
、
常
務
取
締
の
藤
井
保
氏

が
去
二
十
八
日
突
如
と
し
て
辞
表
を
提
出
し
た
由
の
説
が
伝
は
つ
た
の
で
、
早

速
そ
の
間
の
経
緯
を
調
べ
て
見
る
と
、
之
に
は
別
に
深
き
理
由
の
存
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
今
回
の
増
資
問
題
と
共
に
一
部
の
大
株
主
対
し
其
事
業
の
遅
滞
に

就
い
て
申
し
訳
の
為
め
、
此
際
潔
く
そ
の
身
を
退
く
こ
と
に
決
心
し
た
の
だ
と

云
ふ
…

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
着
炭
後
も
更
に
経
営
費
が
か
さ
み
、
一
九
二
二
年
十
一
月
に
五

〇
万
円
の
借
入
金
を
新
た
に
な
し
て
い
る
。
営
業
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
二
年

十
月
二
十
八
日
に
鈴
木
商
店
と
五
〇
万
円
の
社
債
引
受
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
そ
れ

と
同
時
に
、「
増
資
問
題
と
共
に
一
部
の
大
株
主
対
し
其
事
業
の
遅
滞
に
就
い
て
」
責

任
を
と
る
た
め
、
藤
井
保
が
取
締
役
を
辞
任
し
た
。
こ
れ
以
降
、
宇
部
の
地
元
資
本
の

影
響
力
が
弱
ま
り
、
鈴
木
商
店
の
影
響
力
が
強
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
一
九
二
三
年

一
月
二
十
日
、
臨
時
株
主
総
会
が
開
か
れ
、
空
席
に
な
っ
た
常
務
取
締
役
に
監
査
役

を
務
め
て
い
た
荻
野
休
次
郎
な
る
人
物
が
就
任
し
た
。
荻
野
休
次
郎
の
履
歴
は
現
時

点
で
不
明
で
あ
る
が
、
古
参
の
地
元
役
員
と
の
関
係
を
見
直
す
こ
と
で
、
鈴
木
商
店

に
よ
る
沖
見
初
炭
鉱
の
経
営
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
い
え
る
。

一－
二　

鈴
木
商
店
に
よ
る
石
炭
採
掘
の
本
格
化

藤
井
保
が
更
迭
さ
れ
た
の
ち
、
沖
見
初
炭
鉱
は
本
格
的
な
採
炭
期
間
に
入
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
分
析
は
同
坑
の
『
営
業
報
告
書
』
に
準
拠
つ
つ
、
二
二
年
下
期
か
ら
二

六
年
上
期
に
お
け
る
経
営
の
推
移
を
、
①
営
業
状
況
、
②
坑
内
開
発
の
状
況
の
二
つ

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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の
側
面
か
ら
時
系
列
で
み
て
い
き
た
い
。
細
か
い
実
証
に
入
る
前
に
、
全
体
の
流
れ

を
素
描
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
営
業
状
況
の
流
れ
に
お
い
て
最
優
先
で
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

生
産
量
の
増
加
こ
そ
実
現
し
た
も
の
の
、
数
値
か
ら
み
る
限
り
、
採
掘
条
件
は
漸
進

的
に
悪
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

表
２
で
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
二
二
年
の
出
炭
量
は
六
万
二
〇
二
ト
ン
で

あ
る
が
、
二
六
年
に
は
一
六
万
一
五
九
一
ト
ン
で
あ
り
、
お
よ
そ
二
・
七
倍
の
増
産

を
達
成
し
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
生
産
量
の
増
加
が
み
ら
れ
れ
ば
生
産
コ
ス
ト
は

低
下
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
財
務
デ
ー
タ
と
出
炭
量
か
ら
一
ト
ン
あ
た
り
の
鉱
業
所

経
費
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
二
二
年
三
月
期
の
五
・
二
一
円
に
対
し
、
二
六
年
三
月

期
は
七
・
七
四
円
と
な
っ
て
お
り
、
四
八
・
六
％
の
生
産
コ
ス
ト
の
増
加
を
示
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
生
産
量
の
増
加
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
、
採
掘
条
件
の
悪
化

が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
一
方
で
、
周
知
の
よ
う
に
、
当
該
期
は
炭
価
の
下

落
が
進
ん
だ
。
沖
見
初
炭
鉱
の
出
炭
量
一
ト
ン
あ
た
り
の
販
売
収
入
は
、
二
二
年
三

月
期
が
一
〇
・
一
三
円
に
対
し
、
二
六
年
三
月
期
は
八
・
五
八
円
と
な
っ
て
お
り
、

生
産
面
の
数
値
と
あ
わ
せ
れ
ば
、
経
営
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
た
め
、
二
三
年
上
期
ま
で
は
黒
字
を
確
保
し
た
が
、
以
降
は
毎
期
最
終
赤

字
に
転
落
し
、
債
務
が
累
積
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ぎ
に
坑
内
開
発
の
概
況
を
整
理
す
る
と
、
採
炭
期
間
に
入
り
、
沖
見
初
炭
鉱
は

主
要
坑
道
か
ら
第
一
区
の
鉱
区
開
発
に
着
手
し
た
。
第
一
区
は
第
一
卸
坑
道
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
枝
葉
の
よ
う
に
片
盤
坑
道
が
伸
び
て
い
た
が
、
こ
の
第
一
卸
坑
道
の
断
層

先
に
は
第
二
区
の
鉱
区
が
あ
っ
た
。
一
九
二
三
年
こ
ろ
、
第
一
区
の
採
掘
が
終
了
し
、

第
二
区
の
開
発
に
着
手
し
た
。
第
二
区
は
、
第
一
卸
と
第
二
卸
の
二
本
の
卸
坑
道
が

通
さ
れ
、
家
庭
用
炭
の
需
要
期
を
控
え
た
一
九
二
四
年
九
月
よ
り
順
番
に
採
掘
が
行

（
16
）

わ
れ
た
。

以
上
の
概
観
を
ふ
ま
え
、
つ
ぎ
に
営
業
と
開
発
の
経
過
を
時
系
列
で
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
一
九
二
二
年
下
期
（
二
二
年
十
月
～
二
三
年
三
月
）
を
み
よ
う
。
資
料
に

よ
れ
ば
、
①
天
磐
崩
落
の
復
旧
工
事
た
め
費
用
と
日
数
を
必
要
と
し
た
こ
と
、
②
蒸

気
か
ら
電
気
へ
の
動
力
移
行
が
遅
れ
、「
蒸
気
圧
ハ
坑
内
奥
部
ニ
達
ス
ル
迄
ニ
冷
却
シ

テ
約
三
分
ノ
一
ノ
気
圧
ニ
降
リ
、
為
メ
ニ
捲
機
及
ポ
ン
プ
等
予
定
ノ
能
率
ヲ
顕
ハ
サ

ス
」
坑
内
深
部
の
開
発
が
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、「
予
定
ノ
成
績
ヲ
挙
ク
ル
コ
ト
能
ハ
サ

リ
シ
ハ
甚
ダ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
量
的
に
は
満

足
す
る
数
値
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
生
産
コ
ス
ト
を
見
る
限
り
、
こ
の
時
期

の
採
掘
条
件
は
相
対
的
に
必
ず
し
も
悪
く
は
な
い
。
市
場
も
大
き
な
値
崩
れ
を
お
こ

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
利
益
金
の
確
保
に
成
功
し
て
い
る
（
以
下
、
財
務
に
関
す

る
数
値
は
後
掲
表
４
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
つ
ぎ
に
み
る
二
三
年
上
期
ま
で

維
持
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
連
続
三
期
の
最
終
黒
字
に
つ
な
が
っ
た
。

二
三
年
上
期
（
二
三
年
四
月
～
二
三
年
九
月
）
に
な
る
と
、
前
期
よ
り
の
課
題
で

あ
っ
た
坑
内
動
力
の
電
化
作
業
が
進
捗
し
、
深
部
に
お
け
る
排
水
と
運
搬
作
業
が
可

能
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
通
の
煉
瓦
工
事
も
第
一
区
口
ま
で
完
成
し
、

巻
揚
機
の
設
置
が
完
了
し
た
。
着
炭
し
て
か
ら
二
年
後
に
、
よ
う
や
く
坑
内
設
備
の

基
礎
条
件
が
整
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
坑
内
作
業
の
支
障
は
除
去
さ
れ
た
も
の
の
、
主
要
区
域
で
あ
っ
た
第
一

区
第
一
卸
上
部
片
盤
は
炭
層
が
枯
渇
し
、
採
掘
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
第
一
卸
下
部
の
片
盤
五
片
以
下
七
片
ま
で
は
炭
層
が
褶
曲
し
て
掘
進
不
可
能
と

な
っ
た
。「
左
右
八
片
ヨ
リ
稍
褶
曲
減
シ
テ
、
多
少
採
掘
区
域
生
ス
ル
」
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
も
の
の
、
採
掘
区
域
の
拡
張
は
多
く
の
障
害
に
遭
遇
し
、「
採
炭
切
羽
補
充
ハ

至
難
ナ
ル
状
態
ト
ナ
」っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
二
三
年
六
月
よ
り
八
月
ま
で
の
三
ヶ

（
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）

（
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）
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月
間
採
炭
を
中
止
し
、「
主
要
坑
道
及
是
ニ
伴
フ
連
延
ノ
ミ
ノ
掘
進
」
に
努
め
る
方
針

を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、「
相
当
採
掘
区
域
ヲ
得
タ
ル
」
こ
と
に
成
功
し
、
九
月
よ

り
採
炭
を
再
開
し
た
と
さ
れ
る
。
採
掘
区
域
の
拡
張
の
た
め
、
五
段
炭
（
家
庭
用
炭
）

の
不
需
要
期
で
あ
る
夏
季
に
採
炭
を
中
止
し
、
鉱
区
の
集
中
的
な
開
発
を
行
い
、
需
要

期
に
差
し
掛
か
る
九
月
に
採
掘
を
再
開
す
る
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
に
お
い
て
も
、
営
業
期
間
内
に
採
掘
が
可
能
で
あ
っ
た
区
域
の

炭
層
条
件
は
悪
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
収
支
を
み
る
と
営
業
黒
字
の
確
保
に

成
功
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
三
年
上
期
は
沖
見
初
炭
鉱
が
利
益
金
を
確
保
し
た
最

後
の
期
で
あ
り
、
つ
ぎ
よ
り
み
て
い
く
期
間
は
赤
字
を
出
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
三
年
下
期
（
二
三
年
十
月
～
二
四
年
三
月
）
は
「
作
業
漸
進
」
し
、
出
炭
量
が

増
加
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、「
生
産
費
ノ
節
約
其
他
経
済
上
相
当
ノ
成
績
ヲ
挙

ゲ
得
タ
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
に
は
み
ら
れ
な
い
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
表
現
の
報
告

が
な
さ
れ
た
。
採
掘
の
面
で
は
、
前
期
に
お
け
る
不
需
要
期
を
利
用
し
た
鉱
区
の
開

発
が
功
を
奏
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
営
業
成
績
は
大
幅
な
赤
字
と
な
っ

て
い
る
。
二
三
年
下
期
は
、
収
支
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
圧
縮
標
記
さ
れ
て
お
り
、
数

値
上
か
ら
コ
ス
ト
や
販
売
価
格
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。『
営
業
報
告
書
』
で

は
、
関
東
大
震
災
の
影
響
等
に
よ
る
、
石
炭
販
路
の
減
少
、
輸
送
の
停
滞
、
炭
価
の

下
落
が
重
な
り
、「
生
産
費
ノ
節
約
其
他
経
済
上
相
当
ノ
成
績
ヲ
挙
ゲ
得
タ
ル
モ
、
天

災
ニ
因
ル
石
炭
需
用
減
少
ノ
為
メ
、
販
売
ノ
点
ニ
に
至
リ
テ
其
成
績
ヲ
減
殺
サ
レ
タ

ル
ハ
甚
遺
憾
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
所
ナ
リ
」
と
さ
れ
て
お
り
、
販
売
の
不
振
が
要
因
の
可
能

性
が
あ
る
。

鉱
区
開
発
の
状
況
を
み
る
と
、
第
一
卸
断
層
先
に
あ
る
、
第
二
区
の
採
掘
区
域
拡

大
の
た
め
、
断
層
掘
鑿
に
一
九
二
三
年
七
月
よ
り
着
手
し
、
十
一
月
に
着
炭
し
、
坑

道
の
掘
進
中
と
さ
れ
る
。
第
二
区
は
海
底
下
深
部
に
位
置
し
、「
深
部
ニ
鑑
ム
ニ
従

（
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ヒ
、
第
一
区
ニ
比
シ
炭
質
及
炭
巾
ト
モ
一
層
良
好
ニ
向
カ
ヒ
ツ
ヽ
ア
ル
状
況
ナ
リ
」

と
報
告
さ
れ
、
赤
字
を
計
上
す
る
な
か
で
も
、
注
力
す
べ
き
開
発
地
点
は
確
保
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

翌
一
九
二
四
年
度
（
一
九
二
四
年
四
月
一
日
～
一
九
二
五
年
三
月
三
十
一
日
）
の

出
炭
量
は
、
坑
内
作
業
の
進
捗
を
反
映
し
、
期
末
に
か
け
て
多
く
の
石
炭
採
掘
量
を

記
録
し
た
。
資
料
に
よ
れ
ば
、「
前
半
期
ニ
於
ケ
ル
出
炭
不
良
ナ
リ
シ
為
メ
、
予
定
通

リ
ノ
生
産
費
低
減
ヲ
行
ヒ
難
」
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
確
認
す
る
限
り
で

は
、
石
炭
一
ト
ン
あ
た
り
の
鉱
業
所
経
費
は
六
円
台
後
半
で
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
採
炭
条
件
は
劣
悪
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、
販
売

面
で
は
前
期
末
の
不
況
を
引
き
ず
り
、
夏
季
は
炭
価
が
「
一
層
下
落
」
し
た
た
め
、

経
営
は
き
わ
め
て
困
難
な
状
態
と
な
っ
た
。
冬
季
に
な
る
と
宇
部
炭
は
需
要
の
引
き

戻
し
が
あ
る
が
、
二
四
年
度
は
そ
こ
ま
で
の
状
況
に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特

に
粉
炭
は
供
給
過
多
が
鮮
明
と
な
り
、
予
期
の
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
頗

ル
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
数
値
を
み
る
と
、
一
ト
ン
当
た
り

の
販
売
収
入
は
続
落
の
傾
向
は
否
め
な
い
が
、
そ
れ
で
も
九
円
台
前
半
を
維
持
し
て

お
り
、
営
業
利
益
を
確
保
し
て
い
る
（
営
業
外
支
出
に
よ
り
決
算
は
最
終
赤
字
）。
比

較
の
対
象
が
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
二
四
年
度
に
採
炭

を
本
格
化
し
た
第
二
区
の
炭
質
に
つ
い
て
、
い
っ
そ
う
の
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

坑
内
の
状
況
を
み
る
と
、
第
二
区
第
一
卸
は
一
九
二
四
年
九
月
よ
り
採
炭
期
に
入

り
、「
採
炭
ノ
状
況
良
好
ニ
シ
テ
順
調
ニ
進
ミ
、
現
在
此
区
域
ヨ
リ
壹
ヶ
月
約
二
万
三

千
函
ノ
出
炭
ヲ
ナ
シ
居
レ
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
二
区
第
二
卸
は

採
炭
期
間
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
当
該
卸
は
、「
地
質
一
帯
ニ
軟
弱
ニ
シ

テ
、
出
水
及
上
盤
崩
落
ノ
処
ア
ル
ニ
ヨ
リ
、
本
年
壹
月
ヨ
リ
煉
瓦
巻
工
事
蒸
枠
入
工

（
20
）
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事
等
ノ
難
工
事
ヲ
ナ
シ
」
た
が
、
付
近
は
天
磐
の
状
態
が
悪
く
、
工
事
の
仕
繰
作
業

が
困
難
な
状
況
と
な
り
、
採
炭
期
の
遅
延
を
来
た
す
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

報
告
で
は
、「
工
事
完
成
後
掘
進
ニ
全
力
ヲ
注
キ
、
本
年
末
ニ
於
テ
ハ
二
卸
方
面
ノ
ミ

ニ
テ
一
ヶ
月
二
万
函
ノ
出
炭
ヲ
ナ
ス
予
定
ナ
リ
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い
鉱

区
の
開
発
を
一
年
ご
と
に
行
う
こ
と
で
、
出
炭
を
維
持
す
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
第
一
区
の
残
部
は
ほ
ぼ
採
掘
を
終
了
し
た
よ
う
で
あ
り
、
巻
揚
機
を
導
入
し

な
が
ら
、
残
置
し
た
炭
柱
取
払
を
行
う
計
画
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
第
一
区
は
、
翌

二
五
年
度
に
ポ
ン
プ
の
故
障
で
水
没
し
、
炭
柱
・
施
設
共
に
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
。

最
期
に
、
二
五
年
度
（
一
九
二
五
年
四
月
一
日
～
一
九
二
六
年
三
月
三
十
一
日
）
を

検
討
し
た
い
。
ま
ず
、「
出
炭
」
に
お
い
て
は
「
相
当
好
成
績
」
を
し
め
し
、
出
炭
量

は
鈴
木
商
店
経
営
期
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、「
販
売
部
モ
相
当
収

益
ヲ
見
ル
予
定
ナ
リ
シ
」
が
、
二
五
年
夏
季
の
市
況
は
炭
価
の
下
落
が
著
し
く
、「
五

月
ヨ
リ
十
月
迄
、
約
二
割
ノ
出
炭
制
限
ヲ
断
行
シ
以
テ
市
価
ノ
維
持
ニ
努
メ
タ
ル
モ

大
勢
良
化
セ
ズ
不
況
裡
ニ
越
年
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
大
正
十
五
年
一
月
中
頃
ヨ

リ
粉
炭
市
況
ハ
品
不
足
ノ
為
メ
多
少
好
化
シ
タ
ル
モ
」、
夏
季
不
況
の
影
響
を
払
し
ょ

く
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
営
業
赤
字
と
な
っ
た
。

坑
内
の
状
況
を
み
る
と
、
第
二
区
第
二
卸
区
域
の
採
炭
に
主
力
を
傾
注
し
た
が
、

左
辺
片
盤
が
断
層
に
遭
遇
し
た
こ
と
で
坑
道
延
長
が
遮
断
さ
れ
、
採
掘
切
羽
の
拡
張

に
支
障
を
生
じ
、
予
期
の
出
炭
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
第
二
卸
は
、「
鉱
区
境
迄

百
間
ヲ
余
ス
ノ
ミ
」
と
さ
れ
、
一
九
二
六
年
六
月
ま
で
に
卸
の
掘
進
を
完
成
し
、
左

右
片
盤
の
掘
進
で
採
炭
場
の
拡
張
を
な
し
、「
継
続
的
出
炭
増
加
ヲ
計
ル
予
定
」
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
沖
見
初
炭
鉱
に
お
け
る
生
産
現
場
は
、

複
数
年
の
採
掘
に
耐
え
る
鉱
区
域
・
卸
を
安
定
的
に
掘
り
続
け
る
と
い
う
よ
り
は
、

一
年
単
位
で
新
し
い
採
掘
区
域
を
絶
え
ず
探
索
・
開
発
し
な
が
ら
、
年
間
一
五
万
ト

（
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ン
前
後
の
出
炭
を
維
持
す
る
と
い
う
特
質
を
持
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

一－

三　

鈴
木
商
店
経
営
時
の
財
務
状
況

最
後
に
、
以
上
検
討
し
て
き
た
期
間
に
お
け
る
沖
見
初
炭
鉱
の
財
務
状
況
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
鈴
木
商
店
に
よ
る
沖
見
初
炭
鉱
経
営
を
四
期
に
区
分
し
、
小
括
に

か
え
た
い
。
表
４
は
現
在
残
存
し
て
い
る
資
料
に
も
と
づ
き
、
沖
見
初
炭
鉱
の
ス
ト
ッ

ク
と
フ
ロ
ー
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。『
営
業
報
告
書
』
が
な
く
、
二
次
資
料
を

転
記
し
た
も
の
は
、
総
じ
て
貸
借
対
照
表
の
貸
方
・
借
方
の
不
一
致
が
あ
る
が
、
全

体
の
傾
向
を
知
る
に
は
充
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
表
４
に
も
と
づ
き

時
代
区
分
ご
と
に
財
務
状
況
の
特
徴
を
総
括
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
と
併
せ
な

が
ら
、
気
づ
い
た
点
を
指
摘
し
て
い
き
た
い
。

第
一
期
〔
創
業
・
鉱
区
開
発
期
〕（
一
九
一
七
年
三
月
～
一
九
二
〇
年
九
月
）

一
九
一
七
年
三
月
か
ら
資
本
金
の
払
込
・
増
資
を
主
軸
と
す
る
資
金
調
達
を
行
い
、

興
行
費
、
土
地
・
建
物
・
機
械
類
、
お
よ
び
損
失
金
を
賄
っ
た
時
期
で
あ
る
。
並
行

し
て
、
借
入
金
も
導
入
す
る
も
の
の
、
一
九
二
〇
年
九
月
ま
で
そ
の
額
は
補
完
的
な

規
模
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
を
み
る
限
り
、
鈴
木
商
店
は
子
会
社
の
財
務
を
自
己
資

本
で
固
め
な
が
ら
の
炭
鉱
開
発
を
志
向
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
期
〔
鉱
区
開
発
・
借
入
金
、社
債
急
増
期
〕（
一
九
二
一
年
三
月
～
一
九
二
一
月
九
月
）

一
九
二
一
年
三
月
頃
よ
り
資
本
金
の
払
い
込
み
が
頭
打
ち
に
な
り
、
他
人
資
本
の

役
割
が
増
し
た
。
主
な
用
途
は
、
興
行
費
仮
勘
定
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
大

戦
中
に
出
炭
を
実
現
し
、
自
己
資
本
中
心
の
開
発
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
も
の
が
、

優
良
炭
層
へ
の
着
炭
が
で
き
ず
、
追
加
の
資
金
を
必
要
と
し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

一
九
二
二
年
よ
り
借
入
金
は
社
債
に
転
換
さ
れ
、
他
人
資
本
は
五
五
万
を
超
え
る
純

増
と
な
り
、
自
己
資
本
比
率
は
五
割
を
切
っ
た
。
借
入
金
の
用
途
は
興
行
費
と
機
械
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表
４
　
鈴
木
商
店
経
営
期
に
お
け
る
沖
見
初
炭
鉱
の
財
務
状
況
 

（
単

位
：

円
）

費
目

＼
年

月
・

出
所

1917年
３

月
1918年

３
月

1919年
３

月
1919年

９
月

1919年
９

月
1920年

３
月

1920年
９

月
1921年

３
月

1921年
９

月
1922年

９
月

1923年
３

月
1923年

９
月

1924年
３

月
1925年

３
月

1926年
３

月
1927年

３
月

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬
⑭

⑮
⑯

負
債

払
込

資
本

金
125,000

749,800
1,000,000

1,500,000
1,247,275

1,750,000
1,744,850

1,749,325
1,950,000

1,999,150
2,000,000

2,000,000
2,000,000

2,000,000
2,000,000

2,000,000
積

立
金

（
法

定
・

別
途

）
3,600

10,600
18,400

18,400
18,400

18,400
借

入
金

126,000
396,547

304,139
304,139

595,365
595,365

781,696
945,539

社
債

1,500,000
2,000,000

2,000,000
2,000,000

2,000,000
2,000,000

2,000,000
支

払
手

形
375,516

607,298
1,165,599

1,692,272
2,584,302

3,225,791
3,332,887

そ
の

他
（

未
払

金
，

買
掛

金
他

）
26,190

32,776
36,092

36,598
0

42,448
0

55,387
108,506

112,648
170,291

180,981
167,278

173,645
628,134

当
期

純
益

及
前

期
繰

越
益

金
0

0
0

0
0

0
0

71,818
106,472

85,010
12,210

負
債
総
計

125,000
901,990

1,429,323
1,840,231

1,588,012
2,345,365

2,382,663
2,531,021

2,950,926
4,054,990

4,830,018
5,431,500

5,903,863
6,769,980

7,417,836
7,979,421

資
産

鉱
区

代
146,121

146,121
146,122

146,113
146,121

146,122
146,121

146,122
146,122

146,122
146,122

146,122
146,122

658,836
土

地
・

建
物

・
機

械
器

具
・

什
器

82,960
133,763

178,187
178,187

286,531
286,535

286,765
548,839

1,122,158
1,181,891

1,258,659
1,414,070

1,528,998
1,564,022

 
内

 機
械

・
器

具
117,746

160,574
307,215

761,549
823,381

873,726
975,654

1,074,756
興

業
費

・
興

業
費

仮
勘

定
599,647

1,032,693
1,161,979

1,161,997
1,761,752

1,761,753
2,319,161

3,193,609
3,356,347

3,858,934
4,123,961

4,239,368
4,395,156

4,395,156
そ

の
他

58,198
88,886

35,335
35,336

53,214
57,675

37,010
166,420

205,391
244,555

276,657
615,480

333,880
337,628

当
期

純
損

及
前

期
繰

越
損

金
17,254

0
66,588

66,588
130,578

130,579
145,587

161,863
0

0
0

98,464
354,940

1,013,680
1,024,715

資
産
総
計

0
904,180

1,401,463
1,588,211

1,588,221
2,378,196

2,382,663
145,587

2,950,920
4,054,990

4,830,018
5,431,502

5,903,863
6,769,980

7,417,836
7,980,357

収
入

販
売

収
入

253,750
1,255,025

1,440,720
売

上
利

益
63,655

79,256
0

雑
収

入
100

2,285
4,161

370
1,405

2,064

支
出

鉱
業

所
経

費
130,658

909,239
1,300,573

販
売

経
費

44,198
205,723

261,613
本

社
経

費
7,176

27,686
28,879

36,007
18,394

16,906
利

息
391,759

344,393
建

物
機

械
器

具
什

器
滅

失
58,079

興
業

費
償

却
119,959

収
支

総
合

当
期

総
収

入
金

4,348
918

253,850
1,256,430

1,442,784
当

期
総

支
出

金
11,188

15,927
182,032

1,525,116
2,101,523

当
期

利
益

金
71,818

38,254
54,538

前
期

繰
越

金
0

68,218
30,472

後
期

繰
越

金
68,218

30,472
12,210

12,210
当

期
損

失
金

－34,662
－16,276

－98,464
－268,686

－658,739
当

期
繰

越
損

失
金

－95,916
－145,587

－86,254
－354,940

当
期

純
損

及
前

期
繰

越
損

金
－17,254

－66,588
－130,578

－145,587
－161,863

－86,254
－354,940

－1,013,680

出
所

：
  各

年
度

『
銀

行
会

社
要

録
』（

①
－

④
、

⑥
、

⑧
－

⑨
、

⑯
）、「

決
算

公
告

」『
宇

部
時

報
』

1919年
11月

２
日

、
1920年

11月
７

日
（

⑤
、

⑦
）、

各
年

度
『

沖
見

初
炭

鉱
 営

業
報

告
書

』（
⑩

－
⑮

）
に

掲
載

さ
れ

た
財

務
諸

表
を

集
約

し
て

作
成

。
注

１
）

  資
産

の
総

計
は

、
仮

払
金

、
有

価
証

券
、

貸
付

金
、

貯
蔵

品
、

貯
炭

、
積

送
品

・
炭

、
売

掛
金

、
未

収
入

金
、

海
難

品
、

受
取

手
形

、
銀

行
預

金
、

現
金

、
配

給
所

勘
定

の
総

計
で

あ
る

。
注

２
）

負
債

の
そ

の
他

は
、

未
払

金
、

用
度

買
掛

金
、

仮
受

金
、

諸
預

り
金

、
申

込
証

拠
金

の
総

計
で

あ
る

。
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器
具
で
あ
り
、
執
念
深
く
掘
進
と
鉱
区
の
開
発
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
前
述
の
よ

う
に
、
一
九
二
二
年
十
月
二
十
八
日
に
、
鈴
木
商
店
が
社
債
五
〇
万
円
を
引
受
け
た

こ
と
で
、
自
己
資
本
比
率
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
藤
井
保
の
更
迭
・
鈴
木
系
資
本
の
増

加
へ
つ
な
が
っ
た
。

第
三
期
〔
利
益
金
確
保
・
支
払
手
形
増
加
期
〕（
一
九
二
二
年
九
月
～
一
九
二
三
年
九
月
）

社
債
の
増
加
は
一
九
二
三
年
三
月
期
を
ピ
ー
ク
に
頭
打
ち
と
な
っ
た
が
、
以
降
は

支
払
手
形
が
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
単
線
的
に
増
加
し
、
株
式
の
増
資
・
追
加
払
込

に
よ
る
資
金
調
達
は
、
二
二
年
を
最
後
に
放
棄
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
九

月
期
か
ら
二
三
年
九
月
期
ま
で
の
三
期
（
一
年
半
）
に
は
、
利
益
金
を
あ
げ
る
に
至
っ

て
い
る
。
前
述
の
如
く
、
こ
の
要
因
は
、
出
炭
量
一
ト
ン
あ
た
り
鉱
業
所
経
費
五
・

二
一
円
、
販
売
収
入
一
〇
・
一
三
円
と
、
生
産
・
販
売
で
良
好
な
数
値
を
維
持
し
た

こ
と
に
あ
る
（
一
九
二
二
年
三
月
期
の
デ
ー
タ
か
ら
計
算
）。
し
か
し
、
そ
の
間
に

も
、
利
益
金
の
蓄
積
を
上
回
る
速
度
で
他
人
資
本
が
食
い
込
ん
で
き
て
お
り
、
再
生

産
の
余
力
を
奪
い
つ
つ
あ
る
。

第
四
期
〔
利
息
圧
迫
・
巨
額
損
失
金
計
上
期
〕（
一
九
二
四
年
三
月
～
一
九
二
六
年
三
月
）

一
九
二
四
年
三
月
～
二
六
年
三
月
ま
で
の
二
年
半
、
沖
見
初
炭
鉱
は
再
び
損
失
を

計
上
す
る
。
一
九
二
四
年
三
月
期
は
約
一
〇
万
円
の
損
失
で
あ
り
、『
営
業
報
告
書
』

の
記
述
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
採
掘
面
で
の
生
産
費
低
下
を
炭
価
の
下
落
が
上
回
り
、

営
業
損
失
を
出
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
九
二
五
年
三
月
期
は
販
売
収
入
が
鉱
業
所

経
費
・
販
売
経
費
・
本
社
経
費
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
一
九
二
四
年
九
月
よ
り
採

炭
期
に
入
っ
た
第
二
区
第
一
卸
の
採
炭
状
況
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
炭
価
の
下

落
を
カ
バ
ー
し
、
一
二
万
円
を
超
え
る
過
去
最
大
の
営
業
利
益
を
確
保
し
た
よ
う
で

あ
る
（
前
後
の
資
料
に
準
拠
し
て
一
函
＝
〇
・
五
ト
ン
で
計
算
す
る
と
、
一
ト
ン
あ

た
り
の
鉱
業
所
経
費
は
六
・
七
七
円
、
販
売
収
入
九
・
三
五
円
）。
し
か
し
、
三
九
万

一
七
五
九
円
も
の
利
息
支
払
い
が
営
業
利
益
を
喰
い
つ
ぶ
し
、
最
終
的
に
大
幅
な
損

失
金
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
は
支
払
手
形
の
増
加
に
よ
っ
て
埋
め
合

わ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
二
六
年
三
月
期
は
、「
出
炭
ニ
於
テ
ハ
相
当
好
成
績
ヲ
示
シ
」
た
こ
と
で
過
去

最
大
の
販
売
収
入
を
記
録
し
た
。
し
か
し
、
鉱
業
所
経
費
の
上
昇
（
一
ト
ン
あ
た
り

七
・
七
四
円
）
と
炭
価
の
下
落
（
一
ト
ン
あ
た
り
八
・
五
八
円
）
が
影
響
し
、
営
業

赤
字
へ
転
落
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
二
六
年
三
月
期
も
利
息
を
三
四
万
四
三
九
三

円
も
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
結
果
と
し
て
、
二
五
年
三
月
期
に
記
録
し
た
過
去
最
大

の
損
失
記
録
を
更
新
し
、
累
積
し
た
損
失
金
は
一
〇
一
万
三
六
八
〇
円
と
な
っ
た
。

こ
の
数
値
は
自
己
資
本
の
半
分
に
達
す
る
も
の
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ス
は
支
払
手
形
で

埋
め
合
わ
せ
た
。
社
債
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
商
店
が
新
社
債
を
引
き
受
け
、
借
り
換

え
を
行
う
こ
と
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
形
跡
が
確
認
さ
れ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
二
五
年
以
降
、
資
金
繰
り
に
難
渋
す
る
状
況
を
生
み
出
し
た
の

は
、
大
量
の
資
本
を
投
入
し
な
が
ら
、
思
う
ほ
ど
の
出
炭
量
が
確
保
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一
九
二
九
年
時
、
沖
ノ
山
炭
鉱
の
出
炭
額
一
ト
ン
あ
た
り

総
資
産
額
は
一
三
・
八
円
（=

一
二
七
九
万
六
二
八
〇/

九
三
万
三
八
一
）、
自
己
資

本
比
率
九
七
・
九
％
で
あ
る
が
、
一
九
二
七
年
の
沖
見
初
の
出
炭
額
一
ト
ン
あ
た
り

総
資
産
額
は
四
九
・
四
円
（=

七
九
八
万
三
五
七/

一
六
万
一
五
九
一
）
で
あ
る
。

鉱
区
開
発
の
遅
延
と
採
炭
条
件
の
悪
化
は
、
巨
額
の
資
本
が
投
入
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
生
産
量
を
得
ら
れ
な
い
、
資
本
効
率
の
悪
い
企
業

体
の
形
成
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
七
年
三
月
期
の
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
「
鉱
区
代
」
を
み
る
と
、

前
期
に
比
し
て
、
お
よ
そ
五
一
万
円
に
の
ぼ
る
不
自
然
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。
表

２
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
間
、
沖
見
初
炭
鉱
が
保
有
す
る
鉱
区
面
積
は
変
化
し

（
22
）
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て
い
な
い
。
二
六
年
末
頃
に
な
る
と
、
沖
見
初
炭
鉱
の
売
却
談
が
出
始
め
る
が
、
少

し
で
も
有
利
な
条
件
で
鉱
業
財
団
を
売
渡
す
た
め
に
、
鉱
区
の
評
価
額
を
高
め
に
変

更
し
た
可
能
性
も
あ
る
（
こ
こ
に
台
湾
銀
行
が
介
在
し
た
か
は
不
明
）。

次
節
で
は
、
沖
見
初
炭
鉱
の
売
却
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

鈴
木
商
店
か
ら
大
倉
鉱
業
へ
の
経
営
権
移
譲

二－

一　

沖
見
初
炭
鉱
の
売
却
に
関
す
る
宇
部
地
域
の
諸
相

一
九
二
六
年
こ
ろ
に
な
る
と
、
地
元
新
聞
の
『
宇
部
時
報
』
に
沖
見
初
炭
鉱
の
「
身

売
り
」
に
関
す
る
報
道
が
出
始
め
る
。
以
下
の
資
料
は
、
そ
の
う
ち
主
要
な
も
の
を

抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
市
に
お
け
る
東
見
初
沖
見
初
の
両
炭
砿
合
同
説
が
大
阪
新
聞
に
掲
げ
ら
れ
て

よ
り
、
各
所
の
話
題
に
上
っ
て
ゐ
る
、
そ
の
説
に
依
る
と
、
現
在
の
東
見
初
の

一
万
三
千
株
に
更
に
七
千
株
を
増
資
し
、
こ
れ
に
依
っ
て
沖
見
初
の
負
債
を
償

却
し
て
一
先
づ
片
付
け
る
と
云
ふ
の
で
、
沖
見
初
の
難
局
か
ら
見
て
或
ひ
は
夢

想
さ
れ
そ
う
な
目
論
見
で
あ
ろ
う
…
（
一
九
二
六
年
十
二
月
十
六
日
付
）

一
時
伝
へ
ら
れ
た
る
買
山
説
も
見
込
な
く
、
今
は
立
消
へ
の
状
態
と
な
り
、
財

界
変
動
に
際
し
鈴
木
商
店
も
瀕
死
の
状
態
に
あ
る
昨
今
と
し
て
は
、
同
砿
も
随

分
金
融
に
苦
し
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
…
今
同
砿
の
立
場
は
、
窮
地
と

は
い
へ
大
部
分
の
負
債
は
台
湾
銀
行
で
あ
る
か
ら
、
台
銀
救
済
審
議
が
終
り
、

か
つ
鈴
木
商
店
の
債
権
者
会
が
開
催
さ
る
れ
ば
、
或
い
は
有
利
に
運
命
を
転
換

し
得
る
や
も
知
れ
ざ
る
程
で
、
ま
ず
一
脈
の
希
望
を
繋
い
で
有
利
な
る
展
開
を

（
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）

待
つ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
砿
内
の
状
態
を
よ
く
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
…
乱
掘

云
々
の
こ
と
は
全
然
無
根
な
風
説
に
過
ぎ
な
い
…
（
一
九
二
七
年
五
月
二
十
二

日
付
）

地
方
砿
業
家
の
語
る
所
に
依
る
と
、「
自
分
の
聞
く
所
で
は
沖
見
初
炭
砿
の
現
在

負
担
し
て
ゐ
る
負
債
は
、
鈴
木
の
出
資
三
百
万
円
と
台
銀
の
二
百
五
十
万
円
の

外
に
二
百
万
円
の
負
債
を
担
ふ
て
歩
ん
で
行
く
こ
と
は
到
底
不
可
能
事
で
あ
ろ

う
、
そ
こ
で
鈴
木
の
三
百
万
円
は
勿
論
棒
に
振
る
し
、
又
台
銀
の
二
百
五
十
万

も
不
良
債
券

（
マ
マ
）と

し
て
権
利
が
放
棄
さ
れ
、
残
り
の
社
債
も
何
と
か
相
談
を
つ
け

る
と
し
て
、
い
よ
い
よ
丸
の
裸
と
な
つ
て
事
業
を
経
営
す
る
な
ら
ば
、
現
状
維

持
は
勿
論
、
更
に
進
ん
で
幾
ら
か
の
利
益
を
上
げ
得
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
左

も
な
い
限
り
、
今
新
し
く
株
式
を
募
集
し
て
そ
の
中
か
ら
台
銀
の
負
債
を
償
却

し
、
そ
の
残
金
を
以
て
経
営
費
に
充
つ
る
な
ん
か
云
ふ
と
は
、
奈

（
マ
マ
）可

に
し
て
も

可
能
性
の
あ
る
目
論
見
と
は
思
は
れ
ず
、
特
に
宇
部
市
に
お
い
て
大
部
分
の
株

を
造
る
な
ど
は
、
先
ず
先
ず
見
込
の
少
い
方
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
、
去

り
と
て
今
日
あ
れ
ま
で
に
設
備
も
出
来
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
地
方
と
し

て
も
何
と
か
復
活
の
道
を
講
じ
て
事
業
の
継
続
を
希
望
す
る
点
は
人
後
落
ち
な

い
…
（
一
九
二
七
年
五
月
二
十
六
日
付
）

沖
見
初
炭
砿
昨
今
の
状
況
を
聞
く
に
…
月
額
約
三
万
函
の
出
炭
を
見
て
、
炭
砿

自
体
と
し
て
は
、
可
も
な
く
不
可
も
な
く
、
採
算
上
敢
え
て
悲
観
す
べ
き
材
料

は
な
い
様
子
で
あ
る
が
、
某
消
息
通
の
談
を
聞
く
に
…
積
極
的
方
法
を
講
ぜ
ん

に
も
、
余
り
に
多
額
の
資
本
を
喰
ふ
て
ゐ
る
同
坑
と
し
て
は
、
債
権
者
中
の
大

手
筋
た
る
台
銀
が
同
坑
の
負
債
を
全
然
棒
引
き
に
す
れ
ば
兎
も
角
、
そ
れ
以
外

（
24
）

（
25
）
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に
は
急
に
復
活
の
方
法
も
立
た
ず
、
亦
炭
砿
そ
の
物
を
処
分
し
て
整
理
す
る
と

し
て
は
余
り
に
負
債
と
財
産
価
値
が
か
け
離
れ
て
ゐ
る
の
で
、
そ
れ
も
な
ら
ず
、

全
く
ヂ
レ
ン
マ
に
陥
つ
た
状
態
で
あ
る
。
一
方
炭
砿
と
し
て
は
、
こ
の
多
額
な

負
債
の
償
却
や
復
活
の
方
法
が
全
然
不
可
能
と
す
れ
ば
、
飽
く
ま
で
も
現
状
維

持
を
続
け
て
、
数
多
の
稼
働
者
や
従
業
員
等
の
た
め
に
も
、
行
く
処
ま
で
行
く

よ
り
外
に
取
る
べ
き
道
は
な
い
の
で
、
茲
暫
く
は
立
ち
す
く
み
の
ま
ゝ
推
移
す

る
も
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
（
一
九
二
七
年
七
月
三
十
一
日
付
）

 

資
料
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
六
年
十
二
月
十
六
日
に
は
地
元
新
聞
に
鉱
区
が
隣
接
す

る
、
東
見
初
炭
鉱
（
東
見
初
炭
坑
が
七
〇
〇
〇
株
の
増
資
を
行
い
、
購
入
資
金
と
す

る
）
と
の
合
併
に
関
す
る
噂
が
報
道
さ
れ
た
。
二
六
年
時
点
で
、
東
見
初
炭
鉱
が
有

力
な
鉱
区
買
受
先
と
、
宇
部
地
域
で
は
認
識
・
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
二
七
年
五
月
二
十
二
日
の
報
道
で
は
、
鈴
木
商
店
が
破
た
ん

す
る
た
め
沖
見
初
は
乱
掘
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
噂
を
否
定
す
る
記
事

が
掲
載
さ
れ
、
宇
部
地
域
の
な
か
で
も
関
心
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
。

一
方
、
一
九
二
七
年
五
月
二
十
六
日
、
宇
部
を
中
心
と
し
て
株
式
募
集
を
お
こ
な

い
、
資
本
金
六
〇
〇
万
円
の
新
会
社
が
設
立
す
る
こ
と
で
沖
見
初
鉱
区
を
買
収
す
る
、

と
い
う
議
案
が
沖
見
初
炭
鉱
の
株
主
総
会
で
議
論
さ
れ
る
と
の
噂
が
報
道
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
地
元
鉱
業
資
本
家
は
、
台
銀
の
借
入
金
を
棒
に
振
る
な
ど
身
軽
に
な
れ

ば
利
益
を
上
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
株
式
を
募
集
し
て
そ
の
中
か
ら
台
銀
の

負
債
を
償
却
し
、
そ
の
残
金
を
以
て
経
営
費
に
充
つ
る
な
ん
か
云
ふ
と
は
、
奈
可
に

し
て
も
可
能
性
の
あ
る
目
論
見
と
は
思
は
」
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業

感
覚
を
持
つ
者
の
、
沖
見
初
炭
鉱
売
却
に
対
す
る
率
直
な
見
解
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

（
26
）

鉱
区
・
設
備
は
と
も
か
く
、
資
本
コ
ス
ト
の
削
減
が
買
主
側
の
最
優
先
の
買
収
条
件

で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
最
後
に
掲
げ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
七
年

七
月
末
日
時
点
で
も
採
炭
は
続
け
て
い
る
が
、「
積
極
的
方
法
を
講
ぜ
ん
に
も
余
り
に

多
額
の
資
本
を
喰
ふ
て
ゐ
る
同
坑
と
し
て
は
、
債
権
者
中
の
大
手
筋
た
る
台
銀
が
同

坑
の
負
債
を
全
然
棒
引
き
に
す
れ
ば
兎
も
角
、
そ
れ
以
外
に
は
急
に
復
活
の
方
法
も

立
た
ず
、
亦
炭
砿
そ
の
物
を
処
分
し
て
整
理
す
る
と
し
て
は
、
余
り
に
負
債
と
財
産

価
値
が
か
け
離
れ
て
ゐ
る
の
で
そ
れ
も
な
ら
ず
、
全
く
ヂ
レ
ン
マ
に
陥
つ
た
状
態
」

と
さ
れ
、
こ
こ
で
も
資
本
コ
ス
ト
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

そ
し
て
鈴
木
商
店
を
の
ぞ
け
ば
、
沖
見
初
炭
鉱
に
対
す
る
主
要
な
他
人
資
本
の
貸
主

は
台
湾
銀
行
で
あ
っ
た
。

二－

二　

台
湾
銀
行
に
よ
る
鉱
業
財
団
の
管
理
と
売
却
先
の
選
定
経
過

一
九
二
六
年
時
点
で
台
湾
銀
行
は
、
沖
見
初
炭
鉱
に
対
し
、
二
五
〇
万
円
の
貸
付

金
の
ほ
か
、
別
口
で
更
に
五
〇
万
円
の
債
権
を
有
し
た
。
台
湾
銀
行
は
、
一
九
二
六
年

五
月
に
沖
見
初
炭
鉱
へ
二
五
〇
万
円
を
貸
与
し
た
際
、
同
炭
鉱
の
鉱
業
権
・
附
属
土

地
・
工
作
物
・
機
械
等
を
も
っ
て
鉱
業
財
団
を
組
織
し
、
第
一
位
の
抵
当
権
を
設
定

し
た
。
台
湾
銀
行
は
債
権
者
で
あ
る
関
係
上
、
伯
野
元
一
と
い
う
人
物
を
沖
見
初
炭

鉱
へ
社
員
と
し
て
送
り
込
み
、
経
理
の
責
任
者
と
し
て
監
督
業
務
に
あ
た
ら
せ
た
。

そ
の
後
、
一
九
二
七
年
三
月
の
鈴
木
商
店
破
た
ん
に
と
も
な
い
、
沖
見
初
炭
鉱
の
運

転
資
金
は
欠
乏
し
、
さ
ら
に
台
湾
銀
行
は
鈴
木
関
係
の
債
権
を
整
理
す
る
必
要
上
、

鉱
業
財
団
を
処
分
す
る
意
思
を
正
式
に
示
し
た
。
た
だ
し
、
以
下
に
の
べ
る
よ
う
に
、

売
却
交
渉
は
す
で
に
二
六
年
末
よ
り
水
面
下
で
開
始
さ
れ
て
い
た
。

一
九
二
六
年
十
二
月
以
降
、
債
権
者
で
あ
る
台
湾
銀
行
に
対
し
、
池
尻
正
な
る
人

物
（『
銀
行
会
社
要
録
』
第
三
一
版
〔
東
京
興
信
所
、
一
九
二
七
年
〕
に
よ
れ
ば
、
九

（
27
）

（
28
）
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州
炭
礦
（
株
）
の
取
締
役
で
あ
る
）
が
鉱
業
財
団
引
受
に
関
す
る
接
触
・
交
渉
を
進

め
た
。
こ
の
交
渉
の
結
果
、
一
九
二
七
年
三
月
中
に
、
池
尻
正
・
長
谷
場
敦
を
買
受

人
と
し
、
売
渡
価
格
二
五
〇
万
円
プ
ラ
ス
解
散
手
当
金
二
五
万
円
で
売
却
の
申
し
合

わ
せ
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
経
済
界
の
混
乱
、
銀
行
破
た
ん
に
伴
う
モ
ラ
ト
リ
ア

ム
な
ど
が
あ
り
、
申
し
合
わ
せ
の
履
行
は
中
断
し
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
台
湾

銀
行
が
鉱
業
財
団
の
全
て
の
処
分
権
を
得
る
に
至
り
、
あ
ら
た
め
て
池
尻
ら
と
の
価

格
・
支
払
い
条
件
の
折
衝
が
行
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
台
銀
と
鈴
木
商
店
と
の
関
係
解
消
後
、
沖
見
初
炭
鉱
の
処
分
が
買
受

者
に
有
利
で
あ
る
こ
と
が
広
く
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
池
尻
の
ほ
か
に
も
買
受

希
望
者
が
複
数
現
れ
、
一
転
し
て
入
札
に
よ
っ
て
売
却
先
を
決
め
る
こ
と
と
な
り
、

最
終
的
に
五
組
の
買
受
希
望
者
が
名
乗
り
を
上
げ
た
。
具
体
的
に
は
、
第
一
組
・
池

尻
正
組
（
申
込
名
義
者
石
本
恵
吉
・
伊
藤
鉄
五
郎
）、
第
二
組
・
久
恒
定
雄
組
、
第
三

組
・
大
倉
組
（
交
渉
者
門
野
重
九
郎
・
阿
部
又
三
郎
）、
第
四
組
・
石
田
組
（
申
込
名

義
は
石
田
帝
国
炭
業
株
式
会
社
専
務
取
締
役
、
後
援
者
三
井
合
名
）、
第
五
組
・
田
中

省
造
組
で
あ
る
。
台
湾
銀
行
は
こ
れ
ら
五
組
の
審
査
を
お
こ
な
い
、
第
一
～
三
組
を

入
札
の
有
資
格
者
と
認
定
し
た
。

か
く
し
て
三
者
に
よ
る
入
札
が
行
わ
れ
た
が
、
入
札
金
額
は
表
５
の
通
り
と
な
っ

た
。
資
料
Ａ
は
、
第
一
組
に
該
当
す
る
池
尻
正
・
石
本
恵
吉
・
伊
藤
鉄
五
郎
側
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
資
料
を
典
拠
と
し
て
お
り
、
資
料
Ｂ
は
、
後
年
沖
見
初
鉱
区
が
係
争

事
案
と
な
っ
た
際
、
台
湾
銀
行
が
東
京
地
方
裁
判
所
に
提
出
し
た
数
値
が
典
拠
と
な
っ

て
い
る
。
資
料
Ｂ
の
方
が
作
成
年
月
日
は
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
入
札
管
理
を
行
っ

た
法
人
が
作
成
し
た
も
の
な
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
資
料
Ｂ
の
方
が
数
値
は

正
確
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
Ａ
・
Ｂ
と
も
に
利
害
関
係
を
背
後
に
抱
え
た
も
の

が
特
定
の
目
的
の
た
め
に
作
成
し
た
資
料
で
あ
り
、
そ
の
点
は
留
意
し
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
表
に
よ
れ
ば
、
Ａ
・
Ｂ
い
ず
れ
の
数
値
を
み
て
も
、
石
本
・
伊
藤
組

の
入
札
は
、
台
湾
銀
行
に
と
っ
て
は
い
ち
早
く
確
実
に
現
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
久
恒
・
大
倉
は
、
年
賦
金
に
大
幅
な
比
重
を
置
い
た
入
札
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
倉
鉱
業
は
、
最
終
的
に
買
受
価
格
の
高
い
第
二
案
を
採
用

し
て
入
札
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
落
札
時
の
即
納
金
は
五
〇
万
円
に
過
ぎ
ず
、
一
〇

年
間
無
利
息
で
残
額
一
七
五
万
円
を
支
払
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
金
額
的
な
条
件
だ

け
み
る
と
、他
の
入
札
者
と
く
ら
べ
て
台
銀
側
に
と
っ
て
は
利
の
薄
い
も
の
で
あ
っ
た
。

入
札
申
込
書
は
、
台
銀
東
京
支
店
に
お
い
て
、
大
蔵
省
監
督
お
よ
び
日
銀
担
当
者

立
会
の
も
と
開
封
さ
れ
た
。
九
月
三
十
日
、
台
銀
理
事
と
日
銀
総
裁
議
定
に
よ
っ
て
、

石
本
・
伊
藤
組
の
第
二
案
が
採
用
さ
れ
、
名
義
人
代
理
が
蔵
相
を
訪
問
し
て
謝
辞
を

述
べ
、
た
だ
ち
に
手
付
金
の
五
〇
万
円
が
用
意
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
覆
す

か
た
ち
で
十
月
四
日
に
大
倉
組
の
落
札
が
正
式
決
定
し
、
同
月
五
日
に
各
関
係
者
に

表５　沖見初炭鉱の入札条件
資料 A）  （単位：万円）

石本・伊藤組
久恒組 大倉組

第一案 第二案
買 受 価 格 220 160 250 225
落札時入金額  50 160   50   50
三ヶ月後入金額  50     0     0
年 賦 金 額 120 200 175
年 賦 期 間 ７年 10年 10年
利 息 年５分 なし なし

資料 B）
石本恵吉 久恒

貞雄
大倉鉱業

　 第一案 第二案 第一案 第二案
買 受 価 格 225 160 250 200 225
現 金 100 160   50   75   50
年 賦 金 額 125 200 125 175
年 賦 期 間 ７年 ６年 10年 10年
利 息 なし なし なし なし

出所：  資料 A は「台湾銀行整理不正事実ノ真相ヲ国民諸君ニ
告ク」『沖見初炭坑買収に関する大倉鉱業・台湾銀行係
争事件関係』（大倉鉱業46-3-5）在中、資料 B は「売買
契約無効確認並不当利得金返還事件の答弁」『台湾銀行
対大倉鉱業 昭和５年 大倉鉱業（株）』（大倉鉱業46-3-9）
在中に記載された情報を集約して作成。

注）  名義人の記載は A・B ともに資料表記のままとした。
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通
知
が
さ
れ
た
。
台
湾
銀
行
の
公
式
な
選
定
理
由
は
、
第
一
に
経
験
者
で
あ
る
こ
と
、

第
二
に
資
金
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
買
収
後
の
経
営
に
不
安
が
な
い
こ
と
の

三
点
で
あ
っ
た
。
大
倉
組
が
台
湾
銀
行
の
大
株
主
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
明
ら
か
に

大
倉
鉱
業
よ
り
も
有
利
な
買
受
条
件
を
示
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
石
本
・
伊
藤
組
は

大
き
く
反
発
し
た
が
、
大
倉
へ
の
売
却
決
定
は
動
か
ず
、
鉱
業
財
団
の
所
有
権
は
大

倉
鉱
業
へ
移
転
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二－

三　

大
倉
鉱
業
に
よ
る
沖
見
初
炭
鉱
買
収
の
経
緯

つ
ぎ
に
、
落
札
業
者
と
な
っ
た
大
倉
鉱
業
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
沖
見
初
炭
鉱

の
買
収
交
渉
を
行
っ
た
の
か
を
み
て
い
こ
う
。

大
倉
鉱
業
が
沖
見
初
炭
鉱
の
買
収
交
渉
に
接
し
た
の
は
、
最
初
に
交
渉
を
開
始
し

た
池
尻
正
よ
り
も
二
か
月
ほ
ど
遅
く
、
一
九
二
七
年
二
月
頃
、
宇
部
日
日
新
聞
社
の

阿
山
石
三
郎
が
委
託
を
受
け
た
と
し
て
、
大
倉
鉱
業
が
宇
部
地
域
西
部
の
小
野
田
で

経
営
し
て
い
た
大
濱
炭
鉱
に
申
込
が
来
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
時
、
大
倉
鉱
業
は

主
と
し
て
資
金
調
達
関
係
で
難
色
を
示
し
、
申
込
を
断
っ
て
い
る
。
こ
の
二
、
三
か

月
後
、
阿
山
は
再
度
話
を
持
ち
込
み
に
来
た
が
、
こ
れ
と
は
関
係
な
く
、
一
九
二
七

年
七
月
八
日
に
「
台
銀
ヨ
リ
依
頼
サ
レ
タ
リ
ト
云
ウ
牧
田
直
五
郎
氏
ヨ
リ
某
ヲ
経
テ

某
仲
介
ヲ
引
受
ケ
タ
リ
」
と
し
て
、
元
大
倉
組
社
員
で
あ
る
木
場
泰
助
よ
り
大
倉
組

副
頭
取
の
門
野
重
九
郎
に
書
面
で
売
山
申
込
が
来
た
。

こ
の
う
ち
阿
山
に
は
、
大
濱
炭
鉱
で
一
旦
断
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
再
び
断
り
の
返

答
を
し
た
が
、
阿
山
は
大
濱
炭
鉱
の
役
員
で
あ
る
藤
井
友
吉
、
藤
川
喜
太
郎
に
対
し

交
渉
し
た
結
果
、
大
倉
で
交
渉
し
た
い
と
の
旨
返
答
が
き
た
と
申
し
出
た
。
一
九
二

七
年
三
月
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
大
濱
炭
鉱
の
取
締
役
社
長
は
門
野
重
九
郎
が
務
め
、

藤
井
友
吉
は
常
務
取
締
役
、
藤
川
喜
太
郎
は
監
査
役
に
就
い
て
い
る
。
藤
井
・
藤
川

（
29
）

（
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）

（
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）

（
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）

は
、
と
も
に
宇
部
人
で
あ
り
、
藤
井
友
吉
は
一
九
一
八
年
に
宇
部
炭
田
大
畠
炭
鉱
の

頭
取
を
務
め
、
一
九
二
三
年
よ
り
は
笹
山
炭
鉱
の
鉱
業
権
者
と
な
っ
て
お
り
、
藤
川
喜

太
郎
は
一
九
一
七
年
に
宇
部
の
有
力
者
・
高
良
宗
七
が
頭
取
で
あ
る
大
正
炭
鉱
の
鉱

業
所
出
納
を
務
め
、
一
九
二
一
年
（
創
業
年
次
は
推
定
）
に
宇
部
東
新
川
で
設
立
さ
れ

た
宇
部
自
動
車
商
会
（
の
ち
に
宇
部
自
動
車
株
式
会
社
に
改
組
）
の
代
表
取
締
役
を

務
め
て
い
る
。
こ
の
時
ど
の
よ
う
な
意
向
が
働
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
両
人
と

も
、
宇
部
炭
田
に
位
置
す
る
沖
見
初
鉱
区
へ
の
関
心
を
他
地
域
の
人
間
よ
り
も
持
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
木
場
泰
助
の
書
面
に
対
し
て
は
、
門
野
副
頭
取
は
「
簡
単
ニ
拒
絶
ス
ベ
キ

様
ニ
ト
ノ
意
向
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
木
場
氏
か
ら
提
示
さ
れ
た
図
面
の
説
明
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
有
望
ナ
ラ
ズ
ヤ
ト
ノ
考
モ
生
ジ
」、「
引
受
ノ
如
何
ハ
別
問
題
ト
シ

一
応
調
査
シ
テ
ハ
ト
ノ
議
モ
ア
リ
」、
売
山
の
真
相
に
つ
い
て
台
銀
に
確
か
め
る
た

め
、
大
倉
鉱
業
取
締
役
の
阿
部
又
三
郎
が
牧
田
直
五
郎
を
介
し
台
湾
銀
行
理
事
高
木

復
享
氏
に
面
会
し
た
。
会
合
の
席
上
で
、「
沖
見
初
炭
坑
売
却
ノ
希
望
ナ
ル
由
承
ハ
ル

ニ
付
テ
ハ
一
応
調
査
シ
タ
キ
」
こ
と
を
大
倉
側
は
申
し
出
、
高
木
氏
は
「
是
非
調
査

願
度
当
行
員
ニ
シ
テ
沖
見
初
炭
坑
ニ
在
勤
ス
ル
者
ニ
対
シ
出
来
ル
丈
ケ
便
宜
計
フ
様

指
図
致
置
ク
ベ
キ
」
と
話
し
、
高
木
は
台
銀
か
ら
の
出
向
者
で
沖
見
初
炭
鉱
経
理
部

長
を
務
め
て
い
る
伯
野
元
一
に
対
し
、
大
倉
よ
り
調
査
に
出
向
き
た
る
際
は
で
き
る

だ
け
便
宜
を
与
え
、
書
類
等
一
切
を
閲
覧
さ
せ
る
よ
う
に
書
面
を
出
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
二
七
年
八
月
、
阿
部
又
三
郎
、
漆
野
佐
一
郎
（
大
倉
鉱
業
、
入
山

採
炭
、
佐
賀
炭
砿
取
締
役
）、
尾
藤
（
名
は
不
明
）
の
三
名
が
沖
見
初
炭
鉱
に
出
張

し
、
現
地
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
沖
見
初
炭
鉱
側
で
説
明
の
任
に
あ
た
っ
た
の
は
、

常
務
取
締
役
荻
野
休
次
郎
、
経
理
部
長
伯
野
元
一
、
技
術
管
理
者
古
賀
六
郎
の
三
名

で
あ
っ
た
。
最
初
に
、
沖
見
初
炭
鉱
側
は
坑
内
図
及
試
錐
図
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）
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を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
際
、
大
倉
は
「
現
在
ノ
大
通
ニ
於
ケ
ル
炭
層
状
態
ハ
中
硬
ア

ル
モ
、
二
十
五
號
標
杭
附
近
ヲ
通
ル
大
断
層
ヲ
切
リ
抜
ク
ル
時
ハ
、
二
卸
三
卸
先
ニ

於
ケ
ル
炭
層
同
様
、
及
十
九
號
試
錐
図
ニ
於
ケ
ル
ガ
如
キ
五
段
炭
層
ト
ナ
リ
、
炭
層

状
態
非
常
ニ
良
好
ト
ナ
ル
ベ
シ
」
と
の
説
明
を
受
け
た
。

つ
ぎ
に
坑
内
を
観
察
し
、
各
部
に
つ
い
て
技
術
管
理
者
で
あ
る
古
賀
の
説
明
を
聞

く
と
こ
と
な
っ
た
。
こ
の
説
明
を
受
け
、
大
倉
側
と
し
て
は
、
露
出
す
る
箇
所
の
状

況
は
「
仝
氏
ノ
談
ト
符
合
些
カ
モ
相
違
ス
ル
処
ナ
カ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
実
情
ヲ
見
ル
コ

ト
不
可
能
ナ
ル
大
断
層
先
ヨ
リ
十
九
號
試
錐
地
点
付
近
ハ
勿
論
、
仝
氏
ノ
説
ク
ガ
如

ク
良
好
ノ
炭
層
状
態
ニ
ア
ル
モ
ノ
ト
確
信
シ
」
た
。
そ
の
後
、
阿
部
又
三
郎
は
二
日

程
度
の
調
査
で
帰
京
し
た
が
、
漆
野
、
尾
藤
は
引
続
き
滞
在
し
て
調
査
を
進
め
た
。

そ
の
際
、
尾
藤
は
隣
接
炭
鉱
の
東
見
初
炭
鉱
の
坑
内
を
視
察
し
た
が
、「
其
状
態
極
メ

テ
佳
良
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
仝
坑
々
道
延
先
ニ
当
ル
十
九
號
試
錐
地
点
ヲ
中
心
ト
ス
ル

一
帯
ノ
鉱
区
ハ
、
優
良
ナ
ル
炭
層
ノ
存
在
ス
ル
モ
ノ
ト
ノ
信
念
ヲ
益
々
強
カ
ラ
シ
メ

タ
」
と
い
う
。

阿
部
は
帰
京
後
、
本
社
（
前
後
の
文
脈
か
ら
大
倉
組
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
）
に

簡
単
に
報
告
し
、
漆
野
の
帰
京
後
さ
ら
に
詳
細
の
報
告
を
し
、
大
倉
喜
七
郎
頭
取
を

自
邸
に
訪
ね
、
沖
見
初
鉱
区
が
有
望
で
あ
る
こ
と
を
詳
説
し
、
買
収
に
つ
い
て
懇
願

を
し
た
。
こ
の
際
に
大
倉
頭
取
は
即
答
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
「
買
収
差
支
ナ
シ
」

と
の
返
答
が
来
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
重
役
席
で
も
買
収
す
る
こ
と
に
決
し
、

正
確
な
時
期
は
資
料
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
台
銀
に
高
木
理
事
を
訪
問
し
て
譲

受
の
申
込
を
な
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
、
高
木
は
「
他
ニ
二
三
申
込
ア
ル
故
、
相

当
奮
発
セ
ザ
レ
バ
困
難
ナ
ル
ベ
シ
」
と
述
べ
た
。

鉱
業
財
団
の
評
価
に
あ
た
っ
た
漆
野
の
買
収
計
画
で
は
、
炭
層
、
炭
量
及
年
間
出

炭
予
想
を
総
合
し
て
、
買
収
価
格
は
二
〇
〇
万
円
を
基
礎
に
置
い
た
が
、
競
争
相
手

が
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
値
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
競
争
者
の
氏
名
は
、
台
銀
で

は
「
秘
シ
テ
知
ラ
シ
メ
ザ
リ
シ
」
で
あ
っ
た
が
、
牧
田
直
五
郎
よ
り
「
密
カ
ニ
聞
ク

処
」
に
よ
り
、
久
恒
と
伊
藤
の
二
組
で
あ
る
こ
と
を
大
倉
側
で
は
把
握
を
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
た
め
、
台
銀
で
は
特
定
の
業
者
へ
の
随
意

契
約
が
で
き
な
く
な
り
、
前
述
の
如
く
、
入
札
で
売
却
先
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、「
入
札
期
日
ニ
至
ル
迄
ノ
数
日
間
、
各
入
札
者
ノ
動
静
ニ
関
ス
ル
情
報
ヲ

総
合
ス
ル
ニ
、
二
百
五
十
万
以
上
ニ
非
レ
バ
落
札
不
可
能
ナ
ル
可
キ
模
様
ナ
リ
シ
」

と
大
倉
側
は
判
断
し
た
。
大
倉
鉱
業
は
、
第
一
案
と
し
て
、
買
取
価
格
二
〇
〇
万
円
、

う
ち
即
納
金
七
五
万
円
、
残
額
は
一
〇
ヶ
年
賦
、
第
二
案
と
し
て
、
買
取
価
格
二
二

五
万
円
、
う
ち
即
納
金
五
〇
万
円
、
残
額
は
一
〇
ヶ
年
賦
と
い
う
、
二
つ
の
入
札
案

を
立
て
た
上
で
、
入
札
当
日
の
午
前
中
に
阿
部
取
締
役
が
台
銀
の
高
木
理
事
を
訪
問

し
た
。
そ
し
て
、「
何
レ
ヲ
提
出
ス
ベ
キ
ヤ
ヲ
相
談
シ
タ
ル
処
、
第
二
案
即
二
百
二
十

五
万
円
案
ヲ
可
ト
ス
ル
様
ノ
口
吻
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
之
レ
ヲ
差
出
シ
置
キ
タ
」
と
さ

れ
る
。

翌
日
、
高
木
理
事
よ
り
大
倉
に
決
定
の
旨
電
話
に
て
通
知
が
あ
り
、
阿
部
が
高
木

理
事
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、「
大
倉
ヨ
リ
モ
高
価
ニ
且
ツ
條
件
モ
有
利
ナ
ル
入
札
者
ア

リ
シ
モ
、
将
来
ニ
於
ケ
ル
支
払
ノ
確
実
ナ
ル
点
ヨ
リ
考
慮
シ
、
大
倉
ニ
譲
渡
ノ
コ
ト

ニ
意
見
ノ
一
致
ヲ
見
タ
ル
次
第
ナ
リ
」
と
返
答
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
台
湾
銀
行
と

日
本
銀
行
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

落
札
業
者
が
決
定
し
た
の
ち
、
十
月
八
日
午
後
七
時
に
、
入
札
結
果
に
納
得
の
い

か
な
い
石
本
・
伊
藤
組
が
台
湾
銀
行
を
訪
れ
、
高
木
理
事
へ
聴
取
を
行
っ
た
。
そ
の

際
の
問
答
記
録
を
検
討
し
よ
う
。

高
木
理
事
か
ら
は
、「
銀
行
ニ
テ
ハ
石
本
伊
藤
第
一
案
ヲ
最
有
利
ト
認
メ
タ
リ
」
と

し
な
が
ら
も
、「
年
賦
金
返
還
ノ
上
ニ
於
テ
大
倉
組
最
安
心
ト
思
ヒ
タ
ル
故
ナ
リ
」、
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「
理
事
会
ニ
テ
大
倉
組
最
安
心
ア
リ
ト
シ
テ
決
定
ス
ル
以
上
、
他
組
ニ
質
問
ノ
要
ヲ
認

メ
ス
」
と
回
答
し
た
。
ま
た
、「
入
札
ニ
関
ス
ル
決
定
ト
シ
テ
ハ
合
法
的
ト
認
メ
難

シ
」
と
の
陳
情
に
は
、「
合
法
カ
否
ヤ
カ
ハ
知
ラ
ス
、
決
定
ハ
当
方
ノ
勝
手
ナ
リ
」
と

台
銀
側
は
答
え
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
、
石
本
・
伊
藤
組
は
、
別
ル
ー
ト
で
日
銀
総

裁
か
ら
「
台
湾
ノ
入
札
決
定
違
法
ナ
リ
」
と
の
言
質
を
得
て
い
る
こ
と
が
資
料
か
ら

確
認
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
台
湾
銀
行
と
日
本
銀
行
と
の
間
に
お
い
て
売
却
先
決
定

に
か
か
わ
る
議
論
の
過
程
で
、
何
ら
か
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
沖
見
初
炭
鉱
の
鉱
業
財
団
は
台
湾
銀
行
の
手
を
離
れ
、
大
倉

鉱
業
の
手
に
帰
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
社
に
よ
る
鉱
区
の
開
発
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

二－

四　

大
倉
鉱
業
に
よ
る
事
業
計
画

沖
見
初
炭
鉱
を
買
収
し
た
大
倉
鉱
業
は
、
買
収
時
に
ど
の
よ
う
な
事
業
計
画
を
立

て
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
項
で
は
、
同
社
の
事
業
計
画
を
確
認
し
た
い
。
以
下
は
、

大
倉
鉱
業
の
手
で
作
成
さ
れ
た
「
沖
見
初
炭
鉱
買
収
事
業
目
論
見
書
」
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

仝
炭
鉱
ノ
実
情
ニ
就
テ
ハ
大
略
如
上
ノ
通
リ
ニ
シ
テ
、
炭
層
、
炭
質
、
採
掘
並

ニ
販
売
共
ニ
良
好
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
、
目
下
仝
社
ハ
多
額
ノ
金
利
支
払
ノ

タ
メ
困
窮
シ
居
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
本
年
三
月
末
日
現
在
ノ
考
課
状
ニ
見
ル
如
ク
、

一
期
間
実
ニ
金
五
一
一
、
二
八
六
円
八
一
ノ
巨
額
ノ
負
担
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

翻
テ
考
フ
ル
ニ
、
該
炭
鉱
ハ
全
鉱
区
ニ
亘
リ
海
底
ノ
採
掘
ニ
シ
テ
、
前
記
採
掘

不
可
能
面
積
二
百
十
六
万
六
千
余
坪
ハ
、
既
述
ノ
如
ク
炭
層
ノ
深
度
漸
ク
海
底

下
二
百
八
十
尺
余
ノ
浅
所
ナ
レ
バ
、
採
掘
上
危
険
ヲ
俱
ヒ
且
ツ
経
費
モ
嵩
ム
惧

（
39
）

ア
ル
ヲ
以
テ
、
寧
ロ
全
然
未
着
手
ニ
帰
ス
ル
モ
、
現
在
採
掘
中
ノ
第
二
卸
第
三

卸
大
通
左
部
ノ
残
炭
ヲ
採
掘
シ
テ
出
炭
ヲ
維
持
シ
ツ
ツ
、
所
謂
標
杭
第
二
十
五

號
附
近
ヲ
通
過
ス
ル
大
断
層
ヲ
掘
鑿
シ
、
此
処
ニ
主
要
ナ
ル
採
炭
場
ヲ
拡
張
シ
、

而
シ
テ
漸
次
出
炭
ノ
増
加
ヲ
計
レ
バ
、
一
ヶ
年
ニ
裕
ニ
三
十
万
屯
ノ
出
炭
ヲ
維

持
ス
ル
コ
ト
容
易
ナ
リ
。

即
チ
坑
内
整
理
及
掘
進
ノ
為
、
一
ヶ
年
ノ
余
裕
ヲ
見
テ
、
現
行
ノ
坑
木
ノ
代
リ

ニ
主
要
坑
道
ヲ
金
枠
ニ
代
ヘ
、
坑
内
外
ノ
運
搬
設
備
を
ヲ
改
善
シ
、
炭
車
ヲ
増

作
シ
、
外
ニ
創
業
費
ト
シ
テ
金
四
万
円
ヲ
予
定
ス
ル
モ
、
合
計
二
十
万
円
ヲ
投

資
ス
レ
バ
裕
ニ
所
期
ノ
目
的
ヲ
達
シ
得
可
シ
、
而
シ
テ
内
当
初
ノ
三
ヶ
月
間
ヲ

坑
内
外
諸
整
理
ノ
為
メ
準
備
期
間
ト
シ
テ
予
定
ス
レ
バ
、
此
間
ハ
出
炭
モ
減
ズ

可
ク
生
産
費
一
屯
当
リ
金
十
一
円
余
ヲ
要
ス
ト
雖
モ
、
是
ヲ
経
過
ス
レ
バ
約
七

円
五
十
銭
ニ
低
下
シ
得
可
ク
、
一
年
ノ
余
裕
期
間
後
ニ
於
テ
ハ
金
六
円
五
十
銭

ヲ
現
出
ス
ル
コ
ト
不
可
能
ニ
非
ラ
ズ
。

而
シ
テ
売
炭
方
面
ハ
既
述
ノ
通
リ
、
阪
神
並
ニ
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
方
ハ
宇
部
炭

ノ
最
モ
主
要
ナ
ル
需
要
地
ニ
シ
テ
、
又
仝
地
方
ノ
購
買
力
ハ
漸
次
増
加
シ
得
可

キ
事
明
ナ
レ
バ
、
先
ズ
大
阪
ニ
販
売
ノ
中
心
ヲ
置
キ
統
括
ス
レ
バ
、
充
分
全
出

炭
ヲ
売
捌
キ
得
可
ク
、
単
価
モ
従
来
ノ
平
均
金
八
円
七
〇
以
上
ニ
達
ス
可
キ
モ
、

見
込
計
算
ト
シ
テ
ハ
値
上
リ
ハ
計
上
セ
ザ
ル
ヲ
可
ト
ス
、
斯
ク
仝
炭
鉱
ノ
将
来

ハ
前
途
有
望
ト
言
フ
可
シ
。

然
ル
ニ
仝
炭
鉱
ノ
価
値
ニ
就
テ
見
ル
ニ

　

調
査
ノ
結
果
ニ
ヨ
レ
バ

　
　
　

鉱
業
権　
　
　
　
　
　
　

八
五
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
　

土
地
、
建
物　
　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
　

機
械
器
具
工
作
物　
　

一
〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
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計　
　

壹
百
九
十
五
万
円
也

ナ
レ
バ
約
金
二
百
万
円
ト
見
ル
ヲ
至
当
ト
ス

 

「
目
論
見
書
」
に
よ
る
と
、
大
倉
鉱
業
の
沖
見
初
炭
鉱
に
対
す
る
評
価
は
、
生
産
・

販
売
な
ど
の
営
業
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
よ
り
は
、
金
利
負
担
に
よ
っ
て

経
営
が
行
き
詰
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

生
産
面
の
条
件
と
な
る
鉱
区
を
み
る
と
、
沖
見
初
鉱
区
の
採
掘
可
能
面
積
は
、
炭

層
の
深
度
等
の
関
係
か
ら
、
お
よ
そ
二
〇
〇
万
坪
（
取
得
鉱
区
の
半
分
）
と
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
現
在
採
掘
中
の
第
二
区
第
二
卸
と
第
三
卸
の
残
炭
を
採
掘
す
る
こ

と
で
出
炭
を
維
持
し
つ
つ
、
買
収
の
可
否
を
判
断
す
る
た
め
に
鉱
区
の
調
査
に
赴
い

た
際
に
沖
見
初
側
か
ら
説
明
を
受
け
た
、「
第
二
十
五
號
附
近
ヲ
通
過
ス
ル
大
断
層
」

を
掘
り
進
め
、
主
要
な
採
炭
場
を
拡
張
す
れ
ば
、
一
カ
年
三
〇
万
ト
ン
の
出
炭
を
維

持
す
る
こ
と
は
「
容
易
」
と
評
価
し
て
い
る
。
販
売
の
方
で
は
、
阪
神
・
瀬
戸
内
海

沿
岸
地
域
の
「
購
買
力
ハ
漸
次
増
加
シ
得
可
キ
」
と
し
て
、
と
く
に
都
市
化
が
進
む

大
阪
へ
の
売
炭
に
注
力
す
れ
ば
、
三
〇
万
ト
ン
の
出
炭
を
売
り
さ
ば
く
こ
と
は
可
能

と
見
込
ん
だ
。

目
論
見
書
の
段
階
に
お
け
る
鉱
業
財
団
の
評
価
額
は
約
一
九
五
万
円
と
定
め
て
い

る
。
一
九
二
七
年
三
月
時
点
で
、
沖
見
初
炭
鉱
の
資
産
総
額
は
約
七
九
八
万
円
で
あ

る
。
目
論
見
書
で
は
、「
炭
層
、
炭
質
、
採
掘
並
ニ
販
売
共
ニ
良
好
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
拘

ラ
ズ
、
目
下
仝
社
ハ
多
額
ノ
金
利
支
払
ノ
タ
メ
困
窮
シ
居
ル
モ
ノ
」
と
評
し
て
い
る

が
、
資
産
評
価
額
を
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
し
、
可
能
な
限
り
資
本
コ
ス
ト
を
身
軽
に
し

た
上
で
の
買
収
を
目
標
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
予
算
計
画
を
確
認
し
て
お
く
。
予
算
計
画
は
、
準
備
期
間
三
か
月
中
、
三

か
月
後
、
一
カ
年
後
の
三
期
に
分
け
て
計
画
さ
れ
た
。

（
40
）

ま
ず
、
準
備
期
間
三
か
月
中
の
予
算
を
み
よ
う
。
一
ヶ
月
あ
た
り
の
経
費
総
額
を

定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
鈴
木
商
店
経
営
期
で
あ
る
、
一
九
二
七
年
一
月
～
六
月
ま

で
の
平
均
経
費
一
三
万
二
二
〇
〇
円
を
標
準
と
し
た
。
そ
の
数
値
か
ら
、
さ
ら
に
千

円
以
下
を
切
り
下
げ
て
一
三
万
円
と
し
、
こ
れ
に
大
阪
出
張
所
の
経
費
を
二
〇
〇
〇

円
と
し
て
、
合
計
一
三
万
二
〇
〇
〇
円
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
出
炭
量
は
余

裕
を
み
て
一
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
と
仮
定
し
、
一
ト
ン
あ
た
り
の
経
費
を
一
一
円
と
算

出
し
て
い
る
。
一
方
で
、
販
売
は
繰
受
貯
炭
と
繰
越
貯
炭
を
相
殺
し
、
出
炭
高
に
相

当
す
る
数
量
を
平
均
単
価
八
円
七
〇
銭
で
売
り
さ
ば
く
と
い
う
計
画
を
た
て
て
い
る
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
る
と
、
一
か
月
の
経
費
一
三
万
二
〇
〇
〇
円
（
出
炭
一
万
二
〇
〇
〇

ト
ン
×
生
産
費
一
一
円
）、
一
か
月
の
売
炭
収
入
一
〇
万
四
四
〇
〇
円
（
販
売
一
万
二

〇
〇
〇
ト
ン
×
価
格
八
・
七
円
）
と
な
り
、
一
か
月
あ
た
り
の
差
引
損
失
は
二
万
七

六
〇
〇
円
で
あ
り
、
三
ヶ
月
で
合
計
八
万
二
八
〇
〇
円
と
な
る
が
、
目
論
見
書
で
は

「
充
分
ノ
余
裕
ヲ
見
ル
モ
金
十
万
円
ノ
損
失
ニ
テ
足
ル
可
シ
」
と
判
断
し
て
い
る
。

三
ヶ
月
の
準
備
期
間
後
は
、
坑
内
整
理
が
一
段
落
し
、「
漸
次
出
炭
モ
一
五
、
〇
〇

〇
屯
乃
至
一
七
、
〇
〇
〇
屯
ニ
達
セ
シ
ム
コ
ト
容
易
」
で
あ
り
、「
六
ヶ
月
ヲ
経
レ
バ

二
〇
、
〇
〇
〇
屯
一
ヶ
年
後
ニ
於
テ
ハ
二
五
、
〇
〇
〇
ニ
逐
次
増
加
セ
シ
メ
是
ニ
ヨ

リ
年
産
額
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
屯
ヲ
維
持
セ
ン
ト
ス
」
と
し
て
い
る
。
予
算
計
画
に
よ

れ
ば
、
出
炭
量
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
一
ト
ン
あ
た
り
の
経
費
は
準
備
期
間
の
一

一
円
が
、
四
カ
月
目
に
は
七
・
五
円
と
な
り
、
六
ヶ
月
後
に
は
七
・
〇
円
に
低
下
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

一
ヶ
年
後
の
計
画
に
目
を
移
す
と
、
売
炭
価
平
均
が
買
収
時
点
よ
り
も
三
〇
銭
増

加
し
、
九
円
に
達
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
生
産
サ
イ
ド
を
見
る
と
、
一
ヶ
月

あ
た
り
の
出
炭
量
は
二
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
ま
で
伸
ば
し
、
一
ト
ン
あ
た
り
の
生
産
費

は
六
・
五
円
ま
で
低
下
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
逆
算
す
る
と
、
一
ヶ
年
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の
出
炭
量
は
三
〇
万
ト
ン
（
二
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
×
一
二
）、
炭
代
二
七
〇
万
円
（
二

二
万
五
〇
〇
〇
円
×
一
二
）、
経
費
一
九
五
万
円
（
一
六
万
二
五
〇
〇
円
×
一
二
）
と

な
り
、
差
引
利
益
は
七
五
万
円
（
六
万
二
五
〇
〇
円
×
一
二
）
と
な
る
。
目
論
見
書

で
は
、「
即
チ
売
炭
利
益
金
七
五
〇
、
〇
〇
〇
円
ニ
達
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
、
仝
鉱
買

収
ノ
タ
メ
ノ
所
要
資
金
百
五
十
万
ニ
対
ス
ル
利
息
（
年
八
分
）
金
十
二
万
円
、
及
年

賦
金
十
二
万
五
千
円
、
合
計
二
十
四
万
五
千
円
ヲ
差
引
ケ
バ
、
純
利
益
ハ
金
五
十
万

五
千
円
ノ
予
定
ナ
リ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

結
果
論
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
準
備
期
間
三
ヶ
月
中
の
計
画
は
別
と
し

て
も
、
デ
フ
レ
が
慢
性
化
し
て
い
る
な
か
で
一
年
後
に
は
炭
価
の
上
昇
を
想
定
し
て

い
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
の
出
炭
実
績
が
一
五
万
ト
ン
前
後
で
し
か
な
い
鉱
区
の
出

炭
量
を
、
一
年
後
に
は
三
〇
万
ト
ン
に
倍
増
さ
せ
る
こ
と
で
、
四
割
以
上
の
経
費
削

減
を
行
う
計
画
を
た
て
る
な
ど
、
買
収
を
正
当
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
予
算
計

画
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

三　

大
倉
鉱
業
に
よ
る
事
業
経
過

三－

一　

想
定
外
の
採
掘
条
件

本
節
で
は
、
大
倉
鉱
業
に
よ
る
沖
見
初
炭
鉱
の
経
営
を
経
年
で
追
う
こ
と
に
し
た

い
。
ま
ず
、
表
６
に
よ
っ
て
、
大
倉
鉱
業
経
営
期
に
お
け
る
沖
見
初
炭
鉱
の
生
産
実
績

を
検
討
し
、
全
体
の
流
れ
を
確
認
し
た
い
。
表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
期

間
・
項
目
（
出
炭
量
、
総
経
費
、
ト
ン
当
総
経
費
、
坑
内
費
、
ト
ン
当
坑
内
費
）
に

お
い
て
、
決
算
は
予
算
よ
り
も
悪
い
数
値
で
着
地
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
思
う
よ

う
に
出
炭
は
伸
び
ず
、
高
コ
ス
ト
体
質
か
ら
脱
却
で
き
な
い
ま
ま
経
営
を
続
け
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
会
計
年
度
を
経
る
に
つ
れ
て
漸
進
的
に
出
炭
量
を
伸
ば
し
、
一
定

（
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の
コ
ス
ト
圧
縮
も
行
っ

て
い
る
た
め
、
漫
然
と

採
掘
作
業
に
従
事
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
が
う
か
が
え
る
が
、

目
論
見
書
で
掲
げ
た
年

産
三
〇
万
ト
ン
、
一
ト

ン
あ
た
り
経
費
六
・
五

円
は
は
る
か
に
遠
い
数

値
と
い
わ
ね
ば
な
ら

ず
、
充
分
な
成
果
を
あ

げ
て
い
る
と
は
い
い
が

た
い
。

こ
れ
ら
は
、
採
掘
条

件
だ
け
に
焦
点
を
あ
て

れ
ば
、
断
層
先
の
炭
層

に
中
硬
が
混
じ
る
な

ど
、
採
掘
条
件
が
予
想

よ
り
も
劣
悪
で
あ
っ
た

こ
と
に
起
因
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
表
６

に
よ
れ
ば
、
坑
内
費
の

ほ
か
に
も
多
く
の
必
要

を
割
い
て
い
る
よ
う
で

表６　大倉鉱業経営期における沖見初炭鉱の予算・決算  （単位：トン、円）

項目＼年度
1928年上半期 28年下半期 29年上半期 29年下半期

予　算 決　算 予　算 決　算 予　算 決　算 予　算 決　算
出 炭 量 100,000   67,946 109,987   73,930   90,122   82,796 106,500   87,775 

総 経 費 890,024 834,239 1,016,473 884,902 862,019 861,268 861,847 883,722 

ト ン 当 総 経 費 8.90 12.28 9.24 11.97 9.56 10.40 8.09 10.07 

坑 内 費 375,530 209,438 448,916 376,709 376,166 373,068 357,724 366,977 

ト ン 当 坑 内 費 3.76   4.55 4.08   5.10 4.17   4.50 3.38   4.18 

中硬無
炭　層

出 炭 量 　  33,165 　  36,364 　  52,797 　  50,395 

坑 内 費 　 126,753 　 161,171 　 192,802 　 168,524 

トン当坑内費 　  3.77 　  4.43 　  3.64 　  3.34 

中硬有
炭　層

出 炭 量 　  34,282 　  37,566 　  30,000 　  37,380 

坑 内 費 　 182,685 　 215,537 　 180,266 　 198,453 

トン当坑内費 　  5.33 　  5.74 　  6.01 　  5.31 

出所：「沖見初炭砿事業経過報告書」（沖見初炭砿所長 漆野佐一郎 昭和５年４月、大倉鉱業46-3-1）。
注）単位は、出炭量がトン、それ以外の項目は円である。
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あ
る
が
、
現
時
点
で
の
資
料
で
は
内
訳
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
台
湾
銀
行
へ
の
年

賦
金
支
払
な
ど
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
詳
細
は
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。
以
下
で
は
、
具
体
的
な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
る
、「
採
掘
現
場
」
の
状
況

を
、
沖
見
初
炭
鉱
所
長
・
漆
野
佐
一
郎
の
報
告
で
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
下
半
期
で
あ
る
が
、
坑
道
の
修
繕
運
搬
の
改
善

に
力
を
注
ぎ
、
残
炭
を
採
掘
す
る
一
方
、
断
層
を
開
鑿
し
、
断
層
先
に
採
炭
場
を
拡

張
す
る
た
め
の
掘
進
を
急
い
だ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
炭
層
の
癖
を
充
分
に
つ
か
み

き
れ
ず
、
出
炭
は
六
万
七
九
四
六
ト
ン
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
断
層
を
開
鑿
し

て
断
層
先
に
着
炭
を
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
点
で
は
事
業
の
進
捗
が
み
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
断
層
先
の
炭
層
に
お
い
て
中
硬
の
厚
さ
が
約
四
尺
も
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
大
倉
は
「
非
常
ニ
失
望
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表
６
の
数
値
か
ら
算
出
す
る

と
、
中
硬
が
な
い
炭
層
の
ト
ン
当
坑
内
費
は
三
・
七
六
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
硬

が
混
じ
っ
た
炭
層
の
ト
ン
当
坑
内
費
は
五
・
五
八
円
に
達
し
て
お
り
、
採
掘
経
費
は

お
よ
そ
五
割
も
高
か
っ
た
。
表
６
で
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
徐
々
に
中
硬
の
あ
る
炭

層
か
ら
の
出
炭
高
は
減
少
し
、
採
掘
条
件
の
良
い
炭
層
か
ら
の
出
炭
が
増
加
し
て
い

る
が
、
二
九
年
下
期
に
な
っ
て
も
な
お
、
中
硬
の
あ
る
炭
層
か
ら
の
出
炭
は
沖
見
初

炭
鉱
の
出
炭
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
て
い
る
。

東
見
初
炭
鉱
お
よ
び
沖
見
初
鉱
区
の
第
二
卸
と
第
三
卸
、
さ
ら
に
第
十
九
號
試
錐

よ
り
判
断
し
て
、
旧
沖
見
初
炭
鉱
の
担
当
者
は
「
断
層
先
ハ
中
硬
消
滅
ス
ベ
シ
」
と

の
説
明
を
し
、
大
倉
鉱
業
側
も
こ
れ
に
同
意
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
大
倉
は
、
断
層

先
の
炭
層
に
「
希
望
ヲ
持
チ
」
着
炭
し
、
採
炭
場
を
拡
張
し
て
出
炭
増
加
を
計
画
し

て
い
た
が
、
こ
こ
に
「
大
齟
齬
」
を
来
た
す
こ
と
に
な
り
、
採
炭
方
針
を
変
更
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
。
大
倉
鉱
業
は
当
初
、
残
炭
堀
に
対
し
て
は
、「
困
難
ナ
ル
場
所

ヲ
棄
テ
、
採
炭
容
易
ナ
ル
部
分
ノ
ミ
ヲ
採
掘
」
し
、
出
炭
の
増
加
と
生
産
費
の
低
下

（
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を
企
画
し
て
い
た
。
し
か
し
、
状
況
が
変
わ
り
、「
多
少
ノ
困
難
ナ
ル
部
分
ヲ
モ
採
掘

シ
、
以
テ
残
炭
堀
ノ
寿
命
ヲ
長
カ
ラ
シ
メ
、
以
テ
此
ノ
間
専
ラ
大
通
ノ
掘
進
ヲ
急
ギ
、

第
十
九
號
試
錐
附
近
ニ
到
達
ス
可
ク
邁
進
」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

翌
一
九
二
九
（
昭
和
三
）
年
上
半
期
は
、
こ
れ
ら
の
方
針
に
よ
り
坑
道
を
延
長
し

た
。「
当
時
ノ
推
測
ニ
テ
ハ
、
第
十
九
號
試
錐
ニ
依
レ
バ
中
硬
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
同
試
錐

ニ
達
セ
ザ
ル
以
前
ニ
中
硬
ハ
自
然
消
滅
ス
可
ク
、
従
ツ
テ
消
滅
前
ニ
於
テ
モ
既
ニ
次

第
ニ
薄
ク
ナ
ル
」
と
期
待
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
事
実
は
こ
れ
に
反
し
、

坑
道
の
進
行
と
と
も
に
厚
さ
は
変
化
し
、「
時
ト
シ
テ
ハ
薄
ク
大
イ
ニ
楽
観
シ
、
時
ト

シ
テ
ハ
厚
ク
大
ニ
悲
観
」
し
、「
遂
ニ
第
十
九
號
試
錐
ヲ
疑
フ
ニ
至
リ
タ
ル
」
も
、「
尚

ホ
炭
層
ニ
対
シ
テ
希
望
ヲ
有
シ
、
一
種
ノ
不
安
ノ
裡
ニ
」
二
九
年
上
期
を
終
え
た
と

さ
れ
る
。
主
力
炭
層
が
こ
の
よ
う
な
状
態
の
た
め
、
残
炭
掘
に
対
し
て
も
次
第
に
採

炭
方
針
の
変
更
を
せ
ま
ら
れ
、
採
掘
が
困
難
な
個
所
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
放
棄
す
る

事
は
で
き
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
残
炭
掘
の
出
炭
も
減
少
し
は
じ
め
、
坑
内
費

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
も
不
可
能
と
な
っ
た
。

二
九
（
昭
和
三
）
年
下
期
、
悲
願
で
あ
っ
た
試
錐
図
（
旧
沖
見
初
炭
鉱
作
成
）
に

優
良
炭
層
が
記
載
さ
れ
て
い
る
、
十
九
號
試
錐
付
近
に
達
し
た
。
し
か
し
、
中
硬
の

状
態
は
改
善
が
み
ら
れ
ず
、「
茲
ニ
始
メ
テ
該
試
錐
ノ
根
本
的
ニ
間
違
ナ
ル
コ
ト
ヲ
発

見
シ
、
大
イ
ニ
落
胆
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
沖
見
初
鉱
区
全
部
が
こ
の
よ
う
な
状

態
と
す
れ
ば
、「
最
早
全
ク
之
ヲ
放
棄
」
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
大
倉
は
な
お
も
「
東

見
初
及
沖
見
初
二
卸
三
卸
ノ
状
態
ヨ
リ
考
フ
ル
ト
キ
ハ
、
沖
見
初
ノ
鉱
区
モ
先
ノ
方

ハ
必
ズ
優
良
ナ
ル
炭
層
ア
ル
ベ
シ
」
と
信
じ
、「
此
ニ
達
ス
レ
バ
従
来
ノ
欠
損
モ
補
フ

コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
」
と
期
待
し
、「
心
ヲ
引
キ
立
テ
テ
掘
進
ヲ
急
グ
コ
ト
ト
」
し
た
。
一

方
、
残
炭
堀
に
対
し
て
は
、
更
に
方
針
を
変
更
し
全
部
の
石
炭
を
採
掘
す
る
こ
と
と

し
て
、
旧
沖
見
初
炭
鉱
時
代
に
は
採
掘
し
な
か
っ
た
、
陸
地
部
分
の
炭
層
に
つ
い
て
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も
採
炭
の
計
画
を
立
て
た
。

一
九
二
九
（
昭
和
四
年
）
上
期
に
な
る
と
、
大
通
掘
進
に
お
い
て
は
中
硬
の
厚
さ

が
や
や
減
少
し
た
。
そ
の
た
め
、「
掘
進
ヲ
急
ギ
、
此
処
ニ
採
炭
場
ヲ
集
中
ス
レ
バ
出

炭
増
加
ノ
可
能
ニ
シ
テ
、
営
利
的
採
炭
ニ
向
フ
可
能
性
充
分
ナ
リ
ト
信
ジ
」
工
程
を

急
い
だ
。
二
九
年
下
期
は
こ
れ
を
受
け
て
、
中
硬
の
薄
い
部
分
に
採
炭
場
を
作
り
、

出
炭
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
硬
の
あ
る
炭
層
は
中
硬
が
薄
く

な
り
、
出
炭
量
が
増
加
し
て
生
産
費
も
減
じ
た
。
一
方
、
中
硬
が
な
い
炭
層
部
分
の

出
炭
は
減
少
し
た
が
、
陸
地
の
採
掘
部
分
が
増
加
し
、
こ
ち
ら
も
生
産
費
の
低
下
を

み
た
と
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
二
九
年
上
半
期
よ
り
採
炭
条
件
が
良
化
の
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
あ
く
ま
で
こ
れ
ま
で
よ
り

も
中
硬
の
厚
さ
が
薄
く
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
中
硬
が
消
失
し
た
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
陸
地
の
炭
層
は
限
ら
れ
た
量
に
過
ぎ
ず
、
継
続
的
な
営

利
事
業
と
し
て
自
立
す
る
た
め
に
は
、
海
底
炭
層
に
鈴
木
商
店
経
営
期
か
ら
採
掘
し

て
い
る
既
開
発
部
分
で
は
な
い
、
新
規
の
優
良
炭
層
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
報
告
書
は
、「
現
存
ノ
状
態
ニ
テ
持
続
シ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
モ
、
中
硬
ノ
存

ス
ル
以
上
、
坑
内
費
ハ
不
尠
好
転
ヲ
見
タ
ル
前
期
ニ
於
テ
ス
ラ
、
最
低
壹
屯
当
リ
金

五
円
三
拾
余
銭
ヲ
要
ス
ル
状
態
ナ
レ
バ
、
経
済
的
採
炭
ハ
至
難
ト
謂
フ
可
シ
」
と
結

ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
倉
鉱
業
に
よ
る
沖
見
初
鉱
区
の
開
発
は
、
採
掘
条
件
が
劣
悪
で

あ
る
こ
と
が
早
期
か
ら
判
明
し
、
優
良
炭
層
の
探
索
を
続
け
た
も
の
の
、
採
掘
条
件

が
根
本
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
な
く
、
沖
見
初
鉱
区
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三－

二　

試
錐
柱
状
図
改
ざ
ん
疑
惑
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
に
、
沖
見
初
炭
鉱
を
買
収
す
る
際
に
得
ら
れ
た
情
報
と
は
、
炭
層
の

状
況
が
異
な
る
事
態
と
な
り
、
旧
沖
見
初
炭
鉱
か
ら
提
示
さ
れ
た
試
錐
柱
状
図
改
ざ

ん
疑
惑
が
持
ち
上
が
っ
た
。
大
倉
鉱
業
は
、
試
錐
柱
状
図
作
成
に
関
す
る
経
緯
を
資

料
と
し
て
残
し
て
い
る
。
本
項
で
は
、
試
錐
柱
状
図
と
炭
層
の
状
況
に
関
す
る
旧
沖

見
初
炭
鉱
と
大
倉
鉱
業
と
の
や
り
取
り
、
お
よ
び
大
倉
鉱
業
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

み
て
い
き
た
い
。

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
正
月
、
旧
沖
見
初
炭
鉱
の
常
務
取
締
役
で
あ
っ
た
荻
野

休
次
郎
が
酒
席
上
、
大
倉
鉱
業
社
員
で
新
沖
見
初
炭
鉱
の
次
長
を
務
め
る
高
橋
岩
太

郎
氏
に
対
し
、「
座
談
会
的
」
に
、
十
九
號
試
錐
地
点
付
近
に
は
相
当
な
厚
さ
の
中
硬

が
あ
る
こ
と
を
話
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
高
橋
は
、
調
査
当
時
の
説
明
と
、

東
見
初
坑
内
及
沖
見
初
二
卸
三
卸
の
実
情
及
試
錐
図
に
照
し
、「
信
ヲ
置
カ
」
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
念
の
た
め
「
当
時
ノ
係
員
ニ
付
キ
質
問
シ
タ
」
が
、「
遂
ニ
要
領
ヲ
得

ザ
リ
キ
、其
後
間
モ
ナ
ク
係
員
辞
職
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、不
明
ノ
儘
ト
ナ
」
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
九
月
前
に
、
旧
沖
見
初
炭
鉱
に
勤
務
し
試
錐

と
坑
内
の
係
員
だ
っ
た
Ａ
が
、
大
倉
鉱
業
の
坑
内
技
師
で
あ
る
漆
野
佐
一
郎
と
面
談

し
た
。
漆
野
と
Ａ
は
、
以
前
よ
り
懇
親
の
間
柄
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
面
談
で
Ａ

は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
二
月
三
日
頃
、
旧
沖
見
初
炭
鉱
の
Ｂ
と
Ｃ
が
Ａ
の
と

こ
ろ
へ
訪
れ
、「
試
錐
柱
状
図
ヲ
改
竄
シ
タ
ル
」
こ
と
を
述
べ
（
時
日
は
言
明
し
て
い

な
い
）、「
此
事
ハ
絶
対
ニ
誰
ニ
モ
口
外
セ
ヌ
様
ニ
」
と
の
懇
請
を
受
け
た
こ
と
を
申

し
出
た
。

大
倉
側
は
、
実
地
に
お
い
て
坑
道
第
十
九
號
試
錐
地
点
を
通
過
（
一
九
二
九
年
三

月
三
日
）
し
な
が
ら
、
中
硬
が
な
お
三
～
四
尺
を
上
下
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
「
談

話
ト
ヲ
思
ヒ
合
セ
、
柱
状
図
改
竄
ノ
事
実
」
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
。
そ
し
て
、

（
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「
此
試
錐
ニ
シ
テ
如
斯
虚
偽
ノ
モ
ノ
ナ
ル
以
上
、
同
鉱
区
ノ
五
段
炭
ノ
炭
層
状
態
ハ
柱

状
図
ニ
信
ヲ
置
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
思
フ
ニ
至
」
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
漆
野
は
詳
細
を
調
査
す
る
た
め
福
岡
に
Ａ
を
訪
ね
た
。
そ
の
際

Ａ
か
ら
試
錐
当
時
の
記
録
と
し
て
、
試
錐
の
成
績
を
記
し
た
手
帖
の
一
片
を
渡
さ
れ

た
。
な
お
不
明
の
点
が
あ
り
、
五
月
十
八
日
、
沖
見
初
炭
鉱
事
務
所
に
お
い
て
Ａ
と
、

試
錐
を
請
負
っ
た
Ｄ
よ
り
事
情
聴
取
を
お
こ
な
っ
た
。
Ａ
か
ら
は
、
一
九
二
八
年
二

月
に
Ｂ
と
Ｃ
よ
り
、「
現
在
大
倉
鉱
業
ニ
引
継
ギ
ア
ル
試
錐
柱
状
原
図
ハ
其
中
第
十
九

號
試
錐
柱
状
図
ヲ
大
倉
鉱
業
株
式
会
社
ニ
引
継
ギ
ノ
前
ニ
改
竄
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、

此
ノ
事
実
ハ
厳
ニ
秘
シ
テ
何
人
ニ
モ
口
外
セ
ヌ
様
ニ
願
度
シ
ト
ノ
懇
請
ヲ
受
ケ
タ
」

と
の
証
言
が
あ
ら
た
め
て
な
さ
れ
た
。
Ｄ
は
、「
試
錐
当
時
ノ
試
錐
記
録
ト
沖
見
初
炭

坑
会
社
ヨ
リ
大
倉
ニ
引
継
カ
レ
タ
ル
（
即
チ
調
査
ノ
際
説
明
用
ニ
供
シ
タ
ル
図
面
）

ト
ハ
甚
シ
ク
相
違
シ
居
ル
コ
ト
ヲ
言
明
」
し
た
。

そ
の
後
、
大
倉
側
は
試
錐
柱
状
図
改
ざ
ん
の
告
白
と
口
止
め
を
Ａ
に
お
こ
な
っ
た
、

Ｃ
に
接
触
し
、
聴
取
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
書
キ
換
ヘ
タ
ル
モ
ノ
者
ハ
当
時

ノ
測
量
係
員
Ｅ
ナ
リ
、
夫
レ
ハ
図
面
中
ニ
記
入
ノ
文
字
ニ
ヨ
リ
テ
判
断
ス
ル
モ
明
ナ

リ
」
と
の
回
答
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
大
倉
は
さ
ら
に
Ｅ
を
本
社
に
招
致
し
、

作
成
の
図
面
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
自
分
ガ
沖
見
初
炭
坑
株
式
会
社
在
職

中
、
大
正
十
五
年
四
五
月
頃
此
（
柱
状
図
ヲ
指
シ
）
図
ヲ
書
キ
換
エ
タ
ル
コ
ト
ハ
確

ナ
リ
、
但
シ
其
写
シ
取
ル
前
ノ
図
面
ト
此
図
ト
如
何
ナ
ル
相
違
ア
ル
ヤ
ハ
記
憶
ナ
シ
、

唯
図
面
ガ
自
分
ノ
手
ニ
成
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
及
筆
跡
ハ
自
分
ノ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト

ハ
確
認
ス
、
誰
ノ
命
ニ
ヨ
リ
書
キ
換
ヘ
タ
ル
カ
又
何
ノ
目
的
ノ
為
ナ
リ
シ
カ
記
憶
ナ

シ
、
併
シ
施
業
案
ハ
Ｂ
ト
自
分
ト
ニ
テ
作
成
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
故
、
之
レ
ニ
必
要
ノ

為
ナ
リ
シ
ト
セ
バ
Ｂ
ヨ
リ
命
ゼ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
」
と
述
べ
た
。
疑
惑
の
対
象

と
な
っ
た
Ｂ
は
、
旧
鈴
木
商
店
の
鉱
業
部
門
に
お
け
る
大
物
で
あ
る
た
め
か
、
聴
取

の
記
録
が
資
料
に
は
残
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
倉
側
の
綿
密
な
調
査

に
よ
り
、
旧
沖
見
初
炭
鉱
に
よ
る
試
錐
柱
状
図
改
ざ
ん
に
関
す
る
具
体
的
な
証
言
が

つ
ぎ
つ
ぎ
集
ま
る
こ
と
に
な
り
、
疑
惑
は
大
き
く
深
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

三－

三　

大
倉
鉱
業
対
台
湾
銀
行
の
裁
判

一
九
三
〇
年
十
月
、
大
倉
鉱
業
は
沖
見
初
炭
鉱
の
売
主
で
あ
る
台
湾
銀
行
に
対
し
、

年
賦
金
支
払
い
の
停
止
と
買
収
経
費
の
返
還
を
求
め
て
東
京
地
裁
に
訴
状
（
一
九
三

〇
年
十
月
二
十
四
日
付
）
を
送
付
し
た
。
改
ざ
ん
疑
惑
が
深
ま
っ
た
結
果
、
大
倉
対

台
銀
の
係
争
案
件
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
倉
鉱
業
が
沖
見
初
炭
鉱
の
売
買
契
約
を

解
除
す
る
た
め
に
は
、
①
瑕
疵
担
保
責
任
、
②
詐
欺
、
③
錯
誤
の
う
ち
の
い
ず
れ
か

を
主
張
し
、
勝
訴
を
勝
ち
取
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
試
錐
柱
状

図
改
ざ
ん
を
行
っ
た
主
体
は
あ
く
ま
で
鈴
木
商
店
が
経
営
す
る
旧
沖
見
初
炭
鉱
で
あ

り
、
台
湾
銀
行
は
担
保
物
件
を
売
却
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
法
的
責
任

の
所
在
を
不
明
瞭
な
も
の
に
し
、
大
倉
鉱
業
を
不
利
な
立
場
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
裁
判
に
対
し
て
、
一
九
三
〇
年
七
月
に
、
商
法
学
者
で
あ
る
松
本
丞
治
が
つ
ぎ

の
よ
う
な
鑑
定
意
見
を
作
成
し
て
い
る
（
作
成
年
月
日
は
訴
状
が
東
京
地
裁
に
送
付

さ
れ
る
前
で
あ
り
、
依
頼
主
は
大
倉
鉱
業
と
推
定
さ
れ
る
）。

同
條
〔
商
法
第
二
八
八
条
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
特
別
規
定
…
…
引
用
者
〕
ハ
商

人
間
ノ
売
買
ニ
於
テ
売
買
ノ
目
的
物
ニ
直
チ
ニ
発
見
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
瑕
疵

ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
買
主
カ
其
目
的
物
ヲ
受
取
リ
タ
ル
時
ヨ
リ
六
ヶ
月
内
ニ
之

ヲ
発
見
シ
、
直
チ
ニ
売
主
ニ
対
シ
テ
其
通
知
ヲ
発
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
、
売
主
ニ

悪
意
ア
リ
タ
ル
場
合
ノ
外
ハ
契
約
解
除
等
ノ
請
求
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
旨
ヲ

規
定
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
、
本
件
ノ
如
ク
大
倉
台
銀
ノ
売
買
両
当
事
者
カ
共

（
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ニ
商
人
ニ
シ
テ
、
其
売
買
カ
当
事
者
双
方
ノ
為
メ
ニ
商
行
為
（
商
法
第
二
百
六

十
五
條
ノ
附
属
的
商
行
為
ト
観
ル
ヘ
シ
）
ナ
ル
場
合
ニ
於
テ
此
規
定
ノ
適
用
ナ

シ
ト
解
ス
ル
ハ
頗
ル
困
難
ナ
リ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
…

本
件
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
沖
見
初
ノ
当
局
者
ニ
詐
欺
行
為
ア
リ
、
大
倉
カ
之
ニ
因

リ
テ
売
買
ヲ
為
シ
タ
コ
ト
、
及
台
銀
ノ
当
局
者
カ
其
事
実
ヲ
知
ラ
サ
リ
シ
コ
ト

殆
ド
明
白
ナ
ル
カ
故
ニ
、
本
件
ノ
場
合
ニ
於
テ
、
若
シ
詐
欺
ヲ
行
ヒ
タ
ル
沖
見

初
ノ
当
局
者
ヲ
以
テ
、
本
件
売
買
ニ
関
シ
台
銀
ノ
代
理
人
又
ハ
事
実
上
ノ
補
助

者
ト
認
ム
ヘ
キ
根
拠
ヲ
問
ハ
ズ
大
倉
ニ
取
消
権
ア
リ
ト
雖
モ
（
大
審
院
民
事
判

決
録
一
二
）、
然
ラ
サ
ル
限
リ
ハ
大
倉
ハ
詐
欺
ニ
因
リ
テ
売
買
ノ
取
消
ヲ
為
ス
コ

ト
ヲ
得
ヘ
カ
ラ
ス
…

本
件
事
案
ニ
就
テ
、
大
倉
カ
錯
誤
ニ
関
ス
ル
規
定
ニ
依
リ
テ
本
件
売
買
ノ
無
効

ヲ
主
張
シ
得
ヘ
キ
希
望
ハ
最
モ
大
ニ
シ
テ
、
詐
欺
ニ
関
ス
ル
規
定
ニ
依
リ
テ
売

買
ノ
取
消
ヲ
主
張
シ
得
ヘ
キ
希
望
ハ
之
ニ
次
ケ
リ
、
然
レ
ド
モ
、
瑕
疵
担
保
ニ

関
ス
ル
規
定
ニ
依
リ
テ
売
買
ノ
解
除
ヲ
主
張
ス
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
、
其
目
的
ノ
到

達
ハ
恐
ラ
ク
ハ
期
待
シ
得
サ
ル
ヘ
シ
…

 

す
な
わ
ち
、
旧
沖
見
初
炭
鉱
に
詐
欺
行
為
が
あ
り
、
改
ざ
ん
さ
れ
た
説
明
資
料
を

根
拠
と
し
て
大
倉
側
が
鉱
区
を
買
収
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
は
あ
る
が
、
商
人
同
士

の
売
買
行
為
に
あ
た
る
た
め
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
適
用
は
、
売
買
契
約
解
除
請
求
の

期
限
を
定
め
た
特
別
規
定
に
よ
り
不
可
能
で
あ
り
、
詐
欺
行
為
に
つ
い
て
も
、「
台
銀

ノ
当
局
者
カ
其
事
実
ヲ
知
ラ
サ
リ
シ
コ
ト
」（
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
立
証
が
き

わ
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）
か
ら
不
可
能
で
あ

る
た
め
、「
本
件
売
買
ノ
無
効
ヲ
主
張
シ
得
ヘ
キ
希
望
ハ
最
モ
大
ニ
シ
」
て
「
錯
誤
」

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
47
）

一
方
、
大
倉
鉱
業
の
訴
状
に
対
し
て
、
台
銀
は
拒
否
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し
、「
原
告

ノ
請
求
ヲ
棄
却
ス
」
る
よ
う
答
弁
書
を
作
成
し
た
。
台
湾
銀
行
は
答
弁
書
に
お
い
て
、

取
引
が
正
当
に
行
わ
れ
た
こ
と
の
根
拠
を
い
く
つ
か
示
し
た
。
代
表
的
と
思
わ
れ
、

か
つ
炭
鉱
と
い
う
特
殊
な
事
業
の
売
買
の
実
相
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
を
六
点
ほ

ど
記
し
て
お
こ
う
。
①
元
山
炭
は
「
其
炭
価
亦
筑
豊
炭
ヨ
リ
上
位
ニ
ア
リ
」、
沖
見
初

炭
鉱
の
西
南
に
延
長
し
て
い
る
部
分
は
、「
炭
量
豊
富
ニ
シ
テ
各
異
常
ノ
業
績
ヲ
挙

ケ
」
て
い
る
沖
ノ
山
炭
鉱
・
東
見
初
炭
鉱
と
隣
接
し
て
い
る
関
係
上
、「
将
来
最
モ
有

望
ナ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
斯
界
ニ
注
目
」
さ
れ
て
い
た
。
③
入
札
条
件
が
相
対
的
に
悪
い

大
倉
に
売
却
す
る
こ
と
で
、
台
湾
銀
行
は
大
倉
「
ノ
利
益
ノ
為
メ
自
己
の
損
失
を
省

サ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
如
キ
非
難
攻
撃
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
」
も
あ
っ
た
が
、「
一
切
ノ
妨
害

ヲ
排
シ
原
告
ト
ノ
契
約
締
結
ヲ
敢
行
」
し
た
。
④
台
湾
銀
行
は
抵
当
権
者
で
あ
る
関

係
上
、
会
計
管
理
を
行
う
た
め
社
員
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
当
該
社
員
は
鉱
業
の
知

識
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
大
倉
側
に
対
す
る
鉱
区
図
、
炭
層
等
に
つ
い
て
、「
如
何
ナ
ル

説
明
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ヤ
全
然
関
知
セ
サ
ル
」
状
況
で
あ
る
。
⑤
大
倉
鉱
業
は
「
試
錐
ノ

結
果
ヲ
唯
一
ノ
根
拠
ト
シ
テ
」
買
収
の
決
意
を
し
た
と
い
う
が
、
そ
も
そ
も
海
上
よ

り
の
試
錐
は
、「
通
常
完
全
ナ
ル
効
果
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
。
第
十
九
號
試
錐
が

な
さ
れ
た
の
は
一
九
二
三
年
末
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
旧
沖
見
初
炭
鉱
は
、「
莫
大
ノ

費
用
ヲ
投
ジ
テ
」
断
層
先
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
⑥
炭
鉱
の
売
買
は
、「
品
質
数
量

等
ノ
判
然
ス
ル
商
品
ノ
売
買
ト
異
ナ
リ
、
比
較
的
射
幸
的
性
質
ヲ
有
シ
、
当
事
者
ノ

見
込
ミ
ニ
ヨ
リ
テ
為
サ
ル
ル
ヲ
常
ト
シ
」、
鉱
区
に
専
門
的
な
知
識
の
な
い
銀
行
業
者

で
あ
る
台
湾
銀
行
は
、
炭
質
数
量
等
に
つ
い
て
は
専
門
家
で
あ
る
大
倉
鉱
業
の
判
断

に
一
任
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

以
上
の
ご
と
く
、
沖
見
初
鉱
区
の
売
買
は
係
争
案
件
と
な
っ
た
が
、
新
聞
報
道
で

は
「
大
体
の
空
気
と
し
て
は
、
大
倉
組
と
し
て
は
此
際
速
か
に
譲
渡
を
希
望
し
て
ゐ

（
48
）
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る
ら
し
き
様
子
な
る
も
、
台
銀
側
は
係
争
関
係
か
ら
し
て
強
て
解
決
を
急
ぐ
模
様
は

見
え
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
の
ち
に
沖
見
初
炭
鉱
の
売
却
が
東
見
初
炭

鉱
へ
決
ま
っ
た
際
、
沖
ノ
山
炭
鉱
の
取
締
役
は
「
大
倉
側
で
は
売
急
い
で
ゐ
た
模
様

で
す
か
ら
話
が
早
く
纏
ま
つ
て
好
都
合
だ
つ
た
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
る
な
ど
、
台

銀
は
強
気
、
大
倉
鉱
業
は
一
刻
も
早
く
沖
見
初
炭
鉱
を
事
業
本
体
か
ら
切
り
離
し
た

い
と
い
う
構
図
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
一
九
三
〇
年
十
月
十
五
日
付
の
『
宇
部
時
報
』
で
、
沖
見
初
炭

鉱
が
休
業
を
発
表
し
た
こ
と
、
石
炭
の
得
意
先
は
沖
ノ
山
炭
鉱
へ
引
き
継
が
れ
た
こ
と

が
報
道
さ
れ
た
。
こ
こ
に
沖
見
初
鉱
区
の
処
理
は
急
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

東
見
初
炭
鉱
へ
の
経
営
権
移
譲
に
つ
い
て

四－

一　

東
見
初
に
よ
る
買
収
交
渉
の
経
過

前
述
の
よ
う
に
、
大
倉
鉱
業
に
よ
る
沖
見
初
炭
鉱
の
経
営
は
行
き
詰
ま
り
つ
つ
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
経
営
に
先
の
見
通
し
が
な
く
な
っ
て
い
た
一
九
二
九
年
十

一
月
二
十
五
日
に
、
宇
部
人
で
あ
り
、
大
倉
鉱
業
と
も
関
わ
り
の
あ
る
藤
井
友
吉
、

藤
川
喜
太
郎
か
ら
、
東
見
初
炭
鉱
頭
取
の
藤
本
閑
作
、
大
倉
鉱
業
常
務
取
締
役
の
島

谷
亮
太
郎
宛
に
「
合
併
建
議
書
」
が
提
出
さ
れ
た
。
建
議
書
の
内
容
は
、
沖
見
初
炭

鉱
と
東
見
初
炭
鉱
を
合
併
し
、
東
見
初
炭
鉱
の
負
担
に
よ
っ
て
沖
見
初
鉱
区
の
開
発

を
継
続
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
合
併
建
議
書
は
長
文
に
わ
た
る
た
め
、
以
下
で

は
現
代
語
で
要
約
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

 •  

沖
ノ
山
炭
鉱
は
高
良
鉱
区
を
買
収
す
る
こ
と
で
著
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る
の
で
、

東
見
初
も
「
小
異
ヲ
捨
テ
ヽ
大
同
ニ
就
キ
」
隣
接
鉱
区
を
買
収
す
る
べ
き
で
あ
る
。

 •  

東
見
初
炭
鉱
の
価
格
を
四
二
〇
万
円
（
五
年
で
終
業
と
見
込
ん
だ
場
合
。
一
年
間

（
49
）

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）

（
54
）

の
平
均
純
益
金
六
四
万
円
×
五
と
土
地
建
物
設
備
の
評
価
金
額
一
〇
〇
万
円
を
足

し
合
わ
せ
た
も
の
）、
沖
見
初
の
価
格
を
二
七
二
万
円
（
優
良
鉱
区
二
〇
〇
万
坪
一

五
〇
万
円
、
土
地
建
物
設
備
五
〇
万
円
、
五
年
間
の
利
益
七
二
万
円
の
総
和
）
と

見
積
り
、
合
計
六
二
九
万
円
を
協
定
価
格
と
す
る
。

 •  

出
炭
予
定
量
は
、
合
併
後
一
九
三
〇
年
一
月
よ
り
三
四
年
十
二
月
ま
で
の
五
年
間

は
六
〇
〇
万
函
、
翌
四
〇
年
一
月
よ
り
終
業
ま
で
の
出
炭
見
込
量
は
一
八
〇
〇
万

函
と
し
、
合
計
二
四
〇
〇
万
函
と
見
積
も
る
。
一
函
に
つ
き
五
〇
銭
の
利
益
を
み

る
場
合
、
一
二
〇
〇
万
円
の
利
益
が
得
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
合
併
に
よ
る
設
備
費
・

人
件
費
・
購
入
販
売
費
の
節
約
な
ど
を
考
慮
す
る
場
合
、
こ
れ
に
三
〇
銭
が
上
乗

せ
さ
れ
、
一
九
二
〇
万
円
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

 •  

一
九
三
〇
年
一
月
よ
り
合
併
を
実
施
し
た
場
合
、
一
年
平
均
一
二
〇
万
函
（
東
見

初
四
〇
万
坪
、
沖
見
初
二
〇
〇
万
坪
か
ら
坪
当
た
り
一
〇
函
）
の
採
炭
を
実
現
し

た
と
仮
定
す
る
と
、
二
〇
年
間
の
採
炭
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
、
毎
年
の
利
益
金

は
一
〇
〇
万
円
と
な
る
。

 •  

こ
の
利
益
金
は
、
両
坑
の
評
価
額
を
案
分
し
、
東
見
初
六
〇
五
、
沖
見
初
三
九
六

で
配
分
す
る
。
そ
の
場
合
、
利
益
金
は
東
見
初
六
四
万
円
、
沖
見
初
は
三
九
万
六

〇
〇
〇
円
と
な
る
。
こ
の
線
で
い
け
ば
、
東
見
初
側
か
ら
す
れ
ば
、
単
独
経
営
に

よ
る
平
均
利
益
金
の
減
少
は
三
万
六
〇
〇
〇
円
、
五
年
間
の
迷
惑
金
は
八
万
円
で

済
む
こ
と
な
り
、
一
五
年
間
の
利
益
金
九
〇
六
万
円
（
終
業
ま
で
の
総
益
金
は
一

二
〇
八
万
円
）
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

 •  
一
方
、
沖
見
初
側
は
、
五
年
間
は
単
独
経
営
以
上
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

毎
年
二
五
万
二
〇
〇
〇
円
の
利
益
が
見
込
め
る
。
積
算
す
る
と
五
年
間
一
二
六
万

円
、
一
五
年
間
で
五
九
四
万
円
と
な
り
、
終
業
ま
で
に
は
七
九
二
万
円
に
達
す
る
。

 •  

以
上
の
計
画
は
、
す
べ
て
を
過
少
に
見
積
も
っ
た
も
の
で
、
大
派
炭
、
一
重
炭
、
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三
尺
炭
、
沖
見
初
の
残
坑
の
採
炭
な
ど
に
着
手
す
れ
ば
相
当
の
見
込
み
が
あ
り
、

好
況
時
に
増
益
と
な
れ
ば
数
値
は
「
莫
大
ナ
モ
ノ
」
と
な
る
。

 •  

合
併
後
の
組
織
の
比
率
は
、
総
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
（
額
面
一
〇
〇
円
、
払
込

金
八
〇
円
）
と
し
、
払
込
済
金
八
〇
〇
万
円
で
組
織
す
る
。
両
坑
の
評
価
額
に
よ

れ
ば
、
東
見
初
六
万
四
〇
〇
株
、
沖
見
初
三
万
九
六
〇
〇
株
と
な
る
が
、
沖
見
初

分
を
二
一
〇
〇
株
減
ら
し
，
こ
れ
を
東
見
初
へ
加
え
、
東
見
初
炭
鉱
六
万
二
五
〇

〇
株
、
沖
見
初
三
万
七
五
〇
〇
株
と
い
う
こ
と
に
す
る
。

藤
井
・
藤
川
に
よ
る
提
案
の
当
否
に
つ
い
て
、
精
確
な
評
価
を
下
す
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
過
去
の
実
績
で
み
た
場
合
、
沖
見
初
炭
鉱
に
お
け
る
年
間
の
利
益
金
の

ピ
ー
ク
は
、
一
九
二
二
年
九
月
期
と
二
三
年
三
月
期
を
あ
わ
せ
た
一
一
万
七
二
円
に

す
ぎ
ず
、
そ
の
後
は
生
産
・
販
売
の
条
件
が
そ
ろ
わ
ず
、
経
営
は
じ
り
貧
に
近
い
状

態
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沖
見
初
の
利
益
金
を
お
よ
そ
四
〇
万
円
に
設
定
し

て
お
り
、
結
果
と
し
て
、
東
見
初
が
被
る
損
失
も
過
小
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
合
併
件
建
議
書
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
一
ヶ
月
後
の
一
九
二
九
年
十
二
月
二
十

四
日
、
島
岡
亮
太
郎
に
む
け
て
、
藤
井
友
吉
・
藤
川
喜
太
郎
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
書

簡
が
送
ら
れ
、
藤
本
閑
作
の
意
見
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

 

沖
見
初
、
東
見
初
合
併
交
渉
之
件

拝
啓
首
題
の
件
ニ
関
し
先
般
貴
社
ニ
て
御
打
合
せ
帰
省
後
、
両
名
帯
同
藤
本
閑

作
氏
及
高
良
宗
七
氏
等
と
会
見
具
体
案
ニ
入
ら
ん
と
し
。
小
生
等
の
愚
見
も
加

へ
種
々
接
衝
中
ニ
て
御
報
告
遅
延
の
段
恐
縮
ニ
存
候
、
目
下
東
見
初
側
藤
本
頭

取
の
意
嚮
左
の
通
ニ
御
座
候

　
　
　
　
　

左
記

目
下
石
炭
界
不
況
の
折
柄
ニ
て
、
販
売
ニ
苦
し
み
貯
炭
山
積
、
其
上
出
炭
ハ
逐

日
増
加
遂
ニ
本
日
ニ
入
り
て
ハ
坑
夫
の
入
山
志
願
止
を
な
し
採
炭
賃
の
切
下
を

な
す
の
有
様
ニ
て
、
前
途
の
業
績
一
層
案
じ
ら
れ
候

一
方
、
先
般
宇
部
海
底
採
掘
研
究
会
の
際
、
当
坑
の
技
術
員
及
採
砿
係
が
沖
見

初
坑
内
を
視
察
せ
し
報
告
ニ
依
れ
ば
、
坑
内
の
出
水
量
意
外
ニ
良
し
く
、
大
通

先
の
ハ
サ
ミ
も
今
尚
皆
無
ニ
至
ら
ず
、
沖
見
初
砿
区
の
優
良
区
域
も
聊
か
予
期

に
合
致
せ
ず
、
仮
に
合
併
成
立
す
る
と
せ
ば
経
営
者
と
し
て
其
前
途
に
対
し
責

任
の
重
且
大
を
案
ぜ
ら
れ
候

本
件
ハ
現
場
重
役
た
る
国
吉
〔
国
吉
信
義
…
…
引
用
者
〕、
新
田
〔
新
田
宇
一

…
…
引
用
者
〕、
竹
中
〔
竹
中
雪
蔵
…
…
引
用
者
〕
の
諸
君
と
も
数
度
ニ
亘
り
会

議
し
た
る
結
果
、
東
見
初
の
坑
道
利
用
ニ
依
る
沖
見
初
砿
区
の
採
掘
其
他
ニ
付

て
ハ
、
研
究
の
方
面
も
数
多
に
分
れ
其
最
善
の
成
案
を
将
る
ニ
ハ
自
然
技
術
家

及
幹
部
事
務
員
の
談
合
を
要
し
、
所
謂
上
下
一
致
の
決
定
ニ
依
る
具
体
案
を
忖

度
さ
す
れ
ば
、
年
末
年
始
一
般
多
忙
の
時
機
ニ
於
て
軽
率
に
立
案
も
出
来
兼
候

ニ
付
、
一
月
下
旬
東
見
初
の
総
会
を
了
し
一
月
末
迄
ニ
何
分
の
意
見
を
取
纏
め

交
渉
相
進
め
度
、
其
れ
迄
暫
時
保
安
方
取
計
ら
れ
度
し
と
の
事
ニ
候

右
の
都
合
ニ
付
、
貴
方
ニ
於
て
御
気
付
の
点
も
有
之
候
も
御
報
被
下
度
何
時
ニ

て
も
貴
意
を
体
し
て
誠
意
尽
力
可
仕
不
取
敢
御
報
告
迄
如
此
御
座
候

 

怱
々

 
書
簡
に
よ
れ
ば
、
藤
井
・
藤
川
は
大
倉
鉱
業
に
お
い
て
沖
見
初
・
東
見
初
の
合
併

に
関
す
る
打
合
せ
を
行
い
、
そ
の
後
宇
部
に
帰
省
し
、
藤
本
閑
作
・
高
良
宗
七
と
沖

見
初
鉱
区
に
関
す
る
会
見
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
書
簡
に
登
場
す
る
藤
本
閑
作
と

高
良
宗
七
は
、
と
も
に
渡
邊
祐
策
と
な
ら
び
、
宇
部
地
域
の
有
力
者
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
簡
単
に
宇
部
炭
田
の
実
相
を
振
り （

55
）
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返
り
、
両
者
の
立
場
を
確
認
し
た
い
。

沖
ノ
山
炭
鉱
は
宇
部
炭
田
西
部
、
東
見
初
炭
鉱
は
宇
部
炭
田
東
部
に
位
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
社
会
的
・
経
済
的
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
沖
ノ
山
炭

鉱
の
頭
取
は
渡
邊
祐
策
、
東
見
初
炭
鉱
の
頭
取
は
藤
本
閑
作
で
あ
る
。
宇
部
地
域
は
、

政
治
、
文
化
、
歴
史
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
鉄
道
、
銀
行
、
紡
績
、
セ
メ

ン
ト
、
鉄
工
業
な
ど
新
産
業
へ
の
投
資
と
い
う
点
で
は
多
く
の
共
同
行
為
・
共
通
の

特
質
が
み
ら
れ
た
。
た
だ
、「
炭
鉱
経
営
」
と
い
う
側
面
に
焦
点
を
あ
て
る
と
、
地
域

内
部
に
は
い
く
つ
か
の
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
、
陸
地
を
採
掘
し
て
い
た
開
発

初
期
の
段
階
で
は
、
沿
岸
部
の
小
串
・
沖
宇
部
を
中
心
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
こ

れ
ら
の
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
中
心
的
な
果
た
し
な
が
ら
炭
鉱
の
資
本
形
成
が
な
さ
れ

る
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
無
限
責
任
を
保
証
で
き
る
だ
け
の
濃
密
な

人
間
関
係
が
存
在
し
た
こ
と
に
加
え
、
お
そ
ら
く
鉱
区
上
部
の
所
有
地
面
と
深
く
関

係
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
小
串
・
島
を
中
心
と
す
る
沖
ノ
山
系
の
炭
鉱
資
本
が
急
拡
大
し
て
い
き
、

宇
部
炭
田
全
体
へ
の
影
響
力
を
増
加
さ
せ
、
周
辺
部
の
資
本
・
人
材
を
外
延
的
に
吸

収
し
て
い
く
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
た
だ
、
昭
和
期
に
お
け
る
渡
邊
・
藤
本
の
東
見
初
・

沖
ノ
山
へ
の
出
資
状
況
を
み
る
と
、
渡
邊
家
は
あ
る
程
度
の
東
見
初
炭
鉱
株
を
保
有

し
て
い
る
が
、
藤
本
閑
作
の
沖
ノ
山
炭
鉱
株
の
保
有
数
は
き
わ
め
て
少
な
い
も
の
で

あ
り
、
干
渉
を
で
き
る
だ
け
の
出
資
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
両
炭
鉱

は
一
九
二
〇
年
代
、
大
阪
石
炭
市
場
で
熾
烈
な
販
売
競
争
を
繰
り
広
げ
て
お
り
、
沖
ノ

山
・
東
見
初
双
方
に
出
資
を
す
る
古
参
の
上
位
株
主
が
相
当
の
厚
さ
で
存
在
す
る
と

は
い
え
、
法
人
間
と
な
る
と
微
妙
な
緊
張
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
書
簡
で
登
場
す
る
高
良
宗
七
は
、
渡
邊
祐
策
・
藤
本
閑
作
に
は

な
い
独
自
の
立
場
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
藤
川
喜

（
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）

（
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）

（
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）（
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）

太
郎
と
の
関
係
、
②
渡
邊
・
藤
本
と
の
関
係
、
③
独
自
の
事
業
思
想
で
あ
る
。

ま
ず
、
藤
川
と
の
関
係
を
み
る
と
、
宇
部
人
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
倉
系
炭
鉱
の
役

員
を
務
め
、
さ
ら
に
宇
部
地
域
外
の
山
口
県
人
と
の
企
業
経
営
に
も
乗
り
出
し
て
い

る
藤
川
喜
太
郎
は
、
宇
部
の
事
業
家
の
な
か
で
は
や
や
周
縁
部
に
位
置
す
る
、
異
色

の
存
在
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
高
良
宗
七
は
、
藤
川
と
炭
鉱
経
営
や
事
業
経
営
を
行
う

な
ど
、
細
か
ら
ぬ
パ
イ
プ
で
結
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
―
こ
こ
が
き
わ
め
て
重
要
な

の
だ
が
―
高
良
宗
七
は
、
宇
部
の
二
大
炭
鉱
で
あ
る
沖
ノ
山
炭
鉱
・
東
見
初
炭
鉱

の
取
締
役
・
重
役
を
務
め
て
お
り
、
渡
邊
・
藤
本
と
も
太
い
パ
イ
プ
を
有
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
宇
部
の
二
大
炭
鉱
の
双
方
に
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
う
る
と
い
う
側

面
か
ら
み
る
と
、「
結
節
点
」
と
し
て
は
筆
頭
格
の
人
物
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
、

高
良
は
「
宇
部
炭
鉱
大
合
同
」
論
者
で
も
あ
り
、
宇
部
炭
田
の
競
争
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、
鉱
区
を
開
発
す
る
組
合
炭
鉱
が
分
散
的
に
宇
部
炭
田
に
存
在
す
る
状
態

を
あ
ら
た
め
て
、
鉱
区
・
組
合
炭
鉱
を
「
大
合
同
」
さ
せ
る
べ
き
と
の
事
業
思
想
の

持
ち
主
で
も
あ
っ
た
。

後
述
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
高
良
宗
七
の
宇
部
事
業
界
の
中
心
部
か
ら
周
辺
部
に

わ
た
る
顔
の
広
さ
・
深
さ
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
思
想
が
、
沖
見
初
鉱
区
買
収
に
あ

た
り
宇
部
側
の
調
整
役
と
し
て
大
き
な
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
書
簡
に
よ
れ
ば
、
沖
見
初
鉱
区
の
有
力
買
収
先
と
目
さ
れ
た
、
東
見
初
炭

鉱
の
藤
本
閑
作
は
、
石
炭
市
況
が
悪
く
貯
炭
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、

沖
見
初
坑
内
の
視
察
の
結
果
、
出
水
量
が
多
い
こ
と
、「
ハ
サ
ミ
」（
中
硬
の
こ
と
を

指
す
と
思
わ
れ
る
）
も
残
存
す
る
こ
と
、
優
良
鉱
区
も
予
想
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
な

い
こ
と
な
ど
、
複
数
の
難
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
国
吉
信
義
、
新
田
宇

一
、
竹
中
雪
蔵
の
常
勤
重
役
と
会
議
し
、
技
術
家
と
幹
部
事
務
員
の
協
議
を
行
い
「
上

下
一
致
の
決
定
」
を
し
た
上
で
、
一
九
三
〇
年
一
月
末
に
は
意
見
を
ま
と
め
買
収
の

（
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）

（
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）（
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可
否
を
判
断
し
た
い
と
述
べ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、
後
ろ
向
き
か
つ
買
収
に

慎
重
な
姿
勢
と
い
え
る
。
も
し
く
は
、
あ
え
て
難
点
を
列
挙
す
る
こ
と
で
、
買
収
条

件
を
よ
り
有
利
な
も
の
に
誘
導
し
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

書
簡
で
は
、
翌
年
の
一
月
末
に
は
、
何
ら
か
の
回
答
が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ

と
を
に
お
わ
せ
て
い
る
が
、
公
式
に
は
東
見
初
と
の
交
渉
の
進
展
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
隣
接
鉱
区
で
は
な
い
も
の
の
、
社
会
的
条
件
と
資
力
の

面
か
ら
、
渡
邊
祐
策
が
経
営
す
る
沖
ノ
山
炭
鉱
へ
の
売
却
交
渉
が
水
面
下
で
進
ん
だ

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
窓
口
は
高
良
宗
七
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
四
月
二
十
二
日
、
島

岡
亮
太
郎
宛
に
藤
川
喜
太
郎
か
ら
つ
ぎ
の
書
簡
が
送
ら
れ
て
い
る
。

先
般
御
尊
来
の
砌
ハ
萬
事
不
行
届
続
の
段
恐
縮
ニ
存
候
、
其
後
の
概
況
左
の
通

御
報
告
申
上
候

十
四
日
、
於
岡
村
旅
館
渡
辺
、
高
良
氏
会
見
の
件
、
渡
辺
氏
曰
ハ
く

 
 

本
問
題
ハ
地
方
産
業
界
の
前
途
ニ
甚
大
の
影
響
あ
る
重
要
問
題
な
れ
ば
、
産

業
合
理
化
の
折
此
際
東
見
初
と
合
併
す
る
を
最
善
の
方
法
と
認
む
る
故
、
例

会
藤
本
氏
よ
り
相
談
な
く
共
、
高
良
氏
ハ
東
見
初
の
重
役
と
し
て
且
つ
本
市
の

大
局
上
進
ん
で
相
談
せ
ら
れ
度
候
、
都
合
上
協
力
し
て
事
ニ
当
る
を
辞
せ
む

 
 

沖
の
山
炭
坑
と
し
て
ハ
少
々
距
離
も
あ
る
事
故
、
早
速
東
見
初
へ
促
進
を
望
む

 
 

島
岡
氏
へ
会
見
の
儀
ハ
突
然
の
事
ニ
て
、
何
等
取
留
め
た
る
案
も
な
け
れ
ば

他
日
に
譲
る
と
一
通
ふ
と
思
考
す　

ト

翌
十
五
日
早
朝
、
更
ニ
渡
辺
氏
ハ
高
良
氏
へ
電
話
ニ
て

 
 

昨
日
ハ
突
然
の
事
ニ
て
名
案
も
な
か
り
し
も
、
萬
一
沖
見
初
ニ
於
て
坑
内
へ

満
水
せ
ら
る
ゝ
か
如
き
場
合
は
前
途
憂
慮
ニ
堪
へ
さ
る
も
の
あ
り
、
本
件
ハ

捨
て
置
き
難
き
儀
故
、
若
し
東
見
初
と
の
相
談
不
調
ニ
終
る
場
合
の
事
も
相

（
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）

当
考
慮
し
置
く
の
必
要
あ
り
、
貴
下
（
高
良
氏
）
ニ
於
て
も
其
辺
御
研
究
相

成
度
く
、
又
沖
の
山
の
部
下
高
級
幹
部
（
多
分
俵
田
専
務
〔
俵
田
明
・
沖
ノ

山
炭
鉱
専
務
取
締
役
…
…
引
用
者
〕
の
事
な
ら
ん
）
位
ニ
ハ
相
談
致
し
置
き

て
も
宜
し
き
哉

高
良
氏
曰
ハ
く

 

各
方
面
の
諸
種
の
関
係
あ
れ
ば
極
秘
ニ
て
取
計
い
れ
度
し

右
ハ
察
す
る
ニ
渡
辺
氏
が
一
夜
就
寝
の
上
、
沖
の
山
と
の
提
携
と
云
ふ
事
を
既

ニ
画
か
れ
し
も
の
な
ら
ん　

ト
高
良
氏
も
小
生
も
仝
感
ニ
候

 
 

四
月
十
五
日
、
高
良
氏
ハ
直
ち
ニ
藤
本
氏
と
東
見
初
炭
坑
ニ
て
会
見
せ
ら
れ
、

事
急
ニ
し
て
且
つ
沖
見
初
の
事
情
相
当
切
迫
し
居
る
ハ
島
岡
氏
の
来
訪
を
以

て
明
瞭
な
れ
ば
、
急
ニ
何
分
の
提
案
せ
し
事
を
妥
当
と
信
ず　

ト

藤
本
氏
の
回
答
ハ
、
島
岡
氏
へ
の
拶
挨
と
仝
様
な
り
し
由

 
 

其
後
国
吉
市
長
〔
国
吉
信
義
・
宇
部
市
長
…
…
引
用
者
〕
ハ
十
六
日
夕
帰
宇

せ
ら
れ
、
新
田
、
竹
中
の
現
場
重
役
へ
ハ
貴
下
来
訪
の
旨
は
傳
へ
ら
れ
、
且

つ
沖
見
初
の
坑
内
ニ
於
け
る
出
水
量
及
残
炭
部
の
採
掘
関
係
を
主
と
し
て
調

査
す
べ
く
命
令
せ
ら
れ
た
る
も
、
本
月
末
迄
ニ
調
査
報
告
す
べ
し
と
の
事
な

り
し
由
、
仍
て
其
調
査
の
緩
慢
な
る
を
遺
憾
と
し
、
且
内
部
の
空
気
を
探
る

べ
く
藤
井
友
吉
氏
の
来
宇
を
得
て
、
四
月
二
十
日　

於
東
園
、
親
交
あ
る
新

田
重
役
と
会
見
し
、
従
来
の
経
過
を
述
べ
合
併
か
満
水
（
我
等
の
想
像
と
し

て
）
の
二
途
ニ
落
着
く
哉
の
感
あ
り
藤
本
氏
の
意
中
と
貴
下
の
感
想
如
何

新
田
氏
曰
ハ
く

 
 

東
京
ニ
て
藤
本
氏
と
島
岡
氏
会
見
の
模
様
及
島
岡
氏
来
宇
頭
取
訪
問
の
事
を

承
り
た
る
も
、
東
見
初
と
し
て
ハ
時
節
柄
最
も
慎
重
研
究
を
要
し
、
且
つ
本

月
末
か
来
月
初
迄
ニ
調
査
報
告
の
予
定
ニ
て
、
頭
取
の
命
令
ハ
あ
り
し
も
未
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だ
何
等
具
体
的
ニ
着
手
し
居
ら
ず　

ト
ノ
事
故　
　

小
生
等
曰
ハ
く
、
国
吉

氏
及
新
田
君
等
の
少
壮
重
役
か
藤
本
老
と
仝
様
な
る
気
分
ニ
あ
ら
ざ
る
か
、

此
際
最
初
本
問
題
の
起
源
ニ
遡
り
、
宇
部
市
百
年
の
計
画
の
折
積
極
進
取
の

態
度
ニ
出
ら
れ
度
し

 
 

掛
引
を
用
ひ
ず
江
戸
ッ
児
式
ニ
且
つ
政
治
的
解
決
案
ニ
進
ま
れ
ん
事
を
望
む

と
、
仝
氏
を
鞭
撻
致
し
置
候

仍
て
昨
廿
一
日
新
田
氏
ハ
直
ち
ニ
藤
本
氏
を
訪
問
、
小
生
等
の
希
望
ニ
副
ふ
べ

く
約
し
て
相
分
れ
候

 
 

其
後
の
報
告
無
之
候
ニ
付
本
日
高
良
氏
と
会
見
、
重
役
会
の
開
否
を
尋
ね
候

へ
共
未
だ
其
事
無
之
由
、
然
し
近
々
何
分
判
断
可
致
ニ
付
其
際
重
ね
て
御
通

知
可
申
候

先
ハ
走
り
書
失
礼
ニ
候
へ
共
可
然
御
判
読
被
下
度
候

 

怱
々

 

一
九
三
〇
年
四
月
十
四
日
、
宇
部
岡
村
旅
館
で
渡
邊
祐
策
、
高
良
宗
七
に
よ
る
沖

見
初
鉱
区
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
た
。
こ
の
前
提
と
な
っ
た
の
は
、
大
倉
鉱
業
取
締

役
で
あ
る
島
岡
亮
太
郎
が
、
沖
見
初
鉱
区
の
売
却
交
渉
を
目
的
と
し
て
来
宇
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

渡
邊
は
、
沖
見
初
鉱
区
問
題
を
「
地
方
産
業
界
の
前
途
ニ
甚
大
の
影
響
あ
る
重
要

問
題
」
と
位
置
付
け
、
産
業
合
理
化
の
観
点
か
ら
東
見
初
と
の
合
併
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
お
り
、
高
良
に
対
し
て
、
藤
本
よ
り
相
談
が
な
く
と
も
「
本
市
の
大
局
上
」

進
ん
で
相
談
し
、「
協
力
し
て
事
ニ
当
る
」
よ
う
助
言
し
た
。
こ
の
後
の
文
面
に
よ
る

と
、
高
良
は
島
岡
亮
太
郎
と
の
会
見
を
渡
邊
に
懇
請
し
た
よ
う
で
あ
り
、
沖
ノ
山
炭

鉱
に
よ
る
買
収
に
つ
い
て
、
水
面
下
で
調
整
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る （
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が
、
こ
の
時
点
で
は
、
渡
邊
は
東
見
初
に
よ
る
買
収
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

翌
十
五
日
に
な
り
、
渡
邊
よ
り
高
良
に
電
話
が
入
り
、「
沖
見
初
ニ
於
て
坑
内
へ
満

水
せ
ら
る
ゝ
か
如
き
場
合
は
前
途
憂
慮
ニ
堪
へ
さ
る
も
の
」
が
あ
る
、「
東
見
初
と
の

相
談
不
調
ニ
終
る
場
合
の
事
も
相
当
考
慮
」
す
べ
き
で
あ
る
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は

沖
ノ
山
炭
鉱
の
「
高
級
幹
部
」（
書
簡
で
は
専
務
取
締
役
の
俵
田
明
と
推
定
さ
れ
て
い

る
）
に
は
相
談
し
て
置
い
て
も
よ
い
、
と
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
た
。
同
日
、
渡
邊
の

助
言
に
よ
り
、
高
良
は
藤
本
と
東
見
初
炭
鉱
で
会
見
し
、「
沖
見
初
の
事
情
相
当
切
迫

し
居
る
ハ
島
岡
氏
の
来
訪
を
以
て
明
瞭
な
れ
ば
、
急
ニ
何
分
の
提
案
せ
し
事
を
妥
当

と
信
ず
」
と
促
し
た
。

四
月
十
六
日
に
、
国
吉
信
義
市
長
が
帰
宇
し
た
。
国
吉
は
宇
部
市
長
で
あ
る
と
と

も
に
、
東
見
初
炭
鉱
の
重
役
兼
副
頭
取
で
あ
る
。
国
吉
は
、
宇
部
村
の
名
士
で
あ
っ
た

国
吉
明
信
の
六
男
で
あ
る
が
、
藤
本
閑
作
の
妻
ツ
ネ
は
国
吉
明
信
の
長
女
で
あ
り
、

職
位
上
も
閨
閥
上
も
東
見
初
炭
鉱
の
ナ
ン
バ
ー
２
の
位
置
に
い
た
。
さ
ら
に
、
高
良

宗
七
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
国
吉
は
沖
ノ
山
炭
鉱
の
上
位
株
主
で
も
あ
り
、
渡
邊
祐
策
と

も
関
係
が
深
か
っ
た
。
国
吉
信
義
は
、
新
田
宇
一
、
竹
中
雪
蔵
な
ど
の
現
場
重
役
に
、

島
岡
亮
太
郎
が
宇
部
へ
来
訪
す
る
旨
を
伝
達
す
る
と
と
も
に
、
沖
見
初
炭
鉱
の
出
水

量
と
残
炭
部
採
掘
状
況
の
調
査
を
命
じ
た
。
し
か
し
、
調
査
は
緩
慢
に
推
移
し
た
よ

う
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
四
月
二
十
日
、
藤
井
友
吉
・
藤
川
喜
太
郎
が
、
現
場
重
役
筆
頭

で
あ
る
新
田
宇
一
と
会
見
し
た
。
新
田
は
、
島
岡
が
来
宇
す
る
旨
は
承
知
し
た
も
の

の
、
東
見
初
と
し
て
は
慎
重
に
研
究
を
し
た
い
の
で
、
四
月
末
か
五
月
末
頃
に
調
査

報
告
を
ま
と
め
た
い
旨
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
藤
川
は
「
掛
引
を
用
ひ
ず
江
戸
ッ

児
式
ニ
且
つ
政
治
的
解
決
案
ニ
進
ま
れ
ん
事
を
望
む
」
と
促
し
た
よ
う
で
あ
る
。
翌

（
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二
十
一
日
、
新
田
は
藤
本
頭
取
を
訪
問
し
、
藤
川
ら
の
「
希
望
ニ
副
ふ
べ
く
約
し
」

た
と
い
う
が
、
そ
の
後
の
報
告
は
な
か
っ
た
。
藤
川
が
高
良
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

重
役
会
も
開
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
明
ら
か
に
藤
本
は
、
現
時
点
で
の
購
入
を
表

明
す
る
意
思
が
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
を
受
け
、
一
九
三
〇
年
四
月
二
十
七
日
、
島
岡
亮
太
郎
宛
に
、
藤
井
友
吉
・

藤
川
喜
太
郎
か
ら
以
下
の
書
簡
が
送
ら
れ
た
。

拝
復
御
来
示
の
趣
委
細
相
承
仕
候

両
坑
合
併
ニ
関
し
て
ハ
、
地
方
産
業
界
の
為
速
か
ニ
其
成
立
を
祈
願
す
る
も
の

ニ
し
て
、
其
間
御
因
縁
あ
る
御
社
の
権
威
と
利
益
擁
護
の
為
微
力
を
副
ゆ
る
の

意
ニ
外
な
ら
ず
候
ニ
付
て
ハ
、
別
ニ
小
生
等
ニ
対
し
何
等
の
御
心
つ
か
ひ
御
無

用
ニ
付
可
然
御
進
行
願
上
候
、
只
比
較
的
当
地
の
事
情
ニ
通
じ
た
る
小
生
等
の

介
在
及
建
議
ハ
、
余
り
先
方
ニ
好
ま
れ
ざ
る
事
ハ
当
然
の
事
と
愚
考
仕
候

　
　
　
　
　
　

参
考
資
料

 

一
、  

先
般
新
田
氏
と
会
議
の
際
、
坑
内
満
水
の
儀
ニ
付
て
ハ
相
当
焦
慮
の
色

見
へ
、
東
見
初
と
し
て
ハ
此
時
期
ニ
於
て
可
な
り
の
痛
手
た
る
事

 

二
、  

本
日
迄
の
処
、
藤
本
氏
よ
り
ハ
高
良
氏
へ
尚
一
回
の
公
式
相
談
無
之
候

 

三
、  

本
日
他
用
を
兼
ね
て
渡
辺
祐
策
氏
訪
問
の
際
、
本
件
ニ
関
す
る
仝
氏
の

談
片
二
三
、
左
記
の
通
ニ
候

 
 

イ
、  

以
前
台
銀
よ
り
相
談
を
受
け
、
其
際
金
弐
百
万
円
迄
ニ
引
受
く
る
旨

言
明
し
た
る
事

 
 

ロ
、  

現
在
ニ
於
て
東
見
初
独
自
の
立
場
よ
り
破
格
の
評
価
を
す
る
が
如
き

ハ
大
局
を
誤
る
も
の
と
し
て
、
本
市
の
大
勢
を
遠
大
な
る
宇
部
炭
田

の
採
砿
計
画
ニ
立
脚
し
て
可
然
解
決
を
な
す
を
妥
当
と
認
む

 
 

ハ
、  

本
件
ハ
今
更
多
数
の
日
子
を
費
し
て
調
査
の
要
な
く
、
達
観
的
ニ
是

非
の
裁
断
を
す
べ
き
問
題
な
る
事

 
 

ニ
、  

台
銀
の
年
賦
金
額
幾
何
か
及
其
償
還
方
法
如
何

 
 

 
 

（
之
れ
ハ
小
生
の
知
れ
る
範
囲
ニ
て
明
答
せ
り　

藤
川
）

 
 

要
之
両
坑
合
併
が
国
家
的
ニ
産
業
合
理
的
に
当
然
の
事
故
、
精
々
両
君
ニ
於

て
も
心
配
せ
ら
れ
度
し
ト

 
 

萬
一
行
つ
ま
り
の
場
合
ハ
相
当
御
尽
力
を
乞
ふ
、
承
知
ト
、

　
　
　
　
　
　
　

愚
見

 
 

一
、  

藤
本
氏
よ
り
ハ
到
底
堪
へ
得
ら
る
し
條
件
ハ
六
ヶ
敷
か
る
べ
し

 
 

二
、  

渡
辺
氏
の
高
遠
な
る
事
業
眼
ハ
大
ニ
味
ふ
ニ
足
る

 
 

三
、  

屈
辱
的
條
件
に
甘
ん
ず
る
よ
り
ハ
他
ニ
適
当
な
る
道
あ
り
と
信
ず
、

宜
し
く
自
重
せ
ら
れ
た
し

 

以
上

右
ハ
御
社
ニ
対
す
る
恭
誠
の
披
瀝
ニ
し
て
、
地
方
的
関
係
よ
り
せ
ば
公
言
を
憚

る
次
第
、
極
秘
を
以
て
御
推
読
被
下
度
候
、
且
今
後
共
小
生
共
ニ
て
相
叶
候
事

ハ
無
御
用
捨
御
申
付
被
下
度
候

 

怱
々

 

書
簡
に
よ
れ
ば
、
東
見
初
炭
鉱
・
新
田
宇
一
重
役
の
会
談
の
際
、
坑
内
満
水
に
つ

い
て
は
「
相
当
焦
慮
の
色
見
へ
」
た
が
、
二
十
七
日
ま
で
に
、
藤
本
閑
作
よ
り
高
良

宗
七
へ
の
公
式
な
相
談
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
藤
井
友
吉
・
藤
川
喜

太
郎
が
、
他
用
を
か
ね
て
渡
邊
祐
策
を
訪
問
し
た
際
、
以
前
渡
邊
が
台
湾
銀
行
よ
り

売
却
の
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
二
〇
〇
万
円
ま
で
で
あ
れ
ば
引
き
受

け
る
と
明
言
し
た
こ
と
、
東
見
初
独
自
の
立
場
で
破
格
の
評
価
を
つ
け
る
こ
と
は
「
大 （
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局
を
誤
る
」
も
の
で
、「
宇
部
炭
田
の
採
砿
計
画
ニ
立
脚
」
し
て
解
決
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
こ
と
、「
本
件
ハ
今
更
多
数
の
日
子
を
費
し
て
調
査
の
要
な
く
、
達
観
的
ニ
是

非
の
裁
断
を
す
べ
き
」
と
の
言
葉
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
加
え
て
、
渡
邊
よ

り
台
銀
の
年
賦
金
額
と
償
還
方
法
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
藤

井
・
藤
川
の
所
見
で
は
、
藤
本
閑
作
か
ら
は
「
到
底
堪
へ
得
ら
る
し
條
件
」
が
示
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
渡
邊
祐
策
の
「
高
遠
な
る
事
業
眼
ハ
大
ニ
味
ふ
ニ
足
る
」

も
の
な
の
で
、
東
見
初
と
の
条
件
が
合
わ
な
け
れ
ば
「
他
ニ
適
当
な
る
道
」
が
あ
る

こ
と
を
、
大
倉
側
へ
示
唆
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
九
三
〇
年
五
月
八
日
に
、
東
京
の
大
倉
鉱
業
本
社
で
、
藤
本
閑
作
と

大
倉
側
が
直
接
交
渉
を
行
っ
た
。
藤
本
は
、
こ
の
時
初
め
て
、
具
体
的
な
買
収
条
件
を

大
倉
側
へ
示
し
て
い
る
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
藤
本
の
沖
見
初
鉱
区
の
評
価
は
高
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
藤
本
の
発
言
を
要
約
す
る
と
、
採
掘
可
能
区
域
（
五
段
層
）

は
一
五
〇
坪
と
予
想
し
て
い
た
が
、
一
〇
〇
万
坪
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
、
沖
見
初

鉱
区
・
炭
層
の
状
況
を
、
隣
接
区
域
で
あ
る
東
見
初
の
鉱
区
を
勘
案
し
て
考
え
た
場

合
、
良
い
と
は
い
え
ず
、「
甚
タ
鉱
区
の
価
値
ヲ
減
」
じ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
合
同
に
対
す
る
提
案
と
し
、
東
見
初
炭
鉱
の
現
株
式
一
万
二
三
五
五

株
（
払
込
価
格
二
五
〇
円
、
時
価
二
八
〇
円
）
に
対
し
て
増
株
形
態
を
採
用
し
、
二

七
〇
〇
株
を
大
倉
に
交
付
し
、
予
備
株
六
四
五
株
を
用
意
し
て
、
新
規
社
員
の
重
要

な
者
を
採
用
す
る
場
合
に
交
付
す
る
と
い
う
案
を
提
示
し
た
。
そ
の
際
、
東
見
初
の

昨
年
の
配
当
実
績
は
、
一
株
に
付
き
五
円
を
一
二
回
配
当
し
、
総
額
六
〇
円
、
二
割

四
分
の
配
当
率
で
あ
る
こ
と
、
た
だ
し
、「
現
今
ハ
毎
月
炭
価
下
落
シ
、
本
月
ノ
如
キ

一
函
当
リ
四
拾
銭
ノ
利
益
シ
カ
ナ
シ
尚
下
落
ノ
傾
向
ナ
リ
、
採
掘
ヲ
毎
日
弐
千
七
百

函
前
後
ニ
制
限
セ
リ
鉱
夫
モ
雇
止
ト
シ
居
レ
リ
」
と
申
し
出
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
基
本
的
な
買
収
価
格
は
六
七
万
五
〇
〇
〇
円
（
時
価
換
算
で
七
五

（
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万
六
〇
〇
〇
円
）、
最
大
で
八
三
万
六
二
五
〇
円
（
時
価
換
算
で
九
三
万
六
六
〇
〇

円
）、
こ
れ
に
将
来
の
配
当
金
を
加
え
る
こ
と
で
、
評
価
に
届
か
な
い
部
分
の
分
割
払

い
に
換
え
る
、
と
の
合
併
・
買
収
条
件
が
示
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
炭
層
の
条

件
が
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
の
提
案
の
当
否
を
精
確

に
評
価
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
数
値
の
面
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
か
り
に
満

額
で
の
買
収
が
決
ま
り
、
か
つ
直
近
の
配
当
実
績
が
維
持
さ
れ
る
と
し
て
も
、
台
銀

へ
大
倉
鉱
業
が
支
払
い
、
か
つ
債
務
と
し
て
残
っ
て
い
る
金
額
に
届
く
ま
で
に
七
年

以
上
の
期
間
を
要
す
る
計
算
に
な
り
、
し
か
も
現
今
の
成
績
は
昨
年
を
下
回
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
変
動
部
分
の
予
備
株
を
設
け
る

こ
と
で
、
可
能
な
限
り
累
積
債
務
を
削
減
し
た
い
大
倉
鉱
業
の
前
に
金
を
ぶ
ら
下
げ
、

大
倉
鉱
業
の
有
為
な
人
材
の
引
き
抜
き
を
も
狙
っ
た
も
の
と
も
受
け
取
れ
る
。
資
料

に
詳
細
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
大
倉
側
に
と
っ
て
藤
本
閑
作
の
提
案
は
過
酷
な
条

件
と
映
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
十
月
二
十
日
に
は
、
大
倉

商
事
取
締
役
兼
大
阪
支
店
長
の
皆
川
多
三
郎
か
ら
、
大
倉
鉱
業
常
務
取
締
役
で
あ
る

大
崎
新
吉
宛
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
書
簡
が
送
付
さ
れ
て
い
る
。

今
朝
宇
部
高
良
氏
御
来
社
有
之
、
話
ノ
席
ニ
右
件
ニ
付
キ
種
々
御
意
見
述
ベ
ラ

レ
申
候
。

先
刻
電
話
ヲ
以
テ
大
体
御
話
申
上
候
通
り
、
大
倉
対
藤
本
氏
ノ
交
渉
ハ
実
際
上

如
何
ナ
ル
程
度
迄
デ
進
捗
シ
居
ル
カ
ニ
ツ
キ
確
メ
ラ
レ
候
ヘ
共
、
小
生
不
案
内

ノ
為
メ
要
領
ヲ
得
ザ
リ
シ
次
第
ニ
御
座
候
。

実
ハ
、
大
倉
対
藤
本
氏
交
渉
ハ
條
件
問
題
ニ
テ
甘
ク
折
レ
合
ハ
ヌ
モ
ノ
ト
見
テ
、

高
良
氏
ハ
此
際
寧
ロ
沖
ノ
山
ニ
合
併
ス
ル
方
大
倉
ノ
為
メ
得
策
ナ
ラ
ン
ト
思
ハ

レ
、
渡
辺
祐
策
氏
ト
内
談
ヲ
遂
ゲ
ラ
レ
タ
ル
様
子
ニ
御
座
候
、
然
シ
藤
本
氏
ト

（
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ノ
話
打
切
リ
ト
ナ
ラ
ヌ
以
上
、
右
両
氏
ノ
手
ニ
テ
大
倉
ト
交
渉
開
始
ス
ル
訳
ニ

行
カ
ズ
ト
ノ
コ
ト
ニ
テ
、
其
侭
ト
ナ
リ
居
ル
由
ニ
御
座
候
。

其
後
、
藤
本
氏
ノ
條
件
ガ
如
何
ニ
モ
辛
ク
、
大
倉
側
ノ
希
望
ト
非
常
ナ
ル
懸
隔

ア
ル
様
見
受
ケ
ラ
レ
候
ニ
付
キ
、
最
近
再
ビ
渡
辺
氏
ト
懇
談
致
サ
レ
、
沖
ノ
山

ニ
合
併
談
ヲ
試
ミ
ラ
レ
候
処
、
此
際
別
方
法
ヲ
取
リ
高
良
氏
対
大
倉
ノ
交
渉
ヲ

開
始
シ
、
一
先
ヅ
沖
見
初
ヲ
高
良
氏
ノ
手
ニ
テ
引
受
ケ
、
宇
部
炭
坑
大
合
同
ノ

前
提
ト
シ
テ
ハ
如
何
ト
渡
邊
氏
ハ
申
居
ラ
レ
候
ヘ
共
、
然
シ
何
レ
ニ
セ
ヨ
、
大

倉
対
藤
本
ノ
交
渉
ガ
打
切
リ
ト
ナ
ラ
ヌ
以
上
、
之
レ
モ
具
合
悪
シ
ト
話
ハ
其
侭

ト
ナ
リ
ヌ
ル
由
ニ
御
座
候
。

渡
辺
、
高
良
両
氏
ハ
宇
部
百
年
ノ
計
ト
シ
テ
是
非
共
大
合
同
ヲ
達
成
シ
、
事
業

ヲ
後
世
ニ
残
シ
度
キ
信
念
ノ
下
ニ
出
発
致
シ
居
候
ヘ
バ
、
藤
本
氏
ノ
如
ク
単
ニ
算

盤
上
有
利
ニ
解
決
セ
ン
ト
ス
ル
人
ト
ハ
大
ナ
ル
距
離
ア
ル
様
見
受
ケ
ラ
レ
申
候
。

高
良
氏
ハ
最
近
藤
本
氏
ト
会
談
致
サ
レ
、
大
倉
ト
ノ
交
渉
顛
末
ヲ
詳
細
聴
取
致

サ
レ
候
処
、
目
下
大
倉
ニ
対
シ
書
面
ヲ
以
テ
回
答
ヲ
督
促
シ
居
レ
ド
モ
未
ダ
何

等
ノ
通
告
ニ
接
セ
ズ
、
然
シ
大
倉
ト
シ
テ
モ
回
答
ヲ
セ
ズ
其
侭
葬
リ
去
ル
訳
ニ

モ
行
カ
ヌ
状
勢
ニ
ア
レ
バ
、
其
内
何
ト
カ
回
答
来
ル
コ
ト
ト
思
フ
故
、
其
回
答

ヲ
見
テ
対
策
ヲ
講
ズ
ル
積
リ
ナ
リ
ト
藤
本
氏
申
居
リ
タ
ル
由
ニ
テ
、
側
ニ
由
リ

少
ニ
懸
引
シ
テ
居
ル
ナ
ト
感
ジ
タ
リ
ト
高
良
氏
ハ
申
居
ラ
レ
候
。

高
良
氏
ノ
意
見
ヲ
綜
合
ス
ル
ニ
、
大
倉
ト
シ
テ
一
先
ヅ
藤
本
氏
ト
ノ
交
渉
ヲ
打

切
ラ
レ
テ
、
不
利
ニ
陥
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
シ
ト
思
ヒ
居
ラ
ル
ゝ
様
見
受
ケ
ラ
レ

候
ヘ
共
、
其
辺
ノ
御
判
断
ハ
貴
方
ヘ
御
一
任
可
申
上
候
。

小
生
ハ
高
良
氏
ニ
対
シ
、
小
生
個
人
ノ
意
見
ニ
候
ヘ
共
、
若
シ
大
倉
幹
部
ガ
宇

部
地
方
ニ
於
ケ
ル
事
業
ニ
関
シ
宇
部
ノ
人
士
ト
相
談
若
ク
ハ
協
定
致
サ
ン
ト
ス

ル
場
合
、
藤
本
氏
ヨ
リ
（
地
理
的
ニ
有
利
ナ
ル
地
位
ニ
ア
ル
ト
モ
）
渡
邊
高
良

両
氏
ヲ
相
手
取
ル
コ
ト
ヲ
希
望
シ
居
ル
様
思
ハ
ル
ゝ
故
、
若
シ
東
京
側
ヨ
リ
話

ヲ
進
メ
来
リ
タ
ル
場
合
ハ
、
是
非
共
一
肌
脱
イ
デ
貰
ヒ
タ
シ
ト
念
ヲ
押
シ
置
キ

タ
ル
次
第
ニ
御
座
候
。

小
生
ノ
意
見
ト
シ
テ
ハ
、
貴
方
ニ
於
テ
モ
相
当
込
ミ
入
リ
タ
ル
事
情
多
々
ア
ル

事
ト
存
申
候
ニ
付
キ
、
高
良
氏
ヲ
一
度
東
京
ニ
引
張
リ
出
シ
、
他
人
ヲ
避
ケ
直

接
内
談
サ
レ
テ
ハ
如
何
カ
ト
存
居
候
、
高
良
氏
モ
随
分
多
忙
ナ
ル
身
ニ
ハ
有
之
候

ヘ
共
、
小
生
ガ
懇
願
ス
レ
バ
或
ハ
上
京
貴
方
幹
部
ト
密
談
サ
レ
ル
ヤ
モ
不
知
候
。

高
良
氏
ハ
藤
本
氏
ノ
手
前
、
右
ノ
話
ヲ
絶
対
秘
密
ニ
願
フ
旨
申
居
ラ
レ
候
ニ
付

キ
、
其
積
リ
ニ
テ
貴
兄
マ
デ
御
内
報
申
上
グ
ル
次
第
ニ
御
座
候
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書
簡
の
内
容
は
、
大
倉
鉱
業
取
締
役
の
大
崎
新
吉
に
、
藤
本
と
の
交
渉
打
ち
切
り

も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
高
良
と
の
「
直
接
内
談
」
を
勧
め
た
も
の
で
あ
る
。
十
月
二

十
日
、
高
良
宗
七
は
大
倉
商
事
取
締
役
の
皆
川
多
三
郎
と
会
談
し
た
。
高
良
の
要
件

は
、
藤
本
と
の
交
渉
が
条
件
問
題
で
折
り
合
わ
な
い
も
の
と
判
断
し
、
沖
ノ
山
炭
鉱

へ
の
合
併
の
方
へ
舵
を
切
る
べ
く
、
渡
邊
祐
策
と
内
談
を
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ま
で

は
藤
本
と
大
倉
が
交
渉
中
の
た
め
、
正
式
な
交
渉
打
ち
切
り
が
な
い
以
上
、
渡
邊
と

高
良
が
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
判
断
し
て
い
た
が
、「
藤
本
氏
ノ
條
件

ガ
如
何
ニ
モ
辛
ク
、
大
倉
側
ノ
希
望
ト
非
常
ナ
ル
懸
隔
ア
ル
様
見
受
ケ
ラ
レ
候
ニ
付

キ
」、
高
良
と
渡
邊
と
の
再
会
談
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
席
で
渡
邊
は
、「
一

先
ヅ
沖
見
初
ヲ
高
良
氏
ノ
手
ニ
テ
引
受
ケ
、
宇
部
炭
坑
大
合
同
ノ
前
提
ト
シ
テ
ハ
如

何
ト
」
述
べ
、
沖
ノ
山
と
東
見
初
双
方
に
パ
イ
プ
を
持
つ
高
良
を
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、

最
終
的
に
「
宇
部
炭
坑
大
合
同
」
の
基
礎
条
件
と
し
た
ら
ど
う
か
と
の
提
案
を
し
た

と
い
う
。
た
だ
、「
大
倉
対
藤
本
ノ
交
渉
ガ
打
切
リ
ト
ナ
ラ
ヌ
以
上
、
之
レ
モ
具
合
悪 （
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シ
」
と
「
話
ハ
其
侭
」
と
な
っ
た
。

皆
川
の
、
高
良
に
対
す
る
感
触
に
よ
れ
ば
、「
大
倉
ト
シ
テ
一
先
ヅ
藤
本
氏
ト
ノ
交

渉
ヲ
打
切
ラ
レ
テ
、
不
利
ニ
陥
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
シ
ト
思
ヒ
居
ラ
ル
ゝ
様
見
受
ケ
ラ

レ
」
と
さ
れ
、
高
良
は
間
接
的
に
東
見
初
と
の
交
渉
を
打
ち
切
る
よ
う
求
め
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
皆
川
自
身
に
よ
る
渡
邊
・
高
良
の
評
価
は
、「
宇
部
百
年
ノ
計
ト
シ
テ

是
非
共
大
合
同
ヲ
達
成
シ
、
事
業
ヲ
後
世
ニ
残
シ
度
キ
信
念
ノ
下
ニ
出
発
致
シ
居
候
」

と
高
く
、
藤
本
に
対
し
て
は
、「
単
ニ
算
盤
上
有
利
ニ
解
決
セ
ン
ト
ス
ル
人
」
と
低
い

も
の
で
あ
り
、「
大
倉
幹
部
ガ
宇
部
地
方
ニ
於
ケ
ル
事
業
ニ
関
シ
宇
部
ノ
人
士
ト
相
談

若
ク
ハ
協
定
致
サ
ン
ト
ス
ル
場
合
、
藤
本
氏
ヨ
リ
（
地
理
的
ニ
有
利
ナ
ル
地
位
ニ
ア

ル
ト
モ
）
渡
邊
高
良
両
氏
ヲ
相
手
取
ル
コ
ト
ヲ
希
望
」
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
三
〇
年
十
月
二
十
九
日
、
大
倉
鉱
業
宛
に
一
通
の
電
信
が
発
信

さ
れ
た
。
送
り
主
は
藤
井
友
吉
、
藤
川
喜
太
郎
、
高
橋
岩
太
郎
三
者
連
名
で
あ
る
。

電
信
の
内
容
は
、
高
良
氏
の
言
で
在
京
中
の
藤
本
閑
作
よ
り
、
台
湾
銀
行
が
一
二
二

万
五
〇
〇
〇
円
に
減
額
し
て
大
蔵
大
臣
に
斡
旋
す
る
、
交
渉
を
進
め
て
よ
い
か
、
確

認
の
連
絡
が
来
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
要
因
は
、
一
九
三
〇
年
十
月
二
十
四
付

で
大
倉
鉱
業
が
台
湾
銀
行
を
相
手
取
っ
て
訴
訟
を
起
こ
し
、
沖
見
初
鉱
区
が
係
争
事

案
と
な
っ
た
た
め
、
交
渉
相
手
が
債
権
者
で
あ
る
台
湾
銀
行
と
、
同
銀
行
へ
影
響
力

の
あ
る
日
本
政
府
に
拡
大
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
裸
一
貫
で
国
内
有
数
の

大
炭
鉱
を
つ
く
り
上
げ
た
創
業
型
経
営
者
だ
け
に
、
大
倉
鉱
業
に
対
す
る
足
元
を
見

透
か
す
よ
う
な
買
収
条
件
の
提
示
と
あ
わ
せ
、
驚
く
べ
き
行
動
力
で
あ
る
。
そ
の
後

の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
の
十
月
末
頃
、
藤
本
閑
作
は
日
本
銀
行
の
手
を
経

て
、
井
上
準
之
助
大
蔵
大
臣
に
面
会
し
、
沖
見
初
の
譲
受
を
希
望
し
た
。
東
見
初
の

希
望
と
し
て
は
、
台
銀
に
対
し
、
買
収
金
額
と
し
て
一
二
二
万
五
〇
〇
〇
円
の
申
し

出
を
お
こ
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
場
で
井
上
蔵
相
は
確
答
せ
ず
、
三
日
間
の
在
京

（
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を
藤
本
に
依
頼
し
た
。
そ
の
後
、
大
臣
か
ら
藤
本
に
、「
右
の
話
ハ
急
に
進
展
ハ
六
ヶ

敷
き
旨
通
知
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
や
り
取
り
の
後
、
東
見
初
炭
鉱
に
よ
る
沖
見
初
鉱
区
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

し
ば
ら
く
の
間
、
資
料
上
か
ら
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。

四－

二　

沖
ノ
山
に
よ
る
買
収
計
画
と
東
見
初
の
再
交
渉

蔵
相
の
仲
介
に
よ
る
買
収
交
渉
が
不
成
立
と
な
っ
て
か
ら
、
お
よ
そ
半
年
後
の
一

九
三
一
年
の
早
春
の
頃
、
渡
邊
祐
策
が
沖
見
初
炭
鉱
重
役
と
会
見
し
た
と
の
報
道
が

な
さ
れ
た
。
会
見
で
渡
邊
は
、「
病
床
に
高
座
し
て
縷
々
赤
誠
を
披
歴
し
、
宇
部
市
百

年
の
大
計
、
子
孫
安
定
の
為
と
あ
れ
ば
、
我
が
沖
ノ
山
炭
鉱
を
挙
げ
て
之
が
犠
牲
に

供
す
る
も
毫
も
遺
憾
と
す
る
所
な
し
と
、
言
々
切
々
聲
涙
共
に
下
り
、
深
く
某
重
役

の
心
を
動
か
し
、
即
座
に
此
事
の
完
成
を
誓
は
し
め
た
」
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
沖
見

初
鉱
区
の
買
収
法
人
と
し
て
正
式
に
沖
ノ
山
炭
鉱
が
乗
り
出
し
、
同
坑
に
よ
る
買
収

に
む
け
て
話
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

沖
ノ
山
に
よ
る
買
収
に
あ
た
っ
て
は
、
台
湾
銀
行
が
抱
え
る
債
権
を
ど
の
よ
う
に

処
理
す
る
の
か
が
問
題
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
五
月
五
日
付
で
、
大

崎
新
吉
か
ら
皆
川
多
三
郎
宛
に
送
付
さ
れ
た
書
簡
に
よ
れ
ば
、
五
月
五
日
、
井
上
準

之
助
蔵
相
か
ら
門
野
重
九
郎
大
倉
組
副
頭
取
へ
台
湾
銀
行
が
求
め
る
条
件
が
示
さ
れ
、

た
だ
ち
に
島
岡
亮
太
郎
大
倉
鉱
業
会
長
へ
伝
達
さ
れ
た
。
そ
の
要
旨
は
、
沖
ノ
山
炭

鉱
に
債
務
を
移
行
す
る
に
あ
た
り
、
台
湾
銀
行
に
お
い
て
債
権
の
支
払
期
限
を
一
四

年
に
延
長
す
る
こ
と
は
承
諾
す
る
が
、
宇
部
の
鉱
業
資
本
家
三
名
（
渡
邊
祐
策
、
高

良
宗
七
、
藤
本
閑
作
）
に
よ
る
個
人
保
証
に
加
え
て
、
大
倉
組
に
お
い
て
も
年
賦
金

支
払
の
保
証
を
行
っ
て
欲
し
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
沖
ノ
山
が
買
収
す
る
こ
と

に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
炭
鉱
で
は
無
位
無
官
で
あ
る
東
見
初
の
藤
本
が
保

（
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証
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
人
と
し
て
は
沖
ノ
山
炭
鉱
名
義
で
買
収
し

つ
つ
も
、
東
見
初
炭
鉱
も
、
沖
見
初
鉱
区
の
権
利
に
対
し
て
何
ら
か
の
含
み
を
持
た

せ
る
こ
と
が
水
面
下
で
合
意
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
書
簡
に
戻
る
と
、
台
湾

銀
行
か
ら
の
、
償
還
期
限
の
合
意
に
と
も
な
う
大
倉
へ
の
保
証
要
求
に
対
し
、
大
崎

は
つ
ぎ
の
五
点
を
指
摘
し
て
い
る
（
以
下
、
一
九
三
一
年
五
月
五
日
付
書
簡
の
抜
粋
）。

㈠ 
 

台
銀
ハ
宇
部
側
の
個
人
保
證
（
渡
邊
、
高
良
、
藤
本
、
三
氏
が
個
人
保
證

を
す
る
話
あ
り
た
る
趣
）
以
外
に
大
倉
に
も
保
證
さ
せ
て
安
全
を
計
り
度

し
と
考
へ
居
る
事
、
此
れ
ハ
今
後
十
四
年
も
す
れ
バ
石
炭
ハ
殆
ん
ど
採
掘

し
尽
さ
れ
る
故
安
全
を
計
る
為
め
に
申
出
た
る
事
と
思
ふ
、

㈡ 
 

大
臣
ハ
直
接
監
督
者
と
し
て
台
銀
に
押
付
け
て
も
承
諾
せ
し
め
得
る
事
と

思
ふ
も
そ
れ
ハ
出
来
ぬ
ら
し
い
、

㈢ 
 

大
倉
ハ
面
目
問
題
も
あ
り
又
保
證
と
云
ふ
事
に
就
て
ハ
直
ぐ
オ
イ
ソ
レ
と

ハ
応
じ
難
き
次
第
な
り

 
 

然
し
此
点
ハ
大
倉
と
し
て
ハ
考
慮
の
余
地
ハ
あ
る
事
な
り
と
小
生
ハ
思
ふ
、

㈣ 
 

島
田
頭
取
〔
島
田
茂
・
台
湾
銀
行
頭
取
…
…
引
用
者
〕
が
十
四
五
日
頃
に
帰

京
す
る
由
依
て
頭
取
帰
京
せ
バ
何
と
か
折
合
ひ
て
話
が
纏
ま
る
事
と
思
ふ
、

 
 

 

即
ち
宇
部
側
に
於
て
年
限
の
点
を
譲
歩
す
る
と
か
（
例
へ
バ
十
四
ヶ
年
を

十
ヶ
年
程
度
に
）、
又
ハ
大
倉
の
保
證
に
代
る
に
何
か
の
方
法
を
取
る
と
か

折
合
が
付
く
事
と
思
ふ
、

㈤ 
 

唯
だ
問
題
が
九
分
通
り
以
上
迄
来
た
処
で
又
予
想
外
の
故
障
が
起
り
し
ハ

如
何
に
も
残
念
に
候
、
高
良
氏
に
全
部
を
打
明
け
る
事
が
問
題
に
て
此
点

余
程
考
慮
を
要
す
べ
き
事
と
存
候
、
今
之
處
島
田
頭
取
帰
京
の
上
な
ら
で

ハ
確
定
せ
ぬ
位
に
止
め
置
く
の
外
な
き
か
と
存
候
、
或
は
■
く
長
引
く
事

に
高
良
氏
ハ
疑
を
抱
く
か
と
も
考
へ
申
候
、
然
る
時
ハ
高
良
氏
ハ
又
上
京

し
て
大
臣
と
台
銀
と
の
間
を
奔
走
し
て
話
を
纏
め
る
か
の
外
無
之
事
と
存

候
、
此
点
貴
台
に
於
て
よ
く
御
判
断
之
上
御
良
案
を
立
て
ら
れ
当
方
へ
御

協
議
被
下
度
く
願
上
候
（
御
意
見
ハ
暗
號
電
報
に
て
御
通
知
願
上
候
）

 

大
崎
は
、
台
湾
銀
行
が
宇
部
の
鉱
業
資
本
家
に
加
え
て
大
倉
に
も
保
証
を
求
め
る

の
は
、「
今
後
十
四
年
も
す
れ
バ
石
炭
ハ
殆
ん
ど
採
掘
し
尽
さ
れ
る
」
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
要
因
と
述
べ
て
い
る
。
台
湾
銀
行
側
は
、
炭
鉱
業
そ
の
も
の
に
対
し
て
あ
ま

り
よ
い
印
象
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
債
権
の
回
収
に
き
わ
め
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
反
応

を
み
せ
て
い
る
こ
と
が
文
面
か
ら
読
み
取
れ
る
。
こ
の
要
因
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
は
、

大
倉
鉱
業
が
沖
見
初
鉱
区
の
開
発
に
失
敗
し
た
こ
と
に
も
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ

こ
は
宇
部
資
本
側
の
責
任
と
は
い
い
が
た
い
上
、
沖
ノ
山
炭
鉱
は
当
時
も
っ
と
も
成

功
し
て
い
る
国
内
炭
鉱
の
ひ
と
つ
で
あ
る
た
め
、
台
湾
銀
行
側
に
お
け
る
炭
鉱
経
営

へ
の
無
理
解
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

書
簡
に
戻
れ
ば
、
井
上
準
之
助
は
台
湾
銀
行
を
承
諾
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、「
そ
れ
ハ
出
来
ぬ
」
と
答
え
て
い
る
。
皆
川
の
感
触
で
は
、
さ
ら
な
る
大
倉
は
保

証
を
行
う
こ
と
は
、「
面
目
問
題
も
あ
り
…
直
ぐ
オ
イ
ソ
レ
と
ハ
応
じ
難
」
い
だ
ろ

う
、
宇
部
側
に
お
い
て
支
払
年
限
の
短
縮
を
考
慮
し
て
も
ら
え
ば
、
こ
の
条
件
の
譲

歩
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
高
良
氏
ハ
又
上
京
し
て
大
臣
と
台
銀
と
の
間
を
奔
走

し
て
話
を
纏
め
る
」
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
台
湾
銀
行
の
不
信
を

招
い
た
原
因
の
一
旦
は
大
倉
側
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
倉
は
な
る
べ
く
多
く

の
責
任
を
宇
部
側
へ
投
げ
る
方
向
で
社
内
の
調
整
を
行
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
大

崎
か
ら
の
書
簡
を
受
け
て
、
五
月
十
一
日
、
皆
川
は
保
証
金
の
折
衝
を
お
こ
な
う
た

め
、
大
阪
か
ら
宇
部
へ
訪
問
し
て
、
高
良
宗
七
と
面
談
し
た
。
こ
の
面
談
に
つ
い
て
、
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皆
川
は
つ
ぎ
の
書
簡
を
し
た
た
め
、
島
岡
亮
太
郎
に
送
付
し
て
い
る
。

拝
啓

去
ル
八
日
附
弊
書
ヲ
以
テ
御
報
告
申
上
置
候
通
リ
、
一
昨
十
日
夜
当
地
出
発
昨

十
一
日
早
朝
宇
部
ニ
参
リ
今
朝
帰
阪
仕
候

予
定
ノ
通
リ
高
良
氏
ト
面
談
、
台
銀
ノ
申
出
ニ
付
当
方
側
事
情
ニ
付
キ
出
来
ル

丈
ケ
詳
細
ニ
説
明
致
申
候
、
高
良
氏
ニ
於
テ
モ
、
若
シ
大
倉
側
ヘ
出
ス
金
高
（
五

〇
〇
株
丈
ケ
）
ヲ
減
ジ
テ
貰
ヘ
バ
、
台
銀
ニ
対
ス
ル
年
限
モ
短
縮
シ
、
誓
テ
台

銀
側
ヲ
納
メ
テ
見
セ
ル
ト
強
行
シ
力
説
致
サ
レ
候
ヘ
共
、
小
生
ト
シ
テ
ハ
問
題

ト
ナ
ラ
ヌ
事
柄
ニ
有
之
候
ヘ
バ
、
極
力
防
戦
、
先
方
ノ
主
張
ヲ
押
ヘ
、
結
局
二

〇
〇
〇
株
ヲ
変
更
セ
ズ
高
良
氏
自
ラ
上
京
シ
テ
井
上
氏
ト
折
衝
シ
、
台
銀
ト
ノ

話
ヲ
円
満
ニ
落
着
サ
セ
ル
事
ニ
承
諾
致
シ
■
■
申
候

右
ニ
付
、
渡
辺
シ
ノ
意
見
モ
徴
シ
宇
部
側
態
度
ヲ
決
定
シ
テ
貰
フ
様
〔
被
度
〕

致
申
候
処
（
渡
辺
氏
ハ
人
ニ
面
会
ス
レ
バ
直
チ
ニ
病
気
ニ
悪
イ
ト
ノ
話
ニ
付
、

小
生
ハ
遠
慮
シ
テ
差
控
ヘ
申
候
）、
早
速
渡
辺
氏
ト
協
議
ノ
結
果
、
小
生
ノ
主
張

ヲ
容
レ
ラ
レ
タ
ル
由
ニ
御
座
候
、
就
テ
ハ
高
良
氏
ト
相
談
ノ
上

　
「
委
細
承
知
シ
タ
十
七
日
立
ツ
（
宇
部
ヲ
）
高
良
皆
川
」

ト
架
電
御
報
告
申
上
置
キ
タ
ル
次
第
ニ
御
座
候

高
良
氏
ハ
、
島
田
頭
取
ノ
帰
京
ヲ
待
タ
ザ
レ
バ
問
題
解
決
困
難
ナ
ラ
ン
ト
申
居

ラ
レ
候
ヘ
共
、
小
生
ハ
、
井
上
氏
ニ
対
シ
高
良
氏
ガ
今
一
息
押
シ
テ
見
テ
、
沖

ノ
山
及
ビ
宇
部
側
三
氏
ノ
個
人
保
証
ア
ル
モ
猶
ホ
不
足
ナ
レ
バ
之
ニ
対
応
ス
ル

條
件
ヲ
付
シ
テ
ハ
如
何
、
即
チ
台
銀
ノ
云
フ
ガ
如
ク
、
若
シ
期
限
内
ニ
沖
ノ
山

ガ
営
業
不
能
若
ク
ハ
停
止
其
他
ノ
原
因
ニ
由
リ
年
賦
ノ
支
払
困
難
ト
ナ
リ
タ
ル

際
ハ
、
右
三
氏
ニ
テ
残
金
金
額
ヲ
速
時
ニ
決
済
ス
ル
ト
云
フ
條
項
ヲ
入
レ
ル
カ
、

保
証
金
（
公
債
カ
何
カ
デ
）
ヲ
入
レ
ル
カ
、
台
銀
ニ
対
シ
沖
ノ
山
ヨ
リ
定
期
預

金
デ
モ
ス
ル
カ
、
要
ス
ル
ニ
台
銀
ガ
安
心
ノ
行
ク
方
法
ヲ
講
ジ
テ
ハ
如
何
ト
進

言
致
シ
申
候
処
、
之
レ
ニ
対
シ
高
良
氏
ハyes or no

ノ
言
明
ヲ
避
ケ
ラ
レ
申
候

ヘ
共
、
之
等
ノ
点
ニ
就
テ
ハ
渡
辺
氏
ト
充
分
意
見
ヲ
交
換
サ
レ
タ
ル
上
、
上
京

セ
ラ
ル
ゝ
事
ニ
決
定
セ
ラ
レ
シ
事
ト
存
申
候
、
高
良
氏
今
回
ノ
上
京
ハ
貴
方
ト

本
契
約
調
印
モ
済
マ
ス
覚
悟
ヲ
以
テ
セ
ラ
レ
タ
シ
ト
進
言
致
申
候
処
、
沖
ノ
山

ヨ
リ
高
良
氏
（
沖
ノ
山
取
締
役
）
ニ
宛
テ
タ
ル
委
任
状
ヲ
持
参
サ
ル
ゝ
事
ニ
渡

辺
氏
ト
話
合
ヒ
付
キ
タ
ル
由
ニ
御
座
候
、
此
委
任
状
の
形
式
ニ
テ
果
タ
シ
テ
適

方
ニ
御
座
候
や
、
貴
方
ニ
於
テ
モ
一
応
御
研
究
ナ
シ
置
キ
被
下
度
候

前
述
ノ
通
リ
、
高
良
氏
ハ
島
田
頭
取
ノ
不
在
ヲ
非
常
ニ
心
配
致
シ
居
ラ
レ
候
ニ

付
キ
、
門
野
副
頭
取
ニ
御
依
頼
致
サ
レ
、
前
以
テ
井
上
氏
ト
下
相
談
ノ
上
井
上

氏
対
高
良
氏
ノ
交
渉
ニ
テ
台
銀
側
ヲ
納
メ
得
ラ
ル
ゝ
様
研
究
ト
準
備
ヲ
為
シ
置

キ
被
下
度
、
折
入
ッ
テ
御
頼
申
上
候
。
不
取
敢
右
御
報
告
旁
々
御
依
頼
迄
。
小

生
等
着
京
日
取
ハ
本
月
十
九
日
朝
ノ
予
定
ニ
候
。
此
書
面
重
役
席
御
三
名
ノ
外

ハ
極
秘
ニ
頼
上
候

 

以
上

 

面
談
に
お
い
て
、
高
良
は
年
賦
金
の
支
払
期
間
を
短
縮
す
る
か
わ
り
に
、
大
倉
側

へ
買
収
金
の
一
部
と
し
て
差
し
出
す
沖
ノ
山
炭
鉱
の
株
式
を
減
少
さ
せ
る
、
と
の
対

案
を
提
示
し
た
が
、
皆
川
は
「
極
力
防
戦
」
し
、
高
良
が
上
京
し
、
井
上
蔵
相
と
折

衝
す
る
こ
と
で
、
台
銀
と
の
話
を
ま
と
め
て
欲
し
い
と
要
請
し
た
。
渡
邊
祐
策
も
こ

の
主
張
を
受
け
入
れ
、
十
七
日
に
、
高
良
・
皆
川
が
上
京
す
る
こ
と
に
ま
と
ま
っ
た
。

皆
川
は
、
沖
ノ
山
が
営
業
不
能
に
な
っ
た
場
合
た
だ
ち
に
残
金
を
渡
邊
・
高
良
・
藤

本
が
決
済
す
る
、
保
証
金
を
入
れ
る
、
台
銀
に
沖
ノ
山
が
定
期
預
金
を
入
れ
る
な
ど （

76
）
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の
追
加
条
件
を
台
銀
に
示
し
た
ら
ど
う
か
と
の
提
案
を
行
っ
た
が
、
そ
の
可
否
に
つ

い
て
、
十
一
日
の
時
点
で
は
高
良
は
言
明
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
一
九
三
一
年
五
月
三
十
日
付
の
『
宇
部
時
報
』
で
、
沖
見
初
鉱
区
を
沖

ノ
山
炭
鉱
が
取
得
す
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
情
報
源
は
、
藤
本
閑
作
・
高
良
宗
七

に
よ
る
新
聞
通
信
社
へ
の
結
果
・
経
過
報
告
で
あ
り
、
渡
邊
は
宇
部
で
待
機
し
つ
つ
、

日
本
政
府
へ
の
交
渉
は
高
良
と
藤
本
が
共
同
で
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
藤

本
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
見
初
も
何
ら
か
の
形
で
利
権
を
絡
ま
せ
る
形
で

の
買
収
交
渉
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
。
以
下
、
新
聞
報
道
を
参
照
し
な
が
ら

買
収
の
経
過
を
み
よ
う
。

「
沖
見
初
炭
坑
の
事
業
中
止
が
そ
の
半
面
に
お
い
て
宇
部
炭
田
の
将
来
に
向
つ
て
何

者
か
の
ヒ
ン
ト
を
与
ふ
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
…
心
ひ
そ
か
に
其
機
会
を
伺
ひ
つ
ゝ

あ
つ
た
」
高
良
宗
七
と
大
倉
商
事
の
皆
川
多
三
郎
が
会
見
を
し
、
沖
見
初
炭
鉱
を
宇

部
資
本
が
買
い
入
れ
る
と
い
う
方
向
で
進
ん
だ
。
そ
の
後
、
渡
邊
祐
策
、
藤
本
閑
作

の
所
見
も
一
致
し
、
高
良
宗
七
が
上
京
し
、
大
倉
鉱
業
会
長
の
島
岡
亮
太
郎
氏
と
の

間
に
「
隔
意
な
き
協
議
が
進
め
ら
れ
」、
①
大
倉
鉱
業
・
台
湾
銀
行
と
い
う
大
規
模
法

人
が
係
争
中
で
あ
る
こ
と
、
②
訴
訟
の
金
額
が
二
二
五
万
円
に
達
す
る
事
案
で
あ
る

こ
と
こ
と
か
ら
、「
仲
裁
の
役
は
尋
常
人
の
手
で
は
困
難
と
見
ら
る
ゝ
」
た
め
、
井
上

準
之
助
蔵
相
に
救
済
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
そ
の
間
の
登
場
人
物
に
は
福
原

男
〔
福
原
俊
丸
・
旧
宇
部
領
主
…
…
引
用
者
〕
あ
り
、
大
倉
内
閣
の
副
総
理
門
野
重

九
郎
氏
あ
り
、
前
大
蔵
次
官
〔
政
務
次
官
…
…
引
用
者
〕
小
川
郷
太
郎
氏
あ
り
」、
高

良
氏
が
井
上
蔵
相
を
官
邸
に
訪
問
し
、
第
一
回
の
会
見
で
「
首
尾
よ
く
蔵
相
を
説
き

伏
せ
、
居
中
調
停
の
労
を
執
つ
て
貰
ふ
こ
と
ゝ
な
つ
た
」。
そ
の
後
、
高
良
が
藤
本
閑

作
と
共
に
「
百
方
奔
走
」
の
結
果
、
井
上
蔵
相
と
の
間
に
契
約
が
成
立
し
た
。
主
要

条
件
は
、
つ
ぎ
の
二
ヶ
条
で
あ
る
。

（
77
）

一
、  

大
倉
鉱
業
よ
り
台
湾
銀
行
に
支
払
ふ
べ
き
金
額
百
四
十
万
円
は
、
宇
部
側

に
お
い
て
之
を
引
受
け
、
こ
れ
が
支
払
方
法
は
こ
れ
を
年
賦
と
す
る
、
即

ち
昭
和
七
年
よ
り
向
ふ
十
年
間
即
昭
和
十
六
年
ま
で
に
百
二
十
万
円
を
年

賦
で
償
還
し
、
別
に
一
時
金
二
十
万
円
を
支
払
ふ
べ
き
こ
と

二
、  

大
倉
鉱
業
株
式
会
社
に
対
し
て
は
、
沖
ノ
山
炭
鉱
二
千
株
（
一
株
百
八
十

円
）
を
宇
部
側
よ
り
提
供
し
て
こ
れ
に
報
ゆ
る
こ
と

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
台
湾
銀
行
に
対
す
る
年
賦
金
の
支
払
方
法
を
、
一
四
年
か
ら
一

〇
年
に
短
縮
し
、
当
初
案
か
ら
宇
部
側
が
譲
歩
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
宇

部
側
は
総
額
一
七
六
万
円
（
そ
の
う
ち
大
倉
に
対
し
て
は
、
沖
ノ
山
株
を
も
っ
て
三

六
万
円
を
支
払
う
）
で
、
沖
見
初
鉱
区
を
譲
り
受
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
表
面
の

責
任
者
は
沖
ノ
山
炭
鉱
渡
邊
祐
策
、
保
証
人
と
し
て
藤
本
閑
作
、
高
良
宗
七
が
立
つ

こ
と
に
な
り
、
蔵
相
か
ら
は
、「
地
方
鉱
業
の
整
理
は
国
家
の
為
に
祝
す
べ
し
」
と
の

挨
拶
が
あ
っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
沖
ノ
山
炭
鉱
に
よ
る
買
収
は
頓
挫
す
る
。
新
聞
報
道
を
要
約

す
る
と
、
理
由
は
以
下
の
二
点
で
あ
っ
た
。

 •  

渡
邊
祐
策
が
高
良
氏
に
全
権
を
委
任
し
て
交
渉
に
あ
た
っ
た
際
、
同
鉱
区
は
隣
接

す
る
東
見
初
炭
鉱
が
買
収
し
て
事
業
を
延
長
す
る
の
が
至
当
で
あ
る
が
、
東
見
初

側
に
お
い
て
そ
の
意
思
が
な
い
た
め
、
沖
ノ
山
側
で
買
収
す
べ
し
と
決
意
し
た
だ

け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
井
上
蔵
相
を
介
し
て
交
渉
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
藤
本

閑
作
が
こ
れ
に
参
加
し
て
、
沖
ノ
山
炭
鉱
と
東
見
初
炭
鉱
の
合
同
を
前
提
と
し
て

沖
見
発
鉱
区
の
買
収
契
約
が
結
ば
れ
た
。
こ
れ
は
、
沖
ノ
山
炭
鉱
頭
取
で
あ
る
渡

邊
の
素
志
で
は
な
い
。

 •  

宇
部
炭
田
の
大
合
同
は
、
地
方
と
し
て
の
理
想
で
は
あ
る
こ
と
は
相
違
な
い
。
し

（
78
）
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か
し
、
事
実
問
題
と
し
て
、
経
営
上
・
人
事
上
に
お
い
て
容
易
な
ら
ざ
る
大
変
革

で
あ
り
、
急
激
に
こ
れ
を
断
行
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
る
。

高
良
宗
七
は
宇
部
炭
田
合
同
論
者
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
沖
ノ
山
取
締
役
の
重

鎮
で
も
あ
っ
た
が
、
上
記
二
点
の
問
題
点
重
役
会
で
指
摘
さ
れ
、「
意
見
が
闘
は
さ
れ

た
結
果
、
重
役
の
多
数
は
買
収
と
合
同
を
切
り
離
す
べ
き
を
至
当
と
認
め
、
又
渡
邊

社
長
と
し
て
も
元
来
が
沖
見
初
鉱
区
は
東
見
初
に
合
併
し
て
鉱
寿
を
延
長
す
る
の
が

至
当
で
あ
る
か
ら
、
今
日
不
自
然
な
る
合
同
即
行
に
進
む
よ
り
も
、
一
先
づ
東
見
初

側
に
単
独
買
収
の
機
会
を
与
ふ
べ
く
一
応
手
を
引
く
に
如
か
ず
」
と
決
意
し
た
と
さ

れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
書
簡
を
み
る
限
り
で
は
、
渡
邊
は
、
沖
ノ
山
と
東
見
初
の
合
同
を
視

野
に
入
れ
た
沖
見
初
鉱
区
の
買
収
に
同
意
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
し
、

渡
邊
の
同
意
が
な
く
て
は
、
高
良
も
東
見
初
と
の
合
同
と
い
う
経
営
の
根
幹
に
か
か

わ
る
事
項
に
つ
い
て
、
勝
手
な
動
き
は
で
き
な
か
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
対
内
的
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
対
外
的
（
重
役
会
外
）
な
こ
と
を

考
慮
し
、
渡
邊
が
、
俵
田
明
を
筆
頭
と
す
る
重
役
会
で
の
反
対
意
見
を
優
先
す
る
と

い
う
判
断
を
し
つ
つ
、
買
収
交
渉
の
責
任
を
高
良
一
人
が
か
ぶ
り
、
渡
邊
を
中
立
的

な
立
場
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
問
題
の
拡
大
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、
つ
ぎ
の
シ

ナ
リ
オ
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
、
一
九
三
一
年
六
月
十
四
日
に
、
島
岡
亮
太
郎
に
向
け
て
皆
川
多
三
郎
か

ら
以
下
の
書
簡
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

…
新
聞
ニ
テ
御
承
知
ノ
通
リ
、
宇
部
側
ニ
於
テ
色
々
込
ミ
入
リ
タ
ル
事
情
ア
ル

為
メ
、
大
倉
対
沖
ノ
山
契
約
名
義
ヲ
東
見
初
ニ
変
更
希
望
ノ
件
ハ
事
実
ナ
ル
コ

ト
ヲ
確
メ
申
候
、
小
生
事
去
ル
十
一
日
宇
部
ニ
参
リ
俵
田
専
務
ト
懇
談
ヲ
遂
ゲ

其
経
緯
ニ
付
ケ
詳
細
聴
取
致
申
候
処
、
東
見
初
合
併
ヲ
条
件
ト
ス
ル
買
収
ナ
レ

バ
沖
ノ
山
ト
シ
テ
将
来
種
々
困
難
ナ
ル
面
倒
ヲ
起
ス
恐
ア
リ
、
此
際
寧
ロ
沖
見

初
買
収
ヲ
熱
望
シ
居
ル
東
見
初
ニ
譲
渡
ス
ル
方
宇
部
平
和
ノ
為
メ
有
意
義
ナ
リ

ト
ノ
主
旨
ノ
下
ニ
渡
辺
社
長
ハ
直
接
藤
本
氏
ニ
対
シ
懇
談
サ
レ
、
藤
本
氏
ハ
渡

辺
氏
ノ
厚
意
ヲ
謝
ス
ル
ト
同
時
ニ
引
受
ヲ
快
諾
サ
レ
タ
ル
由
ニ
御
座
候

大
倉
ト
シ
テ
ハ
高
良
氏
ヲ
代
理
人
ト
認
メ
、
沖
ノ
山
ト
売
買
契
約
ヲ
締
結
セ
シ

モ
ノ
ナ
レ
バ
、
宇
部
側
ノ
事
情
ニ
由
ル
ト
ハ
云
ヘ
、
左
様
容
易
ニ
譲
渡
出
来
ル

モ
ノ
カ
否
ヤ
、
台
銀
其
他
訟
訴
関
係
ノ
事
モ
ア
ル
故
原
契
約
通
リ
履
行
セ
ラ
レ
、

平
地
ニ
波
瀾
ヲ
起
サ
レ
ヌ
様
懇
々
申
出
候
ヘ
共
、
右
表
面
ノ
理
由
ト
裏
面
ニ
横

ハ
ル
種
々
ナ
ル
問
題
ノ
為
メ
、
仲
々
応
諾
セ
ズ
、
高
良
氏
対
俵
田
氏
間
ノ
意
志

大
分
疎
隔
シ
居
ル
ヲ
観
取
致
申
候
、
就
テ
ハ
小
生
ガ
間
ニ
立
チ
何
ト
カ
調
停
出

来
ヌ
モ
ノ
カ
ト
存
ジ
、
両
氏
ノ
間
ヲ
往
復
シ
、
遂
ニ
両
氏
ガ
膝
ヲ
交
ヘ
談
合
致

サ
レ
ル
迄
デ
ニ
斡
旋
致
申
候
ヘ
共
、
遂
ニ
正
面
衝
突
ト
相
成
タ
ル
次
第
ニ
御
座

候
、
右
両
氏
会
見
前
此
結
果
ヲ
予
想
致
シ
申
候
ニ
付
、
不
取
敢
去
る
十
一
日
左

ノ
通
リ
架
電
致
置
タ
ル
次
第
ニ
御
座
候

 
 

俵
田
氏
ト
詳
細
話
シ
タ
、
宇
部
側
ノ
経
緯
ハ
兎
モ
角
ト
シ
テ
、
契
約
原
案
通

リ
ニ
履
行
サ
レ
ル
事
ヲ
懇
願
シ
タ
、
俵
田
氏
ハ
当
方
ノ
主
張
ヲ
了
解
シ
タ
模

様
ナ
リ
、
明
日
朝
小
生
ハ
俵
田
氏
ト
同
行
渡
辺
氏
ヲ
訪
問
シ
極
力
考
ヘ
直
シ

テ
貰
フ
様
尽
力
ス
ル
積
リ
、
然
シ
宇
部
側
ノ
事
情
非
常
ニ
複
雑
シ
テ
居
ル
為

メ
、
今
ノ
処
成
否
不
明
ナ
リ
其
結
果
ハ
何
レ
後
報
ス
ル　

皆
川

東
見
初
ニ
名
義
変
更
ノ
件
ハ
、
縦
令
東
京
幹
部
ニ
於
テ
異
存
ナ
キ
ニ
セ
ヨ
、
台

銀
其
他
ノ
問
題
モ
ア
リ
、
且
ツ
大
倉
ガ
沖
ノ
山
ノ
株
式
ヲ
譲
受
ケ
ル
コ
ト
ハ
如

何
ナ
者
カ
、
若
シ
大
倉
側
ヨ
リ
右
沖
ノ
山
株
式
ノ
代
ハ
リ
ニ
現
金
ニ
テ
貰
ヒ
受

ケ
ザ
レ
バ
名
目
立
タ
ヌ
ト
申
出
タ
ル
場
合
ハ
如
何
ナ
ル
処
置
ニ
出
ラ
ル
ヽ
ヤ
ト
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高
良
氏
ノ
意
ヲ
探
リ
申
候
処
、
台
銀
ノ
方
ハ
藤
本
氏
ニ
於
テ
最
后
ハ
現
金
払
ヲ

覚
悟
シ
居
ル
故
、
此
際
此
上
大
倉
ヘ
現
金
ヲ
出
ス
コ
ト
ト
一
方
ナ
ラ
ズ
苦
痛
ヲ

増
ス
故
、
其
内
時
機
ヲ
見
テ
右
株
式
ヲ
現
金
ニ
引
換
ヘ
ル
内
約
ノ
下
ニ
進
ン
デ

ハ
如
何
カ
ト
高
良
氏
ハ
申
居
ラ
レ
候
、
右
現
金
引
換
ノ
際
ニ
於
ケ
ル
比
率
等
ニ

付
テ
ハ
何
等
打
合
ハ
セ
為
サ
ヾ
リ
シ
次
第
ニ
候
ヘ
共
、
小
生
ハ
卅
六
万
円
ヲ
基

準
ト
ス
ル
ヲ
正
当
ト
存
居
候
、
何
レ
ニ
致
セ
、
高
良
藤
本
両
氏
来
ル
十
七
日
宇

部
出
発
、
貴
方
並
ニ
台
銀
ト
折
衝
致
度
旨
申
居
ラ
レ
候
ニ
付
、
其
節
貴
地
ニ
於

テ
懇
談
致
サ
ル
ヽ
方
万
事
好
都
合
ト
存
申
候

高
良
氏
ハ
藤
本
氏
ト
会
見
シ
タ
上
帰
阪
シ
テ
ハ
如
何
カ
ト
ノ
御
趣
意
有
之
候
ヘ

共
、
目
下
宇
部
側
ニ
於
テ
新
聞
記
者
ノ
厳
重
ナ
ル
環
視
モ
有
之
、
且
ツ
貴
方
側

ノ
御
意
向
モ
定
ラ
ヌ
折
柄
、
右
面
会
ハ
謝
絶
致
シ
万
事
懸
案
ノ
形
ニ
テ
立
チ
帰

リ
申
候

御
承
知
ノ
通
リ
、
沖
ノ
山
ニ
於
テ
モ
沖
見
初
ヲ
心
中
買
収
致
シ
度
為
メ
、
種
々

流
言
ヲ
放
チ
大
倉
か
東
見
初
ニ
行
ク
コ
ト
ヲ
防
碍
致
居
候
ニ
付
キ
、
貴
方
ニ
於

テ
モ
其
積
リ
ニ
テ
万
事
極
秘
ニ
付
シ
、
何
レ
カ
ヘ
御
決
定
被
下
度
折
入
ッ
テ
御

頼
申
候
、
就
テ
ハ
去
ル
十
三
日
別
紙
同
封
ノ
通
リ
架
電
御
報
告
申
上
置
候
、
貴

方
ヨ
リ
ノ
御
返
事
ハ
小
生
カ
又
ハ
宇
部
高
良
氏
ヘ
直
接
御
発
電
被
下
度
御
頼
申

上
候

 

怱
々

 

書
簡
に
よ
れ
ば
、
沖
ノ
山
炭
鉱
に
よ
る
買
収
が
取
り
や
め
と
な
っ
た
の
は
、
新
聞

報
道
の
通
り
、
重
役
会
で
東
見
初
炭
鉱
と
の
合
併
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

問
題
視
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
受
け
て
渡
邊
は
、「
東
見
初
ニ

譲
渡
ス
ル
方
宇
部
平
和
ノ
為
メ
有
意
義
ナ
リ
ト
ノ
主
旨
ノ
下
」、
直
接
藤
本
と
懇
談 （

79
）

し
、「
藤
本
氏
ハ
渡
辺
氏
ノ
厚
意
ヲ
謝
ス
ル
ト
同
時
ニ
引
受
ヲ
快
諾
」
し
た
。
沖
ノ
山

に
よ
る
買
収
は
一
転
、
東
見
初
に
よ
る
買
収
に
ふ
た
た
び
舵
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
大
倉
は
、「
原
契
約
通
リ
履
行
」
を
求
め
、
皆
川
が
高
良
と
俵
田
と
の

間
に
入
り
、「
両
氏
ガ
膝
ヲ
交
ヘ
談
合
致
サ
レ
ル
迄
デ
ニ
斡
旋
」
す
る
と
こ
ろ
ま
で
調

整
し
た
が
、「
遂
ニ
正
面
衝
突
ト
」
な
り
、
決
裂
し
て
し
ま
っ
た
。
東
見
初
に
売
却
主

体
が
移
行
す
る
こ
と
自
体
に
、
か
り
に
大
倉
が
同
意
し
た
と
し
て
も
、
台
湾
銀
行
と

の
関
係
、
売
却
資
金
の
一
部
を
沖
ノ
山
株
で
受
領
な
ど
の
諸
問
題
を
ど
の
よ
う
に
処

理
す
る
の
か
、
皆
川
は
想
像
が
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
高
良
は
、

「
台
銀
ノ
方
ハ
藤
本
氏
ニ
於
テ
最
后
ハ
現
金
払
ヲ
覚
悟
」
し
て
い
る
、「〔
沖
ノ
山
炭
鉱

…
…
引
用
者
〕
株
式
ヲ
現
金
ニ
引
換
ヘ
ル
内
約
ノ
下
ニ
進
ン
デ
ハ
如
何
」
と
答
え
、

六
月
十
七
日
に
高
良
・
藤
本
が
上
京
し
、
島
岡
と
と
も
に
台
湾
銀
行
と
折
衝
を
行
い

た
い
、
と
皆
川
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
、
大
倉
鉱
業
に
対
す
る
買
収
の
対
価
を
、

沖
ノ
山
炭
鉱
株
か
ら
そ
の
価
値
相
当
額
の
現
金
で
支
払
う
、
と
い
う
高
良
の
提
案
は

大
倉
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
二
日
後
、
皆
川
か
ら
島
岡
に

対
し
、
つ
ぎ
の
書
簡
が
作
成
さ
れ
た
。

大
倉
ガ
譲
リ
受
ク
ル
沖
ノ
山
株
式
ノ
代
ハ
リ
ニ
此
際
現
金
ヲ
以
テ
貴
方
ヘ
支
払

フ
事
、
或
ハ
困
難
ヲ
感
ゼ
ヌ
ヤ
モ
不
知
候
、
然
シ
藤
本
氏
モ
ア
ノ
性
質
ニ
有
之

候
ヘ
バ
、
迂
余
曲
折
ヲ
経
ザ
レ
バ
仲

（
マ
マ
）々

承
服
致
サ
ヌ
事
ト
被
存
申
候
、
若
シ
出

来
ル
事
ナ
レ
バ
井
上
蔵
相
ノ
手
ヲ
籍
リ
、
沖
ノ
山
株
式
ヲ
大
倉
ニ
譲
渡
ス
ル
ハ

蔵
相
ヨ
リ
見
テ
一
寸
不
自
然
ノ
様
見
受
ケ
ラ
ル
ヽ
故
、
現
金
ニ
テ
払
テ
ハ
如
何

カ
ト
右
両
氏
ニ
対
シ
蔵
相
ヨ
リ
一
言
御
注
意
被
下
候
様
、
前
以
テ
蔵
相
ト
御
打

合
セ
置
被
下
候
ハ
ゝ
案
外
容
易
ニ
解
決
致
ス
カ
ト
愚
考
仕
候（

80
）
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書
簡
で
は
、
株
式
を
現
金
に
変
換
し
て
大
倉
に
支
払
う
と
い
う
案
に
対
し
、
新
た

に
買
収
主
体
と
な
っ
た
藤
本
閑
作
へ
の
不
信
感
と
、
そ
の
対
策
に
紙
幅
が
割
か
れ
て

い
る
。
藤
本
に
対
し
て
は
、「
藤
本
氏
モ
ア
ノ
性
質
ニ
有
之
候
ヘ
バ
、
迂
余
曲
折
ヲ
経

ザ
レ
バ
仲
々
承
服
致
サ
ヌ
事
ト
被
存
申
候
」
と
述
べ
、
円
滑
に
売
却
を
成
立
さ
せ
る

た
め
、「
沖
ノ
山
株
式
ヲ
大
倉
ニ
譲
渡
ス
ル
ハ
蔵
相
ヨ
リ
見
テ
一
寸
不
自
然
ノ
様
見
受

ケ
ラ
ル
ヽ
故
、
現
金
ニ
テ
払
テ
ハ
如
何
カ
ト
右
両
氏
ニ
対
シ
蔵
相
ヨ
リ
一
言
御
注
意

被
下
候
様
、
前
以
テ
蔵
相
ト
御
打
合
セ
置
被
下
候
」
と
、
藤
本
対
策
と
し
て
、
井
上

準
之
助
へ
の
根
回
し
を
助
言
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
藤
本
・
高
良
が
上
京
し
、
大
倉
組
と
台
湾
銀
行
と
の
間
に
折
衝
が
進
め

ら
れ
た
。
新
聞
で
は
六
月
二
十
二
日
に
、「
井
上
蔵
相
を
中
心
に
台
銀
、
大
倉
の
巨
頭

な
ら
び
に
藤
本
、
高
良
両
氏
の
会
合
が
行
は
れ
る
模
様
で
あ
る
」
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
一
方
で
、
沖
ノ
山
炭
鉱
専
務
の
俵
田
明
も
上
京
し
、
井
上
蔵
相
、
大
倉
、

台
銀
の
首
脳
部
と
会
見
し
、
沖
ノ
山
炭
鉱
の
立
場
や
主
張
に
つ
い
て
、「
釈
明
に
努
」

め
た
。
そ
し
て
六
月
二
十
三
日
、
東
見
初
炭
鉱
と
大
倉
と
の
間
に
沖
見
初
炭
鉱
買
収
の

契
約
が
結
ば
れ
、
翌
六
月
二
十
四
日
に
、
台
湾
銀
行
と
の
間
に
債
務
支
払
の
契
約
が

締
結
さ
れ
た
。
そ
の
要
点
は
、
①
一
切
は
以
前
の
条
件
を
踏
襲
す
る
形
式
で
買
収
契

約
を
結
ぶ
、
②
沖
ノ
山
株
二
〇
〇
〇
株
提
供
の
条
項
は
東
見
初
に
お
い
て
こ
れ
を
買

収
す
る
形
式
を
も
っ
て
現
金
で
大
倉
に
支
払
う
、
③
年
賦
償
還
に
よ
る
一
四
〇
万
円

は
一
時
払
い
を
併
用
し
て
利
子
相
当
分
を
控
除
す
る
、
の
三
点
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
新
聞
報
道
で
、
具
体
的
な
買
収
の
や
り
取
り
と
、
確
定
金
額
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
要
約
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
宇
部
側
は
買
収
交
渉
は
上
京
が
決

ま
っ
た
時
点
で
成
立
す
る
と
み
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
高
良
・
藤

本
は
、
沖
ノ
山
炭
鉱
株
二
〇
〇
〇
株
と
一
〇
〇
万
円
の
現
金
を
所
持
し
て
、
上
京
し

て
い
た
と
さ
れ
る
。
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大
倉
側
は
、
沖
ノ
山
炭
鉱
株
の
現
金
交
換
を
求
め
、
高
良
・
藤
本
と
も
こ
れ
に
同

意
し
た
。
取
引
に
際
し
て
は
、
株
の
建
値
を
定
め
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
三
一
年
六

月
時
点
で
沖
の
山
炭
鉱
株
は
昭
和
恐
慌
に
よ
っ
て
値
下
が
り
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

大
倉
側
は
ど
こ
ま
で
も
額
面
通
り
一
株
一
八
〇
円
で
買
戻
す
よ
う
求
め
、
高
良
・
藤

本
は
、
中
値
が
一
六
六
円
な
の
で
、
一
四
円
も
開
き
が
あ
っ
て
は
応
じ
か
ね
る
と
、

種
々
協
議
が
行
わ
れ
た
。
最
終
的
に
金
利
そ
の
他
を
考
慮
に
入
れ
、
支
払
い
方
法
に

よ
っ
て
額
面
と
一
致
さ
せ
る
よ
う
に
計
ら
う
こ
と
と
な
り
、
三
六
万
円
の
う
ち
一
〇

万
円
を
即
金
で
支
払
い
、
残
り
二
六
万
円
は
、
明
年
九
月
に
支
払
う
こ
と
と
し
て
大

倉
と
の
交
渉
は
成
立
し
た
。

続
い
て
、
台
湾
銀
行
と
の
契
約
に
移
っ
た
。
今
回
の
買
収
契
約
は
、
前
回
の
契
約

を
踏
襲
す
る
形
式
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
二
〇
万
円
を
即
金
と
し
、
残
り
一
二
〇
万

円
を
年
賦
償
還
と
す
る
支
払
い
条
件
に
、
当
初
変
更
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
双
方

の
折
衝
が
お
こ
な
わ
れ
、
二
〇
万
円
の
即
金
は
別
と
し
、
一
二
〇
万
円
の
年
賦
償
還

を
一
時
払
い
と
す
る
こ
と
で
話
が
纏
ま
り
、
六
分
の
利
子
で
割
引
計
算
し
た
八
六
万

円
の
う
ち
、
五
〇
万
円
を
即
金
、
残
り
三
六
万
円
を
手
形
で
決
済
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
合
意
に
も
と
づ
き
、
条
件
中
の
即
金
二
〇
万
円
と
、
割
引
計
算
に
よ
る
一
時
払

い
の
五
〇
万
円
の
、
あ
わ
せ
て
七
〇
万
円
を
即
座
に
支
払
い
、
残
り
三
六
万
円
を
手

形
と
す
る
こ
と
で
、
台
銀
と
の
契
約
も
「
ス
ラ
ス
ラ
と
片
付
」
い
た
と
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
東
見
初
は
最
終
的
に
総
額
一
四
二
万
円
で
沖
見
初
鉱
区
を
買

収
し
た
こ
と
に
な
る
。
買
い
手
側
か
ら
み
た
場
合
、
こ
の
価
格
は
、
一
九
三
〇
年
十

月
末
に
台
湾
銀
行
か
ら
大
蔵
大
臣
へ
の
斡
旋
金
額
と
し
て
提
示
さ
れ
、
最
終
的
に
破

談
と
な
っ
た
一
二
二
万
五
〇
〇
〇
円
よ
り
も
二
〇
万
円
弱
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
か
ら
大
幅
に
か
い
離
し
た
金
額
で
も
な
く
、
大
倉
鉱
業
に
よ
る
台
湾
銀
行
か
ら
の

落
札
代
金
を
三
六
・
九
％
も
下
回
っ
て
い
る
。
売
り
手
側
か
ら
み
る
と
、
買
収
内
容
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は
、「
売
急
い
で
ゐ
た
」（
沖
ノ
山
炭
鉱
取
締
役
談
）
大
倉
鉱
業
に
対
し
、
早
期
に
契

約
を
取
り
交
わ
し
て
区
切
り
を
つ
け
さ
せ
、
大
倉
以
上
の
債
権
を
有
し
、
炭
鉱
企
業

の
年
賦
支
払
い
を
デ
フ
ォ
ル
ト
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
て
い
る
台
湾
銀
行
を
、
確
実

に
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

買
収
が
成
立
し
た
こ
と
に
対
し
、
東
見
初
の
新
田
宇
一
は
、「
今
回
の
買
談
成
立
に

関
し
て
は
、
ど
こ
ま
で
も
渡
邊
翁
の
温
か
い
御
好
意
と
高
良
氏
の
御
尽
力
に
依
る
も

の
と
深
く
感
謝
し
て
ゐ
ま
す
…
取
敢
ず
国
吉
さ
ん
を
頭
取
代
理
と
し
、
今
朝
渡
邊
翁

を
緒
宅
に
訪
ひ
呉
々
も
厚
き
御
好
意
に
対
し
て
御
礼
を
申
上
げ
、
更
に
高
良
氏
の
お

留
守
宅
へ
も
一
言
御
礼
を
申
上
げ
て
置
い
た
次
第
で
す
…
渡
邊
翁
の
御
徳
に
報
ゆ
る

た
め
に
も
今
後
経
営
の
方
針
を
過
ら
ず
地
方
鉱
業
界
の
た
め
善
所

（
マ
マ
）し

た
い
と
思
つ
て

い
ま
す
」
と
渡
邊
・
高
良
に
感
謝
の
意
を
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
沖
ノ
山
の
村
田
義

夫
取
締
役
は
、「
沖
の
山
と
し
て
も
東
見
初
で
お
買
ひ
に
な
ら
ぬ
場
合
は
何
ん
と
か
方

法
が
あ
つ
た
よ
う
に
も
聴
い
て
ゐ
ま
し
た
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
沖
ノ
山
は
破
談
し

た
場
合
の
シ
ナ
リ
オ
を
用
意
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
法
人
と
し
て
は
東
見
初
炭
鉱

が
買
収
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
、
紆
余
曲
折
の
連
続
で
あ
っ
た
外
部
資
本
に
よ
る

沖
見
初
鉱
区
の
開
発
が
、
宇
部
資
本
の
手
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
論
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
六
月
二
十
六
日
に
来
宇
し
、
二
十
七
日
に
東
見
初
炭

鉱
重
役
へ
の
引
き
継
ぎ
を
終
え
た
、
大
倉
鉱
業
の
元
沖
見
初
炭
鉱
次
長
・
高
橋
岩
太

郎
に
よ
る
地
元
新
聞
へ
の
談
話
を
引
用
し
て
し
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

私
と
し
て
は
感
慨
無
量
な
も
の
が
あ
り
ま
す
、
敗
軍
の
将
兵
を
語
ら
ず
で
、
鈴

木
か
ら
引
受
け
て
か
ら
休
業
す
る
ま
で
幾
多
の
難
問
に
処
し
て
、
遂
に
あ
ゝ
し

た
こ
と
ゝ
な
つ
た
に
就
て
は
今
更
何
も
語
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
、
今
回
の
引
継

も
是
非
私
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
出
来
る
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だ
け
避
け
た
い
と
は
思
つ
た
の
で
す
が
、
会
社
の
命
で
已
む
な
く
来
た
次
第
で

す
、
今
引
継
を
了
し
過
去
を
追
憶
し
て
み
る
と
何
か
な
し
に
感
傷
的
な
気
持
も

浮
ん
で
来
る
と
い
ふ
も
の
で
す
、
た
ゞ
今
後
東
見
初
に
嫁
入
り
し
た
こ
の
坑
区

が
所
謂
家
風
に
合
つ
て
立
派
な
収
穫
を
あ
げ
て
呉
れ
る
や
う
に
切
に
祈
る
の
み

で
す

お
わ
り
に

最
後
に
、
宇
部
炭
田
の
側
か
ら
今
後
の
課
題
と
論
点
を
簡
単
に
示
す
こ
と
で
、
総

括
に
か
え
た
い
。

重
要
か
つ
不
明
な
部
分
は
、
つ
ぎ
の
点
に
集
約
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
沖
見
初
鉱

区
は
な
ぜ
宇
部
資
本
で
は
な
く
、
外
部
資
本
に
よ
る
経
営
が
行
わ
れ
続
け
た
の
か
と

い
う
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
宇
部
地
域
の
鉱
区
開
発
に
対

し
て
、
宇
部
資
本
（
そ
れ
を
支
え
る
地
域
社
会
）
は
強
い
関
心
と
執
着
を
持
っ
て
い

た
た
め
で
あ
る
。
開
発
当
初
、
沖
見
初
鉱
区
に
手
を
つ
け
た
藤
井
保
は
、
宇
部
共
同

議
会
や
達
聰
会
に
は
名
前
が
見
出
せ
ず
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
外
部
に
位
置
す
る

人
物
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
い
ち
早
く
在
来
の
宇
部
人
が
試
掘
申
請
を
し
て
も

よ
い
は
ず
で
あ
る
。

一
方
、
鉱
区
の
寿
命
を
延
長
さ
せ
る
た
め
に
は
、
鉱
区
面
積
の
拡
大
が
基
礎
条
件

の
ひ
と
つ
と
な
る
が
、
隣
接
炭
鉱
の
東
見
初
は
な
か
な
か
進
出
し
て
い
な
い
。
以
下

は
推
測
で
あ
る
が
、
一
九
一
六
年
は
、
ま
だ
宇
部
炭
の
炭
価
が
大
き
く
上
昇
し
て
お

ら
ず
、
東
見
初
と
し
て
は
藤
井
保
と
の
共
同
経
営
に
乗
り
出
す
だ
け
の
資
本
蓄
積
が
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
高
良
家
の
「
金
銭
出
納
帳
」
に
よ
れ
ば
、
一
九

二
一
年
か
ら
一
九
二
五
年
ま
で
、
東
見
初
炭
鉱
か
ら
の
配
当
収
入
が
見
出
せ
な
い
た

（
85
）

（
86
）



― 67 ―

め
、
二
〇
年
代
半
ば
の
時
点
で
は
買
収
す
る
だ
け
の
余
力
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。
し
か
し
、
鈴
木
商
店
に
よ
る
炭
鉱
経
営
が
行
き
詰
り
は
じ
め
、
売
却
の
観
測
が

流
れ
始
め
て
い
た
一
九
二
六
年
六
月
に
、
東
見
初
炭
鉱
株
の
時
価
は
、
払
込
価
格
二

五
〇
円
に
対
し
て
一
八
五
〇
円
と
な
っ
て
お
り
、
資
金
調
達
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た

と
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
し
資
金
調
達
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
四
〇
〇
万
坪
を

超
え
る
隣
接
鉱
区
に
飛
び
つ
か
な
い
理
由
が
な
い
。
ま
た
、
か
り
に
東
見
初
に
余
力

が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
沖
ノ
山
炭
鉱
や
渡
邊
祐
策
は
潤
沢
な
資
金
を
保
有
し
て
お

り
、
藤
井
保
が
共
同
経
営
を
持
ち
か
け
て
き
た
大
正
初
期
の
時
点
で
も
、
お
そ
ら
く

買
収
は
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

直
接
的
な
資
料
が
な
い
た
め
、
仮
説
の
域
を
出
な
い
こ
と
を
前
提
に
述
べ
れ
ば
、

宇
部
の
炭
鉱
主
た
ち
は
宇
部
東
部
の
沖
合
に
位
置
す
る
鉱
区
の
状
態
が
良
く
な
い
こ

と
を
、
す
で
に
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
藤

井
保
に
よ
る
試
掘
申
請
が
な
さ
れ
た
、
一
九
一
〇
年
以
前
の
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
。
実
際
、
一
九
三
〇
年
ま
で
の
沖
見
初
鉱
区
は
、
採
炭
条
件
が
良
く
な
く
、
高
コ

ス
ト
に
苦
し
ん
で
お
り
、
一
九
二
七
年
の
時
点
を
み
た
場
合
で
も
、
鈴
木
商
店
の
経

営
期
に
鉱
区
開
発
に
手
間
取
っ
た
こ
と
は
宇
部
炭
田
で
は
広
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
一
九
三
〇
年
に
な
っ
て
な
ぜ
、
沖
ノ
山
や
東
見
初
が
食
指
を
動
か
し

は
じ
め
た
の
か
。
確
固
た
る
エ
ビ
デ
ン
ス
は
用
意
で
き
な
い
が
、
数
値
の
面
か
ら
み

れ
ば
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
鉱
区
の
評
価
が
下
が
り
、
採
掘
条
件
と
値
段
が
折
り

合
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
地
理
的
条
件
か
ら
み
る
と
、
東
見
初
と
し
て

は
、
西
側
の
境
界
線
に
は
沖
ノ
山
が
あ
り
、
鉱
区
寿
命
の
延
長
方
法
は
東
に
出
て
い

く
し
か
な
く
、
逆
か
ら
み
れ
ば
、
沖
ノ
山
も
、
こ
れ
以
上
東
に
出
て
く
こ
と
が
不
可

能
な
の
は
同
じ
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
高
良
の
「
宇
部
炭
鉱
大
合
同
論
」
が
意
味

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
合
併
の
踏
み
台
と
し
て
、
沖
見
初
鉱
区
の
重
要
性
が
増
し
た
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の
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
、
鉱
区
の
寿
命
が
尽
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第

一
次
大
戦
期
の
頃
か
ら
地
域
社
会
の
共
通
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ

製
造
業
を
育
成
す
る
た
め
に
も
、
現
在
稼
行
し
て
い
る
大
規
模
炭
鉱
の
採
炭
年
数
を
、

可
能
な
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

東
見
初
買
収
後
の
沖
見
初
鉱
区
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
資
料
が
な
い
。
一
九
三

二
年
九
月
に
、
大
崎
新
吉
に
高
良
宗
七
が
送
付
し
た
、
大
倉
へ
の
最
終
納
金
を
報
告

し
た
書
簡
で
は
、「
石
炭
も
何
等
の
異
情
な
く
、
よ
り
以
上
の
優
良
な
る
炭
層
ニ
て
、

社
員
一
同
㐂
居
り
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
炭
層
の
状
態
は
改
善
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
買
収
交
渉
で
労
を
と
っ
た
大
崎
に
対
す
る
社
交
辞
令
の
可
能
性
も
あ

り
、
正
確
な
こ
と
は
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
、
沖
ノ
山
炭
鉱
は
関
連
会
社
と
合
併
し
て
、
宇
部
興
産
株
式
会
社
へ

改
組
す
る
。
そ
の
二
年
後
、
一
九
四
四
年
に
、
東
見
初
炭
鉱
は
宇
部
興
産
に
吸
収
合

併
さ
れ
、
こ
こ
に
沖
ノ
山
・
東
見
初
・
沖
見
初
の
鉱
区
が
、
ひ
と
つ
の
法
人
の
下
に

採
掘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
宇
部
興
産
社
長
は
、
か
つ
て
沖
ノ
山
と
東
見

初
の
合
併
に
反
対
し
た
俵
田
明
で
あ
り
、
一
〇
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
た
後
に
、
高

良
宗
七
の
悲
願
で
あ
っ
た
「
宇
部
炭
鉱
大
合
同
」
が
、
主
要
海
底
鉱
区
で
実
現
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

付
記

本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
九
州
部
会
（
九

州
大
学
）
の
報
告
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
は
会
員
の
先
生
方
か
ら
多
く
の

貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
九
州
大
学
の
北
澤
満
先
生
か
ら
石
炭
産
業
史
・

財
閥
史
の
側
面
よ
り
有
益
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
本
稿
で
使
用
し
て
い
る
大
倉
財

閥
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
東
京
経
済
大
学
附
属
図
書
館
に
お
世
話
に
な
り
、
同
大
学
の

（
89
）
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村
上
勝
彦
先
生
か
ら
多
く
の
ご
厚
意
を
い
た
だ
い
た
。
難
読
字
の
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、
鹿

児
島
大
学
の
金
井
静
香
先
生
と
橋
口
正
樹
氏
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
か
り

ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
本
稿
は
、
平
成
二
十
六－

二
十
八
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
（
若
手
研
究
Ｂ
、
課
題
番
号
：
二
六
七
八
〇
一
九
五
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注
（
1
）  

北
澤
満
「
戦
間
期
日
本
石
炭
産
業
に
お
け
る
Ｍ
＆
Ａ
」
社
会
経
済
史
学
会
九
州
部
会

（
宮
崎
大
学
、
二
〇
一
二
年
七
月
七
日
）。
ま
た
、
学
会
に
出
席
し
て
い
な
い
の
で
内
容

は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
同
氏
は
「
両
大
戦
期
に
お
け
る
炭
鉱
買
収
」
経
営
史
学
会

第
五
二
回
全
国
大
会
（
中
央
大
学
、
二
〇
一
六
年
十
月
八
日
）
と
い
う
報
告
も
行
っ
て

い
る
。

（
2
）  

中
村
青
志
［
一
九
八
〇
］ 『
経
営
史
学
』
第
一
五
巻
第
三
号
、
五
八
頁
に
よ
る
。

（
3
）  

『
福
岡
鉱
務
署
管
内 

鉱
区
一
覧
』（
福
岡
鉱
務
署
、
一
九
一
一
年
、
一
九
一
二
年
、
農

商
務
省
鉱
山
局
、
一
九
一
七
年
）。

（
4
）  

「
六
年
間
の
奮
闘
後
漸
く
愁
眉
を
開
く
沖
見
初
炭
鉱
の
開
坑
」（
藤
井
保
自
身
が
述
べ

た
回
顧
）『
宇
部
時
報
』
一
九
二
一
年
十
月
二
日
。
以
下
、『
宇
部
時
報
』
は
す
べ
て
宇

部
市
立
図
書
館
所
蔵
。

（
5
）  

脚
注
四
に
同
じ
。

（
6
）  

「
沖
見
初
炭
鉱
成
立
」『
宇
部
時
報
』
一
九
一
六
年
八
月
十
五
日
。

（
7
）  

一
九
二
四
年
七
月
の
帝
国
炭
業
に
お
い
て
、
二
〇
〇
株
以
上
保
有
し
た
株
主
の
持
株

総
数
は
三
九
万
六
九
〇
〇
株
（
総
株
数
の
九
九
・
二
％
）
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
鈴
木
商

店
系
（
推
測
さ
れ
る
も
の
も
含
む
）
の
株
数
は
二
五
万
七
六
六
七
株
（
総
株
数
の
六
四
・

四
％
、
二
〇
〇
株
以
上
の
六
四
・
九
％
）
で
あ
る
が
、
鈴
木
商
店
系
の
二
〇
〇
株
以
上

株
主
は
鈴
木
合
名
、
日
本
金
属
、
日
本
商
業
と
い
っ
た
鈴
木
系
の
法
人
出
資
が
一
九
万

二
六
〇
五
株
、
残
り
の
六
万
五
〇
六
二
株
は
長
崎
英
造
、
西
岡
貞
太
郎
、
石
田
亀
一
な

ど
総
計
一
二
名
に
わ
た
る
鈴
木
商
店
社
員
が
株
主
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
『
自
大
正
十

二
年
十
二
月
一
日
至
大
正
十
三
年
五
月
卅
一
日 

第
拾
回
営
業
報
告
書 

帝
国
炭
業
株
式
会

社
』（
帝
国
炭
業
株
式
会
社
、
一
九
二
四
年
七
月
三
十
一
日
）
に
よ
る
。

（
8
）  

「
沖
見
初
創
立
総
会
」『
宇
部
時
報
』
一
九
一
六
年
九
月
二
十
五
日
。

（
9
）  

「
沖
見
初
炭
鉱
買
収
事
業
目
論
見
書
」『
沖
見
初
炭
鉱
買
収
事
業
目
論
見
書
、
仮
契
約

書
、
事
業
経
過
報
告
書
、
調
査
報
告
、
意
見
書
、
そ
の
他
』（
大
倉
鉱
業
四
六－

三－

一
、
東
京
経
済
大
学
所
蔵
）
所
収
。

（
10
）  

「
沖
見
初
炭
鉱
進
捗
」『
宇
部
時
報
』
一
九
一
八
年
六
月
九
日
。

（
11
）  

「
沖
見
初
炭
鉱
縮
少
に
就
い
て
」『
宇
部
時
報
』
一
九
二
〇
年
八
月
二
十
二
日
。

（
12
）  

「
六
年
間
の
奮
闘
後
漸
く
愁
眉
を
開
く
沖
見
初
炭
鉱
の
開
坑
」『
宇
部
時
報
』
一
九
二

一
年
十
月
二
日
。

（
13
）  

「
更
に
五
十
万
円
の
沖
見
初
の
増
資
」『
宇
部
時
報
』
一
九
二
二
年
十
一
月
一
日
。

（
14
）  

『
自
大
正
十
一
年
十
月
一
日
至
大
正
十
二
年
三
月
三
十
一
日 

第
拾
四
回
営
業
報
告
書 

沖
見
初
炭
坑
株
式
会
社
』（
沖
見
初
炭
鉱
株
式
会
社
、
一
九
二
三
年
四
月
三
十
日
）。
以

下
、
本
文
「
」
内
の
資
料
引
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
の
『
営
業
報
告
書
』
を
抜
粋
し

た
も
の
で
あ
る
。

（
15
）  

そ
の
後
、
藤
井
保
は
宇
部
炭
田
の
西
側
に
位
置
す
る
小
野
田
で
大
八
炭
鉱
を
創
業
し

て
い
る
。「
大
八
炭
砿
」『
宇
部
時
報
』
一
九
二
三
年
三
月
一
日
。

（
16
）  

こ
こ
で
指
摘
す
る
採
掘
条
件
と
は
、
資
料
の
記
述
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
炭
層
の
賦

存
状
況
、
坑
道
の
維
持
、
断
層
の
掘
削
を
は
じ
め
と
す
る
鉱
区
の
開
発
な
ど
、
主
と
し

て
自
然
条
件
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
現
時
点
の
資
料
で
指
摘
可

能
な
も
の
が
そ
の
部
分
（
自
然
条
件
）
の
み
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
労
賃
や
労
働
者
の

労
率
、
機
械
化
な
ど
、
そ
の
他
の
諸
条
件
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
17
）  
前
掲
『
第
拾
四
回
営
業
報
告
書
』。

（
18
）  

『
自
大
正
十
二
年
四
月
一
日
至
大
正
十
二
年
九
月
三
十
日 

第
拾
五
回
営
業
報
告
書 

沖

見
初
炭
坑
株
式
会
社
』（
沖
見
初
炭
鉱
株
式
会
社
、
一
九
二
三
年
十
月
三
十
日
）。
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（
19
）  
『
大
正
十
三
年
四
月
三
十
日 

第
拾
六
回
営
業
報
告
書 

沖
見
初
炭
坑
株
式
会
社
』（
沖
見

初
炭
鉱
株
式
会
社
、
一
九
二
四
年
四
月
三
十
日
）。

（
20
）  

『
自
大
正
十
三
年
四
月
一
日
至
大
正
十
四
年
三
月
卅
一
日 

第
拾
七
回
営
業
報
告
書 

沖

見
初
炭
坑
株
式
会
社
』（
沖
見
初
炭
鉱
株
式
会
社
、
一
九
二
五
年
五
月
二
十
日
）。
本
年

度
よ
り
、
決
算
期
の
単
位
が
半
年
か
ら
一
年
と
な
っ
た
。

（
21
）  

『
自
大
正
拾
四
年
四
月
一
日
至
大
正
十
五
年
三
月
卅
一
日 

第
拾
八
回
営
業
報
告
書 

沖

見
初
炭
坑
株
式
会
社
』（
沖
見
初
炭
鉱
株
式
会
社
、
一
九
二
六
年
五
月
二
十
七
日
）。

（
22
）  

前
掲
『
第
拾
八
回
営
業
報
告
書
』。

（
23
）  

「
雲
を
掴
む
が
如
き
両
炭
砿
合
同
説
」『
宇
部
時
報
』
一
九
二
六
年
十
二
月
十
六
日
。

（
24
）  

「
今
は
立
消
ゑ
と
な
つ
た
沖
見
初
の
買
山
説
」『
宇
部
時
報
』
一
九
二
七
年
五
月
二
十

二
日
。

（
25
）  

「
疑
問
の
雲
に
包
ま
れ
た
沖
見
初
炭
砿
の
今
後
に
歩
む
途
」『
宇
部
時
報
』
一
九
二
七

年
五
月
二
十
六
日
。

（
26
）  

「
進
退
両
難
の
窮
地
に
立
つ
た
沖
見
初
炭
砿
は
当
分
は
現
状
維
持
か
」『
宇
部
時
報
』

一
九
二
七
年
七
月
三
十
一
日
。

（
27
）  

「
訴
状
」（
一
九
三
〇
年
十
月
作
成
）『
沖
見
初
炭
坑
買
収
に
関
す
る
大
倉
鉱
業
・
台
湾

銀
行
係
争
事
件
関
係
』（
大
倉
鉱
業
四
六－

三－

五
、
東
京
経
済
大
学
所
蔵
）
所
収
。

（
28
）  

「
答
弁
書
」
四
四
〇
七
號
（
一
九
三
〇
年
）
前
掲
『
係
争
事
件
関
係
』（
大
倉
鉱
業
四

六－

三－

五
、
東
京
経
済
大
学
所
蔵
）
所
収
。

（
29
）  

以
上
、
池
尻
正
か
ら
大
倉
鉱
業
に
至
る
売
却
交
渉
の
過
程
は
「
台
湾
銀
行
整
理
不
正

事
実
ノ
真
相
ヲ
国
民
諸
君
ニ
告
ク
」
前
掲
『
係
争
事
件
関
係
』（
大
倉
鉱
業
四
六－

三－

五
、
東
京
経
済
大
学
所
蔵
）
所
収
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
30
）  

以
下
の
記
述
は
「
沖
見
初
炭
砿
引
受
に
至
る
迄
の
経
緯
」『
沖
見
初
炭
鉱
買
収
事
業
目

論
見
書
、
仮
契
約
書
、
事
業
経
過
報
告
書
、
調
査
報
告
、
意
見
書
、
そ
の
他
』（
大
倉
鉱

業
四
六－

三－

一
、
東
京
経
済
大
学
所
蔵
）
所
収
に
よ
る
。
本
文
中
「
」
内
の
引
用
も

同
資
料
の
抜
粋
で
あ
る
。

（
31
）  

門
野
は
大
倉
財
閥
の
重
鎮
で
あ
り
、
大
倉
組
副
頭
取
の
ほ
か
、
大
倉
傘
下
の
諸
会
社

役
員
を
務
め
て
お
り
、
大
倉
土
木
、
大
倉
商
事
会
長
の
ほ
か
、
入
山
採
炭
社
長
、
大
倉

鉱
業
取
締
役
な
ど
、
炭
鉱
関
係
事
業
に
も
か
か
わ
っ
て
い
た
。
以
上
、『
人
事
興
信
録
』

第
九
版
（
人
事
興
信
所
、
一
九
三
一
年
）
に
よ
る
。

（
32
）  

『
第
拾
五
期
営
業
報
告
書
』（
大
濱
炭
鉱
株
式
会
社
、
一
九
二
七
年
）。
同
資
料
に
よ
れ

ば
、
大
濱
炭
鉱
は
大
倉
鉱
業
の
直
営
炭
鉱
で
は
な
く
、
株
式
会
社
組
織
を
採
用
し
、
総

株
数
一
万
株
の
う
ち
大
倉
鉱
業
株
式
会
社
取
締
役
会
長
・
門
野
重
九
郎
（
門
野
の
前
は

大
倉
鉱
業
株
式
会
社
取
締
役
・
大
倉
喜
八
郎
名
義
）
で
五
七
七
五
株
を
保
有
す
る
こ
と

で
経
営
権
を
行
使
し
た
炭
鉱
（
一
九
二
七
年
時
）
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
33
）  

「
宇
部
名
鑑
」『
宇
部
時
報
』
一
九
一
八
年
一
月
一
日
。

（
34
）  

『
福
岡
鉱
務
所
管
内 

鉱
区
一
覧
』（
福
岡
鉱
務
署
、
一
九
二
四
年
）。

（
35
）  

「
宇
部
名
鑑
」『
宇
部
時
報
』
一
九
一
七
年
一
月
一
日
。

（
36
）  

一
九
二
三
年
に
お
け
る
宇
部
自
動
商
会
の
役
員
を
み
る
と
、
取
締
役
は
宇
部
の
在
来

鉱
業
資
本
家
で
は
な
い
人
物
が
務
め
て
い
る
が
、
相
談
役
に
高
良
宗
七
、
藤
井
友
吉
と

い
っ
た
宇
部
地
域
の
有
力
者
が
就
任
し
て
い
る
（「
宇
部
自
動
車
商
会
第
三
期
決
算
広

告
」『
宇
部
時
報
』
一
九
二
三
年
五
月
二
十
七
日
）。
宇
部
自
動
車
商
会
は
、
そ
の
後
一

九
二
六
年
に
、
宇
部
自
動
車
株
式
会
社
に
改
組
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
三
一
時
点
で

は
、
宇
部
自
動
車
の
相
談
役
は
引
き
続
き
高
良
宗
七
が
務
め
て
お
り
、
そ
の
他
の
取
締

役
は
松
本
金
吾
、
金
野
藤
衛
、
竹
中
雪
蔵
、
西
村
宇
吉
な
ど
宇
部
地
域
の
有
力
者
が
就

任
す
る
な
ど
の
変
化
が
あ
り
、
株
主
も
宇
部
炭
田
の
有
力
株
主
が
出
資
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
（『
第
九
期
営
業
報
告
書
』
宇
部
自
動
車
株
式
会
社
、
一
九
三
一
年
、
宇

部
市
立
図
書
館
所
蔵
）。

（
37
）  
本
文
に
お
け
る
職
位
は
『
第
参
拾
五
回 

日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』（
商
業
興
信
所
、

一
九
二
七
年
）
に
よ
る
。
大
倉
側
の
資
料
で
は
阿
部
と
し
か
記
載
が
な
い
。『
人
事
興
信

録
』
第
九
版
（
人
事
興
信
所
、
一
九
三
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
三
一
年
に
は
大
倉
鉱
業
取

締
役
の
ほ
か
、
大
濱
炭
鉱
専
務
取
締
役
、
入
山
採
炭
監
査
役
を
兼
務
し
て
お
り
、
大
倉
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財
閥
の
鉱
業
部
門
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
人
物
で
あ
る
。

（
38
）  
本
文
に
お
け
る
職
位
は
『
第
参
拾
五
回 

日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』（
商
業
興
信
所
、

一
九
二
七
年
）
に
よ
る
。
資
料
で
は
漆
野
と
し
か
記
載
が
な
い
。
本
文
に
お
け
る
漆
野

佐
一
郎
の
職
位
・
兼
任
企
業
名
に
つ
い
て
は
『
人
事
興
信
録
』
第
九
版
（
人
事
興
信
所
、

一
九
三
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
三
一
年
に
は
大
倉
鉱
業
、
入
山
採
炭
の
ほ
か
、
大
濱
炭
鉱

株
式
会
社
の
取
締
役
も
務
め
て
お
り
、
阿
部
と
同
じ
く
大
倉
財
閥
の
鉱
業
部
門
で
キ
ャ

リ
ア
を
積
ん
だ
人
物
で
あ
る
。

（
39
）  

以
上
、
台
湾
銀
行
・
日
本
銀
行
と
石
本
・
伊
藤
組
の
や
り
取
り
は
、
前
掲
「
台
湾
銀

行
整
理
不
正
事
実
ノ
真
相
ヲ
国
民
諸
君
ニ
告
ク
」
前
掲
『
係
争
事
件
関
係
』（
大
倉
鉱
業

四
六－

三－

五
、
東
京
経
済
大
学
所
蔵
）
所
収
に
よ
る
。
な
お
、
同
資
料
に
よ
れ
ば
、

石
本
・
伊
藤
組
が
「
果
シ
テ
然
ラ
ハ
他
ノ
有
利
ノ
二
者
ハ
弄
ハ
レ
テ
、
台
銀
ハ
窃
カ
ニ

大
倉
ニ
決
定
ヲ
与
ヘ
シ
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
」
と
質
問
し
た
際
、「
窃
カ
ニ
ト
ハ
如
何
、
人
格
ニ

関
ス
ル
言
辞
ヲ
弄
ス
ル
人
士
ト
ハ
問
答
ノ
要
ナ
シ
ト
、
卓
ヲ
叩
キ
テ
立
テ
リ
」
と
さ
れ
る
。

（
40
）  

前
掲
「
沖
見
初
炭
鉱
買
収
事
業
目
論
見
書
」『
沖
見
初
炭
鉱
買
収
事
業
目
論
見
書
、
仮

契
約
書
、
事
業
経
過
報
告
書
、
調
査
報
告
、
意
見
書
、
そ
の
他
』（
大
倉
鉱
業
四
六－

三－

一
、
東
京
経
済
大
学
所
蔵
）
所
収
。

（
41
）  

以
下
、「
沖
見
初
炭
砿
事
業
経
過
報
告
書
」（
沖
見
初
炭
砿
所
長 

漆
野
佐
一
郎 
一
九
三

〇
年
四
月
）
前
掲
『
沖
見
初
炭
鉱
買
収
事
業
目
論
見
書
、
仮
契
約
書
、
事
業
経
過
報
告

書
、
調
査
報
告
、
意
見
書
、
そ
の
他
』（
大
倉
鉱
業
四
六－

三－

一
、
東
京
経
済
大
学
所

蔵
）
所
収
に
よ
る
。

（
42
）  

前
掲
「
沖
見
初
炭
砿
事
業
経
過
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、「
中
硬
ノ
ア
ル
炭
層
ヲ
採
掘
ス

ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
、
其
厚
サ
一
尺
ナ
レ
バ
一
屯
ノ
石
ヲ
採
掘
ス
ル
ニ
〇
・
四
屯
ノ
中
硬

ヲ
取
リ
扱
ハ
ザ
ル
可
ラ
ズ
、
而
モ
採
炭
作
業
中
石
炭
ト
中
硬
ト
ハ
混
合
シ
易
キ
ヲ
以
テ

之
ヲ
撰
別
ス
ル
労
力
亦
尠
カ
ラ
ズ
、
従
テ
中
硬
ノ
為
ニ
能
率
ノ
減
少
ス
ル
コ
ト
甚
大
ナ

リ
、
又
其
厚
サ
二
尺
ニ
達
ス
レ
バ
、
一
屯
ノ
石
炭
ニ
対
シ
テ
ハ
〇
・
八
屯
ノ
中
硬
ヲ
取

リ
扱
フ
コ
ト
ト
ナ
リ
、
中
硬
二
尺
五
ニ
達
ス
レ
バ
上
磐
ノ
低
下
、
下
磐
ノ
膨
張
ノ
為
ニ

全
層
ノ
採
炭
ハ
不
可
能
ト
ナ
ル
、
此
ニ
於
テ
中
硬
二
尺
五
寸
以
上
ノ
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ

別
ノ
採
掘
方
法
ヲ
ト
ラ
ザ
ル
可
ラ
ズ
…
（
中
略
）
…
中
硬
ノ
ア
ル
炭
層
ニ
開
削
ス
ル
坑

道
ノ
掘
進
能
率
ハ
中
硬
ナ
キ
炭
層
ノ
其
ニ
比
シ
テ
遥
ニ
不
良
ニ
シ
テ
、
中
硬
ハ
風
化
作

用
ヲ
受
ク
ル
事
甚
シ
キ
ヲ
以
テ
中
硬
ノ
ア
ル
炭
層
中
ニ
開
削
セ
ル
坑
道
ハ
上
下
左
右
ヨ

リ
圧
縮
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
多
シ
、
従
テ
修
繕
費
大
ナ
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）  

以
下
、「
試
錐
柱
状
図
改
竄
を
知
る
に
至
り
た
る
経
路
」
前
掲
『
沖
見
初
炭
鉱
買
収
事

業
目
論
見
書
、
仮
契
約
書
、
事
業
経
過
報
告
書
、
調
査
報
告
、
意
見
書
、
そ
の
他
』（
大

倉
鉱
業
四
六－

三－

一
、
東
京
経
済
大
学
所
蔵
）
所
収
に
よ
る
。

（
44
）  

以
下
、
個
人
名
の
部
分
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
改
変
し
た
。「
」
で
表
記
し
て
い
る
資

料
引
用
部
分
の
個
人
名
も
、
筆
者
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ

は
漆
野
を
訪
れ
Ｂ
と
Ｃ
の
告
白
を
申
し
出
た
理
由
を
「
秘
シ
置
ク
ハ
情
義
ニ
済
マ
ヌ
様

ナ
気
ガ
ス
ル
」
た
め
と
述
べ
た
と
さ
れ
る
。

（
45
）  

「
訴
状
」（
東
京
地
方
裁
判
所
宛
、
大
倉
鉱
業
代
理
人
作
成
）『
沖
見
初
炭
坑
買
収
に
関

す
る
大
倉
鉱
業
・
台
湾
銀
行
係
争
事
件
見
解
』（
大
倉
鉱
業
四
六－

三－

五
、
東
京
経
済

大
学
所
蔵
）。

（
46
）  

東
京
帝
国
大
学
教
授
、
南
満
州
鉄
道
理
事
・
副
総
裁
、
内
閣
法
制
局
長
官
、
商
工
大

臣
を
歴
任
。
戦
後
、
幣
原
内
閣
に
入
閣
し
憲
法
草
案
（
松
本
試
案
）
を
作
成
。

（
47
）  

「
松
本
丞
治
に
よ
る
鑑
定
報
告
」（
一
九
三
〇
年
七
月
二
十
三
日
付
）
前
掲
『
沖
見
初

炭
鉱
買
収
事
業
目
論
見
書
、
仮
契
約
書
、
事
業
経
過
報
告
書
、
調
査
報
告
、
意
見
書
、

そ
の
他
』（
大
倉
鉱
業
四
六－

三－

一
、
東
京
経
済
大
学
所
蔵
）
所
収
に
よ
る
。

（
48
）  

以
下
、「
売
買
契
約
無
効
確
認
並
不
当
利
得
金
返
還
事
件
の
答
弁
」（
一
九
三
〇
年
十

二
月
十
日
）『
台
湾
銀
行
対
大
倉
鉱
業 

昭
和
五
年 

大
倉
鉱
業
（
株
）』（
大
倉
鉱
業
四
六－

三－
九
、
東
京
経
済
大
学
所
蔵
）
所
収
に
よ
る
。

（
49
）  

「
沖
見
初
問
題
に
就
て
本
日
東
京
に
於
て
巨
頭
の
会
合
」『
宇
部
時
報
』
一
九
三
一
年

六
月
二
十
三
日
。

（
50
）  

沖
ノ
山
炭
鉱
の
村
田
義
夫
取
締
役
に
よ
る
、
東
見
初
に
売
却
が
決
ま
っ
た
際
の
談
話
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で
あ
る
。「
お
隣
へ
落
着
い
た
沖
見
初
の
買
談
」『
宇
部
時
報
』
一
九
三
一
年
六
月
二
十

五
日
。

（
51
）  

「
大
倉
鉱
業
沖
見
初
炭
坑
遂
に
休
業
を
発
表
」『
宇
部
時
報
』
一
九
三
〇
年
十
月
十
五
日
。

（
52
）  

島
岡
亮
太
郎
の
職
位
は
『
人
事
興
信
録
』
第
九
版
（
人
事
興
信
所
、
一
九
三
一
年
）

に
よ
る
。

（
53
）  

「
合
併
建
議
書
」（
藤
本
閑
作
・
島
谷
亮
太
郎
宛
、
藤
井
友
吉
・
藤
川
喜
太
郎
作
成
、

一
九
二
九
年
十
一
月
二
十
五
日
）『
沖
見
初
炭
坑
書
類 

昭
和
四
年
～
昭
和
七
年 

大
倉
鉱

業
（
株
）』（
大
倉
鉱
業
四
六－
三－
一
五
、
東
京
経
済
大
学
所
蔵
）
所
収
に
よ
る
。

（
54
）  

一
九
一
九
年
九
月
、
沖
ノ
山
炭
鉱
は
負
債
を
抱
え
古
河
鉱
業
へ
売
却
が
検
討
さ
れ
て

い
た
西
沖
ノ
山
炭
鉱
（
頭
取
・
高
良
宗
七
）
を
、
附
属
設
備
と
七
二
万
八
〇
〇
〇
坪
の

鉱
区
を
含
め
て
一
〇
〇
万
円
で
、
さ
ら
に
高
良
が
所
収
す
る
鉱
区
一
九
〇
万
坪
を
五
〇

万
円
で
買
収
し
、
大
規
模
化
へ
の
基
盤
を
整
え
た
。
一
九
二
〇
年
六
月
、
買
収
鉱
区
の

開
発
を
行
う
た
め
に
埋
立
て
と
開
鑿
を
行
い
、
一
九
二
三
年
一
月
に
大
派
炭
、
同
年
二

月
に
五
段
炭
層
へ
着
炭
し
た
。
こ
れ
に
要
し
た
費
用
は
九
二
万
円
に
の
ぼ
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
沖
ノ
山
炭
鉱
で
は
開
発
し
た
坑
道
を
「
新
坑
」
と
位
置
づ
け
稼
行
し
た
。
沖
ノ

山
炭
鉱
の
出
炭
量
を
み
る
と
、
一
九
二
四
年
以
降
が
上
昇
し
、
一
九
二
七
年
に
は
九
四

万
六
一
八
七
ト
ン
に
ま
で
跳
ね
上
が
り
、
国
内
有
数
の
炭
鉱
へ
成
長
し
て
い
る
。
そ
の

主
因
と
な
っ
た
の
は
新
坑
（
高
良
鉱
区
）
の
出
炭
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
こ
と
に
よ
る
。

以
上
、
弓
削
達
勝
『
素
行
渡
邊
祐
策
伝
』
乾
（
渡
邊
翁
記
念
事
業
委
員
会
、
一
九
三
六

年
）
六
二
五
～
六
三
九
頁
、
出
炭
量
は
『
福
岡
鉱
務
所
管
内
『
鉱
区
一
覧
』
に
よ
る
。

（
55
）  

「
書
簡
」（
島
岡
亮
太
郎
宛
、
藤
井
友
吉
・
藤
川
喜
太
郎
作
成
、
一
九
二
九
年
十
二
月

二
十
四
日
）
前
掲
『
沖
見
初
炭
坑
書
類 

昭
和
四
年
～
昭
和
七
年 

大
倉
鉱
業
（
株
）』（
大

倉
鉱
業
四
六－

三－

一
五
、
東
京
経
済
大
学
所
蔵
）
所
収
。
以
下
引
用
す
る
「
書
簡
」

と
「
電
信
」
は
す
べ
て
大
倉
鉱
業
四
六－

三－

一
五
に
所
収
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
56
）  

詳
し
く
は
三
浦
壮
［
二
〇
一
三
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
57
）  

各
炭
鉱
組
合
「
組
合
規
約
」
巻
末
の
株
主
一
覧
『
定
約
書
類
（
石
炭
採
掘
）』（
西
村

家
文
書
四
五
、
学
び
の
森
く
す
の
き
所
蔵
）
所
収
、
お
よ
び
磯
部
家
文
書
（
学
び
の
森

く
す
の
き
所
蔵
）
に
含
ま
れ
る
各
炭
鉱
『
株
券
台
帳
』
に
よ
る
。

（
58
）  

一
九
二
九
年
の
沖
ノ
山
炭
鉱
に
対
す
る
藤
本
閑
作
の
所
有
株
数
六
万
五
〇
〇
〇
株
中

一
〇
〇
株
（
株
主
六
七
四
人
中
一
一
七
位
）、
一
九
四
二
年
時
に
お
け
る
東
見
初
炭
鉱
に

対
す
る
渡
邊
剛
二
（
祐
策
の
株
式
を
引
き
継
ぐ
）
の
株
数
は
総
株
数
八
万
株
中
九
六
〇

株
（
株
主
七
一
二
人
中
九
位
）
で
あ
る
。

（
59
）  

上
田
十
一
「
石
炭
販
売
の
競
争
時
代
」『
宇
部
興
産
六
十
年
の
歩
み
』（
宇
部
時
報
社
、

一
九
五
六
年
）
六
六
頁
。

（
60
）  

具
体
的
に
は
脚
注
三
六
を
参
照
の
こ
と
。

（
61
）  

沖
ノ
山
炭
鉱
は
同
社
『
営
業
報
告
書
』、
東
見
初
炭
鉱
に
つ
い
て
は
「
東
見
初
炭
鉱 

創

業
十
二
周
年
記
念
広
告
」『
宇
部
時
報
』
一
九
二
八
年
十
月
二
十
一
日
に
よ
る
。

（
62
）  

高
良
の
事
業
思
想
に
つ
い
て
は
、
高
良
自
身
が
「
宇
部
炭
鉱
の
大
合
同
に
就
い
て 

高

良
宗
七
」『
宇
部
時
報
』
一
九
一
九
年
一
月
一
日
で
詳
し
く
披
歴
し
て
い
る
。
な
お
、
高

良
宗
七
は
地
元
炭
鉱
・
製
造
業
の
経
営
者
・
投
資
家
と
し
て
も
優
れ
た
実
績
を
残
し
て

い
る
。
詳
し
く
は
、
三
浦
壮
［
二
〇
一
五
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
63
）  

藤
本
閑
作
は
渡
邊
祐
策
と
異
な
り
伝
記
が
作
成
さ
れ
ず
、
人
物
に
つ
い
て
語
っ
た
資

料
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
若
松
寿
之
介
（
東
見
初
採
炭
係
）
は
「
一
口

に
言
え
ば
謹
厳
で
節
約
家
」
と
（
良
い
文
脈
で
）
藤
本
を
評
し
て
お
り
、
無
駄
な
金
は

使
わ
な
い
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
せ
る
。
若
松
寿
之
介
「
藤
本
閑
作
翁
の
思
い
出
」

前
掲
『
宇
部
興
産
六
十
年
の
歩
み
』
四
二
頁
。

（
64
）  

「
書
簡
」（
島
岡
亮
太
郎
宛
、
藤
川
喜
太
郎
作
成
、
一
九
三
〇
年
四
月
二
十
二
日
）。

（
65
）  
前
掲
「
東
見
初
炭
鉱 

創
業
十
二
周
年
記
念
広
告
」『
宇
部
時
報
』
一
九
二
八
年
十
月

二
十
一
日
に
よ
る
。

（
66
）  

国
吉
信
義
、
藤
本
閑
作
・
ツ
ネ
の
情
報
は
、『
人
事
興
信
録
』
第
八
版
（
人
事
興
信
所
、

一
九
二
八
年
）『
人
事
興
信
録
』
第
九
版
（
人
事
興
信
所
、
一
九
三
一
年
）
に
よ
る
。

（
67
）  

一
九
二
九
年
の
「
株
主
人
名
簿
」
に
よ
れ
ば
九
六
五
株
を
保
有
し
、
株
主
六
七
四
名
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中
一
三
位
の
位
置
に
つ
け
て
い
る
。
ま
た
一
九
四
二
年
に
お
け
る
東
見
初
炭
鉱
の
「
株

主
人
名
簿
」
に
よ
れ
ば
、
総
株
数
八
万
株
中
八
二
一
〇
株
を
保
有
し
、
藤
本
政
郎
（
閑

作
の
長
男
）
の
一
万
株
に
つ
ぐ
第
二
位
の
大
株
主
で
あ
っ
た
。
第
三
位
の
新
田
宇
一
は

二
五
三
〇
株
で
あ
る
の
で
、
藤
本
閑
作
・
国
吉
信
義
の
東
見
初
炭
鉱
内
に
お
け
る
立
場

は
他
の
重
役
と
比
べ
て
も
特
別
な
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
68
）  

「
書
簡
」（
島
岡
亮
太
郎
宛
、
藤
井
友
吉
・
藤
川
喜
太
郎
作
成
、
一
九
三
〇
年
四
月
二

十
七
日
）。

（
69
）  

以
下
、
一
九
三
〇
年
五
月
九
日
の
や
り
取
り
は
「
書
簡
」（
島
岡
亮
太
郎
宛
、
作
成
者

不
明
、
一
九
三
〇
年
五
月
十
七
日
）
に
よ
る
。

（
70
）  

皆
川
多
三
郎
、
大
崎
新
吉
の
職
位
は
『
人
事
興
信
録
』
第
九
版
（
人
事
興
信
所
、
一

九
三
一
年
）
に
よ
る
。

（
71
）  

「
書
簡
」（
大
崎
新
吉
宛
、
皆
川
多
三
郎
作
成
、
一
九
三
〇
年
十
月
二
十
日
）
に
よ
る
。

（
72
）  

「
電
信
」（
藤
井
友
吉
、
藤
川
喜
太
郎
、
高
橋
岩
太
郎
作
成
、
一
九
三
〇
年
十
月
二
十

九
日
午
前
九
時
）
に
よ
る
。

（
73
）  

「
書
簡
」（
高
橋
岩
太
郎
宛
、
作
成
者
不
明
、
一
九
三
〇
年
十
月
三
十
一
日
）、「
書
簡
」

（
藤
井
友
吉
・
藤
川
喜
太
郎
宛
、
島
岡
亮
太
郎
作
成
、
一
九
三
〇
年
十
月
三
十
一
日
）。

（
74
）  

「
宇
部
炭
田
統
制
の
一
歩
」『
宇
部
時
報
』
一
九
三
一
年
五
月
二
十
日
。

（
75
）  

「
書
簡
」（
皆
川
多
三
郎
宛
、
大
崎
新
吉
作
成
、
一
九
三
一
年
五
月
五
日
）
に
よ
る
。

（
76
）  

「
書
簡
」（
島
岡
亮
太
郎
宛
、
皆
川
多
三
郎
作
成
、
一
九
三
一
年
五
月
十
二
日
）。

（
77
）  

以
下
の
実
証
は
、「
井
上
蔵
相
の
肝
煎
で
沖
見
初
問
題
解
決
結
局
百
七
十
六
万
円
に
て

宇
部
の
事
業
圏
内
に
入
る
」『
宇
部
時
報
』
一
九
三
一
年
五
月
三
十
日
に
よ
る
。

（
78
）  

「
沖
見
初
買
談
は
何
故
決
裂
す
る
に
到
つ
た
か
」『
宇
部
時
報
』
一
九
三
一
年
六
月
五

日
に
よ
る
。

（
79
）  

「
書
簡
」（
島
岡
亮
太
郎
宛
、
皆
川
多
三
郎
作
成
、
一
九
三
一
年
六
月
十
四
日
）。

（
80
）  

「
書
簡
」（
島
岡
亮
太
郎
宛
、
皆
川
多
三
郎
作
成
、
一
九
三
一
年
六
月
十
六
日
）。

（
81
）  

「
沖
見
初
問
題
に
就
て
本
日
東
京
に
於
て
巨
頭
の
会
合
」『
宇
部
時
報
』
一
九
三
一
年

六
月
二
十
三
日
。

（
82
）  

「
日
本
台
銀
と
の
契
約
を
了
し
東
見
初
炭
坑
の
沖
見
初
買
収
成
る
」『
宇
部
時
報
』
一

九
三
一
年
六
月
二
十
五
日
。

（
83
）  

「
ス
ラ
ス
ラ
と
運
ん
だ
沖
見
初
買
収
交
渉
」『
宇
部
時
報
』
一
九
三
一
年
六
月
二
十
七
日
。

（
84
）  

「
お
隣
へ
落
着
い
た
沖
見
初
の
買
談
」『
宇
部
時
報
』
一
九
三
一
年
六
月
二
十
五
日
。

（
85
）  

「
引
継
ぎ
を
了
し
て
感
慨
や
無
量 

元
沖
見
初
次
長
高
橋
氏
談
」
一
九
三
一
年
六
月
三

十
日
。

（
86
）  

前
掲
三
浦
［
二
〇
〇
六
］『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
第
二
一
号
、
七
四
頁
、
表
一
二
を

参
照
。

（
87
）  

前
掲
三
浦
［
二
〇
一
五
］『
社
会
経
済
史
学
』
八
一
巻
三
号
、
九
四
頁
。

（
88
）  

「
炭
鉱
株
現
物
中
値
」『
宇
部
時
報
』
一
九
二
六
年
六
月
四
日
。

（
89
）  

「
書
簡
」（
大
崎
新
吉
宛
、
高
良
宗
七
作
成
、
一
九
三
二
年
九
月
二
十
二
日
）。
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史
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心
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史
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